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◇プロローグ









「端的に言うと、もう裕ゆう介すけくんは働かなくてもいいよ？」




　五月下旬の、ある土曜日──

　僕は、星ほし澄ずみ駅前の喫茶店で、とんでもない申し出を受けた。

「私と同どう棲せいしてくれるなら、君のことは扶養してあげる」

　目の前に居るお姉さんの顔を、思わずまじまじと見詰めてしまう。

　今、僕とテーブルを挟んで座っている相手の名前は、花はな江え美み織おりさん。

　ふわふわした栗くり色いろのロングヘアが印象的な女性だ。

　たしか現在二八歳だそうだから、僕より七つ年長ということになる。

　もっとも、傍はた目めだと面おも立だちは女子大生ぐらいにしか見えないんじゃないかと思う。

　白いレースブラウスとピンク色のフレアスカートを、ゆったりと着こなしていた。

「え、えっと。働かなくてもいい、というのは……？」

「そのままの意味だよ。代わりにずっと私の傍そばに居て」

　わけがわからず訊きき返すと、美織さんは明快に答えた。

　真剣そのものの口調で、頬ほおは薄く桜色に染まっている。

「それでもちろん、将来的には私と結婚することも考えてもらえると嬉うれしい……」

　僕は、予期せぬ急展開に驚き、戸惑わずにはいられなかった。

　ひょっとすると騙だまされているんじゃないか、なんて疑念さえ抱いてしまう。

　なので、いったん気持ちを落ち着けて、きちんと現状を整理したくなった。

「あー、あのですね美織さん」

「どうしたのかな、裕介くん」

「僕らが初めて顔を合わせたのって、たしか二月下旬でしたよね。三ヶ月前ぐらい」

「そうだね。ネットでやり取りするようになってからは、もう一年以上になるけど」

　改めて確認を求めると、美織さんは補足しつつ肯定する。

　そう、僕らが面識を得たのは、Ｗｅｂ上の友人知人を集めたオフ会がきっかけだ。

　元々は短文投稿サイトツイツターで緩い接点を持つ、同じ趣味の人間同士だったに過ぎない。

　でも実際に会ってみたところ、僕は美織さんに何となく惹ひかれる部分を感じた。

　そして美織さんも僕に対し、初対面の日のうちに概おおむね同じ印象を抱いたらしい。

　以来何度か、駅前で顔を合わせて、益体もない話をする間柄になりつつあった。

　最初は美織さんから誘われ、次はお返しに僕が誘った。三度目は美織さんから。

　その後は代わる代わる、半月に一、二回の頻度で互いに相手を呼び出している。

　尚なお、今回は僕が美織さんに呼び出され、喫茶店で同じテーブルに着席していた。

「でもって、たしかに今日は大事な話がある、って事前に聞いてましたけど……」

「うん。どんな反応をされるか不安だったけど、どうしても君に伝えたかったの」

　美織さんの瞳は、枯葉色っぽくて、時折物寂しそうに見える。

　だが今は決然とした光が宿っていて、強い意志が感じられた。

「私が扶養してあげるから、同棲して、ずっと一緒に居て欲しいって」

　いましがたと同じ言葉を、もういっぺん繰り返す。

　……どうやら、目の前のお姉さんは本気みたいだ。

「あの、僕が今日、美織さんと会って話す前までに考えていたことを、正直に言います」

　僕は、居住まいを正して、美織さんに向き直った。

　自分なりに精一杯、誠意ある態度を意識して話す。

「もしかしたら、美織さんから交際を申し込まれるのかと──つまり、お互い恋人同士になろうって、正式に告白されるかもしれないと思ってました。もちろん、我ながら自惚うぬぼれているなあ、とも考えたんですけど」

　これは本当に嘘うそ偽いつわりない事実だ。

「僕と美織さんは両りよう想おもいだ」という、ぼんやりとした予感はあった。

　何度も食事や買い物に誘ったり誘われたりしていれば、鈍感でもさすがに気付く。

　とはいえ、物事には過程プロセスとか段階ステツプというものがある、とも思う。

　一般的に考えると、互いに好意を持つまでの過程を経た二人にとって、次なる段階は恋人同士としての正式なお付き合いをはじめることだろう。

　そういうわけで、美織さんから交際を申し込まれた場合にどういう返事をすべきかと、今日は自分なりに心の準備を済ませて、この場へ来たつもりだったんだ。

　──けれど、まさか突然「同棲して」なんて言われるとは。

　どう考えても、途中の過程を随分省略しているし、いくつか段階を飛ばしている。

　おまけに要求を呑のめば、もう労働しなくていい、扶養してもらえるだって……？

　想定外な上、あまりに都合のいい話で、かえって怪け訝げんに感じられてしまう。

「そういうわけで、いきなり一緒に暮らそうと言われても、ピンと来ないというか……」

　包み隠さず心情を打ち明けると、美織さんは納得した様子でうなずいた。

「あはは、そっか。同棲する前に正式に告白して、お互い恋人同士にね」

　ちょっぴり相好を崩して、優しい声音でつぶやく。

　僕もそれに釣られて、自然と安あん堵どの笑みが漏れた。

　ああよかった、こちらの当惑が伝わったらしい──

　なんて一瞬思ったのだが、すぐに誤解だとわかった。

　なぜなら、お姉さんが驚くべき主張に同意を迫ってきたからだ。




「でもまあ、恋人になるのも同棲するのも概ね同じだよね」




　…………。

　……はい？

　僕は、反射的に目を剥むき、次なる言葉に詰まってしまった。

　どんな答えを返すべきなのか、咄とつ嗟さに判断が付かなかったからだ。

　テイウカ、コノオ姉サン何ヲ言ッテルンデスカネ……？（片言）

「だって裕介くん、私たちってもう大人でしょう」

　ほんの少したじろいでいると、美織さんが前へ身を乗り出してきた。

　ぱっと見た感じ、到底二〇代後半には思えない顔がこちらに近付く。

「いいかな？　私の方が年上ではあるけど、お互い二〇代の大人なんだよ」

　美織さんは、生徒を指導する女教師みたいな仕草で、人差し指を立てて言った。

「言い換えると成人済み。むしろ法改正でもうすぐ一八歳でも大人だから」

　さらに数センチ、お姉さんの可愛かわいらしい顔がずいっと接近する。

　僕は、ついあべこべに上体を反らして、僅かに距離を取ろうとしてしまった。

　謎の圧迫感を覚えたせいだ。やばい、なんかわからんけど額から汗出てきた。

　しかし美織さんは、こちらの反応なんておかまいなしに話を続ける。

「知ってる裕介くん？　一八歳以上なら、えっちな動画を視聴しても怒られないって」

「え？　ええ……。そりゃ常識的に知ってますけど。人並みには見たことありますし」

「しかも大人は三次元のえっちなものだけじゃなく、漫画やゲームや同人誌みたいな二次元媒体のえっちなものでも、男女問わず合法的に購入して楽しめるんだよ？」

　なぜか成人向けコンテンツに関する認識を、唐突に問い掛けられてしまった。

　面食らって話を合わせてみたものの、ますます意味不明で混乱するばかりだ。

　しかしお姉さんの口調は、いっそう熱を帯びた。

「そうだよ、一八歳以上なら！　純愛系のエロ漫画やエロゲやエロ同人誌の登場人物さえ、好きな相手とあんなことやこんなことするの！　架空のキャラクター、非実在男女すらえっちな行為に及ぶわけ!!　──だったら現実で二〇代の健全な男女は普通に同棲するし、二八歳なんて一八歳より遥はるかに年長なんだよわかる!?　これはもはや両想いならば当然同棲する流れ!!　というか同棲しなきゃ手遅れにならないうちに!!」

　それはなぜか、半ば悲鳴じみた訴えだった。

　僕は、いささか呆あつ気けに取られ、数秒余り口を噤つぐんだ。

　それから、何となく嫌な気配を感じて、目だけで店内の様子を窺うかがってみる。

　案の定、付近のテーブルに着席している他のお客さんたちが、酷ひどく不思議なものに出くわしたような顔つきで、ちらちらと僕らを盗み見ていた。気まずいってもんじゃない。

　と、さすがに美織さんも周囲の視線に気付いて、我に返ったらしい。

　こほんとちいさく咳せき払ばらいしつつ、取り繕うように紅茶のカップを手に取った。

　ダージリンティーを一口飲んでから、こちらへ再び微笑ほほえんだ面差しを向ける。

「……ということで、私と同棲しましょう裕介くん。ねっ？」

　上辺の体裁は整えても、お姉さんの要求自体に変化はないみたいだ。

　ていうか「ねっ？」って軽く誘うような話じゃないと思うんですが。

「あの、美織さん」

　僕は、努めて平静を保つと、仕切り直すように話し掛けた。

　現状における懸念を、改めて説明する必要性を感じながら。

「とりあえず、僕は美織さんと恋人同士になってもいいものか、かなり迷っています」

「えっ。これって、まだそこの話だったの……？」

　あからさまに落胆した様子で、美織さんはかぶりを振りつつ嘆く。

　でも、これから話す件は大切な問題なので、かまわず先を続ける。

「以前に話したことがあるはずですけど、僕は世間的にはフリーターってやつです」

　自分で言及しながら若干羞恥を覚えたものの、事実だし誤ご魔ま化かすわけにはいかない。

「美織さんのことを考えたとき、僕みたいな男が恋人として相応ふさわしいかどうか……」

　親元を離れ、星澄学院大学へ進学したものの、一年足らずで中退──

　以後、僕はスーパーでアルバイトしながら、気ままな一人暮らしを続けていた。

　当然の成り行きで仕送りは止められ、両親とは二年以上も連絡が途絶えている。

　非正規雇用で生活費を稼ぎ、現状は別段将来の展望なんてものもありゃしない。

　正直言えば、それだけに持ち掛けられた提案は魅力的なものだ。

　可愛いお姉さんと恋人になれて、同棲して、扶養してもらえるという。

　こんな美味おいしい話が他にあるだろうか？

　……だがひとつ、この申し出には大きな問題がある。

　それはすでに僕が、かなり美織さんを好きになってしまっている、ということだ。

　好きな人には、幸せになって欲しい。でも、僕には誰かを幸せにできる自信がない。

　美織さんは、本当に素敵な、可愛らしいお姉さんだ。憧れさえ感じる。

　時折、挙措を見ていて「ちょっと変な人だなあ」と思うこともあるけれど……

　それもある意味じゃ愛あい嬌きようだろうし、二人で一緒に居ると優しい気持ちになれた。

　たしか普段は、デザイナー（？）みたいな仕事をしている、と聞いた気がする。

　僕を扶養したいだなんて言い出すぐらいだから、高収入なのかもしれない。

　──それらを踏まえた上で、もし僕が美織さんの恋人になったら？

　この素敵なお姉さんに対して、迷惑を掛けてしまうんじゃないだろうか。

　ましてや同どう棲せいしたり、将来結婚することを前提にお付き合いするなんて。

　美織さんの幸せを、逆に僕が食い物にしてしまう気がしてならなかった。

　だいたい「働かなくてもいい」と言われたって、アルバイトすら辞めて女性から養われるようになったら、もう本格的にヒモってやつになってしまう。

　体面上の見み栄えを差し引いても、自分が相手の不幸の種になるような真似まねは避けたい。

　だから今度こそ、きちんと気持ちを伝えるべく、真剣に語り掛けたつもりだった。

「……なるほど。裕介くんの言い分は、だいたいわかりました」

　ひと通り僕が話し終えると、美織さんは再度穏やかに微笑む。

「それじゃあ、まずはお姉さんと同棲してみよっか裕介くん？」

「全然わかっちゃいないじゃないですかああああァァ──ッ!?」

　間髪入れずに大声で、全力のツッコミを入れざるを得ない。

　だが直後、身の縮む心地を味わったのは、むしろ僕の方だった。

　他のお客さんが皆、訝いぶかしげな目でこちらを見詰めていたからだ。

　これじゃ、僕だって美織さんのことをとやかく言えないな……。

「まあまあ落ち着いて、私の話を最後まで聞いて欲しいの裕介くん」

　美織さんは、一変して年長者振った余裕を示して、なだめるように言った。

　まるで「君が衆目を集めるような恥ずかしい態度を取ったりしても、お姉さんはちゃんと受け止めてあげるよ？」とでも言いたげな素振りだった。

　自分も直前に恥ずかしい態度で注目されていたことは、もはやあっさり棚上げしている。

「決して、君の話を聞いてなかったわけじゃないから。お互いにもう少し歩み寄ろうよ」

「それで少し歩み寄ると、どうしてまた二人でいきなり同棲するって話になるんですか」

「そこはそれ、ちょっぴり私の言葉が足りなかっただけだよ。補足して言い直すと──」

　妙に熱っぽい目つきになって、美織さんは僕の顔を覗のぞき込んだ。




「ひとまず今夜一晩、お試し同棲してみない？　私の部屋で、これから君が一泊するの」




　僕は、またまた夢想だにしない誘いを受けて、不意に全身硬直してしまう。

　息が詰まって、視界が霞かすんだ。そのくせ、左胸の鼓動が急加速しはじめる。

　いったい何なんだ、突然どういうことなんだ。思わず頭を抱えたくなった。

　お試し同棲って……単に美織さんの家で、外泊していけってことですよね。

　そりゃ本当に少し歩み寄っただけで、やっぱり急展開じゃないですかァ──……ッ!?

　僕は、すっかり混乱の渦中に陥っていた。

　それゆえ、この日の出来事を客観的に振り返ることができるようになるのも、まだいくらか先のことだった。

　なぜ、お姉さんがこんな僕と同棲することを望むのか。

　果たして、僕にお姉さんと恋人になる資格があるのか。

　またあるいは、かくも突飛な恋愛が許容され得るのか。

　そうした疑問に答えを得るまでには、しばらく時間の経過を待たねばならない。

　何しろ二人の状況は、たぶん世間でありふれたものじゃなく、喜劇じみている。

　当事者の僕自身でさえ、改めて考えてみても首を捻ひねりたくなることばかりだ。

　ただし近い将来、来るべき時期が来れば、僕もお姉さんも多くを悟ることになる。

　これは、互いを知る前からはじまっていて、恋をはじめてからも尚なお続く……。

　そんな、僕とお姉さんにとって、自分らしさを認め合うための物語だってことが。








◇第一章「初めてのお姉さん」









　僕と美み織おりさんは、喫茶店を出るとＪＲ星ほし澄ずみ駅へ向かった。

　お姉さんの自宅は、市内の雛ひな番つがいという地域にあるらしい。

　記憶違いでなけりゃ、この界かい隈わいじゃ有名な高級住宅街だ。

　星澄駅からの移動だと、たぶん電車で三〇〇円掛からない距離の区間。

　バスを乗り継いだとしても、五、六〇〇円ぐらいで着く場所かな……。

　なんて考えていたら、美織さんは駅前でタクシーに乗り込んだ。

　僕を後部座席の隣へ招き入れ、運転手に行き先の住所を手短に告げる。

　やばい。移動手段の選択だけでも、生活水準の差を痛感してしまった。

　アスファルトの上を滑る車中で、僕はお姉さんの表情を目だけで見てみる。

　いつ見ても大人の女性らしさと、不思議なあどけなさが混在する横顔だった。

　薄化粧の頬ほおはかすかに緩み、口元には微笑が浮かんでいる。上機嫌みたいだ。

　──つい誘いに乗って、美織さんの家で一泊することになってしまった。

　僕の頭の中では、様々な思考が錯さく綜そうし、せめぎ合っていた。

　我が身を省みれば、安易に同棲までは踏み切れない。

　もちろん、扶養してもらうことにだって躊ちゆう躇ちよがある。

　ただ引け目は感じるけど、交際するところまでなら現時点で許されるだろうか……。

　と、話し合うにつれ、僕も徐々に心が傾いてしまった。正式に告白して恋人同士になったかはともかく、お互い相手に好意を抱いているのは確認できたし。

　そこへ再度、美織さんが食い下がってきたんだよな。

「恋人同士の大人だったら、デートのあとに相手の部屋で泊まるぐらい普通だよ？」

　……いやいや、そりゃたしかにそういうことだってあるだろうけど。

　しかし両りよう想おもいなのを確認した当日から、いきなりってのはどうなんです？

　などと一応訴えてみたものの、結局は僕がお姉さんの要求に折れた。

　やっぱり迂う闊かつだったかもしれない、と幾分今更な後悔は感じている。

　──でも、申し出を全面的に突っぱねて、美織さんに嫌われたくもなかったんだ。

　だから身勝手で意志が弱いと批難されても、反論の術すべはなかった。

　この点に関しては、自分の本心から目を逸そらすことしかできない。

　それで僕は、お姉さんの横顔に傍かたわらで見み蕩とれつつ、

「誰かの部屋にお邪魔するなんて、いつ以来だろう……」

　なんて、ぼうっと密ひそかに考えていた。

　小学生だった頃は、よく近所で仲がいい友達の家へ遊びに行っていた。

　中高生だった頃は、たまに親しい友達の家になら上がらせてもらった。

　さて、それ以後はどうだっただろう。

　自分の経験に限れば、ほとんど他人の家に立ち入った記憶がない。

　大学には地方から進学し、友達らしい友達もできないうちに中退。

　バイト先の知り合いとは、あくまで仕事上の付き合いしかない。

　なので「自分が居住している以外の家屋を訪問する」のは、僕にとって久々のことだ。

　ましてや女性の部屋へ踏み入るとなれば、これはたぶん人生で初めての体験だと思う。

　未成年の頃から現在に至るまで、恋人が居た時期など一度としてない。

　──そう、初めて入る女性の部屋だ。そして、そこで一晩過ごす……。

　僕は、現状を再認識し、かすかな体温の上昇を感じた。

　たとえ一夜限りだとしても、それによって何がどうなる可能性があり得るのか、もちろん想像できないわけじゃない。

　だってお姉さんの言葉を借りれば、すでに二人は大人と言っていい年齢だから。

　やっぱり、もう少し交際の段階を経てからの方がいいのでは……

　というふうに二の足を踏んでしまうのは、僕が童貞のせいだろうか。

　一方で、動物的本能に根差す期待感から、どうしても逃れられない男の性質さがが悲しい。

　僕は、タクシーの乗車中、理性で煩悩を捻ねじ伏ふせ切れずに苦しんでいた。




　やがて僕と美織さんは、真っ白なマンションの前でタクシーを降りた。

　建物の正面には「ロイヤルハイム雛番」という、金文字の看板が掲げられている。

　地上一〇階以上の高層住宅と察せられ、近代的な雰囲気が外観に漂っていた。

　共用エントランスに入ると、美織さんは壁面の端末まで歩み寄った。

　おもむろにスマートフォンを翳かざして、エレベーター前のドアを開く。

　いかにも高級マンションらしいセキュリティだな。

　美織さんの自宅は、マンションを九階まで昇ると、すぐ目の前にあった。

「９０１・ＨＡＮＡＥ」というプレートが、部屋の出入り口に見て取れる。

　ここのドアをディンプルキーで開けると、お姉さんは先に家の中へ入っていった。

　僕もちょっと慌てて、それに倣ならう。玄関で靴を脱いで、真まっ直すぐ延びた廊下を進んだ。

　その先に広がっていたのは、ゆったりして小こ綺ぎ麗れいなリビングだった。

　あちこちに瀟しよう洒しやな家具やインテリア、観葉植物などが置かれている。

「そのへんで適当に座ってて。今、コーヒーを淹いれるから」

　美織さんからうながされるまま、僕は手近なソファへ腰掛ける。

　ふかふかしていて、身体からだが半ば沈み込むような座り心地だった。

　傍らの窓に目を移せば、屋外の街並みが遠方まで見晴らせる。

　──まるで、テレビドラマの中に出てきそうな部屋だ。

　想像通り経済的に余裕があって、自立した女性なんだな……と、思ってしまう。

　自分が寝起きしているアパートの狭い一室と比較して、多少気持ちが沈んだ。

　ほどなく、美織さんがキッチンからコーヒーを運んできた。

　目の前のテーブルに二人分のカップを並べると、隣へぽすんと腰掛ける。

　ふわふわした栗くり色いろのロングヘアから、ほんのりと甘い香りが漂っている気がした。

「……ねぇ裕ゆう介すけくん。ひょっとして、今少し緊張してる？」

　お姉さんは、こちらへ微妙に身を寄せ、囁ささやき掛けてきた。

　優しく澄んでいて、柔らかい声音。互いの顔が凄すごく近い。

　動揺を押し隠そうとして、僕は咄とつ嗟さに虚勢を張った。

「べっ、別にそんなことは、まったくありませんけど……」

「そう？　何だか、表情が強こわ張ばっていたみたいだったから」

　枯葉色の瞳が僅かに潤んで、僕の顔を覗のぞき込んでいる。

「自分の家だと思って、楽にしてね？　……夜は長いから」

　なぜか美織さんの言葉は、いちいち意味深に聞こえた。耳が熱くなる。

　僕は、居たたまれなさを誤魔化そうとして、コーヒーへ手を伸ばした。

　カップを傾け、黒い液体を喉へ流し込む。砂糖もミルクも入れ忘れた。

　だが、苦みも香りもよくわからない。

　かつてない焦燥に駆られていると、左手の甲に温かいものが触れた。

　……美織さんの手のひらが、僕のそれの上へそっと重ねられている。

　目視でたしかめなくても、はっきり感触だけでわかった。

「ねぇ、裕介くん──」

　再び甘い声が、僕の名前を耳元で呼ぶ。

「今日は、私のワガママを聞いてくれて、本当にありがとう」

「……そ、そんな。別にワガママを聞いたつもりないですが」

「でも、無理言って来てもらっちゃったから。私の部屋まで」

「無理を言われたなんて、少しも思ってないですよ僕は……」

「……優しいね裕介くんは。私、君のそういうところが好き」

　美織さんの華きや奢しやな手が、ついに僕の手をきゅっと握ってきた。

「好き」の二文字が耳の奥で、ちいさく反響して聞こえている。

　僕も美織さんが好きです、と言おうとしたものの、声にすることはできなかった。

　頭の中がかーっとして、思考と挙措が上手うまく連動してくれない。完全にまずい。

「あの、それでね。折せつ角かくこうして、二人っきりになれたんだし──……」

　美織さんは殊更に柔和な物腰で誘い掛けてくる。

　──あっ、ああ……。何ですか、ふ、二人っきりで、どうするんですか……っ!?

　僕は、僅かに息を切らしつつ、背筋に震えが走るのを感じていた。

　ほんの一、二秒挟んでから、お姉さんは綺き麗れいなかたちの唇を開く。




「これから二人で、劇場版『ラブトゥインクル・ハーモニー』のＢＤブルーレイ見よっか？」




　…………。

　……僕は、即座に言葉の意味が理解できず、両目を何度か瞬かせた。

　たっぷり数秒余りの間を挟んでから、よくよく情報を整理してみる。

　とりあえず、『ラブトゥインクル・ハーモニー』というのは──

　先頃第二期が放映され、人気を博した美少女アニメシリーズだ（略称『ラブハニ』）。

　女子高生アイドルの努力と成長を外け連れん味みのない物語で描き、多くのファンの心を掴つかんでいる。

　基本的には男性向けアニメだが、「アイドルとして成功するため、懸命に頑張る女の子を応援したくなる」という女性視聴者（例：美織さんなど）からの支持も少なくない。

　そのアニメＢＤのパッケージを、美織さんはどこからか取り出してみせた。

　ジャケットイラストには、躍動感溢あふれるアニメ絵の女の子が描かれている。

「……こっ、これから二人で、劇場版『ラブハニ』のＢＤを鑑賞する、と……？」

「うん……。実はネット通販で予約してたんだけど、昨日宅配便で届いたんだよ」

　鸚おう鵡む返がえしに訊きき返すと、お姉さんはこくりと可愛かわいらしくうなずいた。

「でも私と一緒に『ラブハニ』見てくれそうな人って、裕介くんしか居ないから」

「は、はあ……。そう言えば、劇場版ＢＤの発売日って、たしかに昨日でしたね」

　このとき僕は、うっかり重大な事実を失念していたことに気付いた。

　──美織さんって、実はかなりオタクっぽい人なんだった……。

　いやまあ、僕だって美織さんほどじゃないにしろ、アニメやゲームは好きなんだけど。

　そもそも、二人がＷｅｂ上でやり取りするようになったのだって、サブカル的な趣味と無関係じゃない。

　同じ深夜アニメを視聴していて、話毎ごとのユルい感想を短文投稿サイトツイツターに書き込んでいるうち、自然と相互フォロワーになったんだよな。

　虚を衝つかれて戸惑っていると、美織さんが改めて反応を窺うかがうように問い掛けてきた。

「あ、あのっ。──それで、いいかな裕介くん？」

「……え？　えっと、いいのかとは何がでしょう」

「劇場版『ラブハニ』のＢＤ、一緒に見てくれるのかなって」

「あ、はい。僕も美織さんと見たいです、劇場版のやつ……」

　無下に断る気にもなれず、僕は素直に同意してみせた。

　が、すると美織さんは無駄に遠慮がちな素振りを取る。

「本当に？　もしかして、劇場版よりテレビシリーズの方がよかったんじゃ」

「いや劇場版で大丈夫ですから！　二人で見ましょう、劇場版『ラブハニ』！」

　何だか変な気の遣われ方をされそうになった。

　なので慌てて、賛成の意思を強調してみせる。

「そう？　じゃあ、ちょっと待っててね裕介くん」

　美織さんは、早速嬉うれしそうにアニメ視聴の準備に取り掛かった。

　リビングへ西日が射さし込むのを防ぐため、カーテンを閉める。液晶テレビとＢＤ再生機の電源を入れて、劇場版『ラブハニ』のディスクをセットした。




　……それから約二時間に亘わたる、僕と美織さんのアニメＢＤ鑑賞会がはじまった。

　薄暗い部屋の中で、若い男女が二人っきり。

　相手の息遣いや体温まで、互いが間近で感じられる距離に寄り添っている。

　本来であれば、この上もなく好ましい雰囲気になりそうな状況だけど……

「はぁ、はあああああぁぁ～!!　やっぱりみんな可愛いいぃ～!!」

　美織さん（二八歳）は、口元にだらしない笑みを浮かべて、身み悶もだえていた。

　画面に映る美少女キャラを見詰め、やや前傾気味の姿勢で食い付いている。

《──だって、本気で好きになっちゃったんだから、仕方がないじゃないですか！》

　液晶画面の中では、アイドルグループでリーダー格の女の子が叫んでいた。

　劇場版『ラブハニ』でも「ファンなら一度は感涙にむせぶ」と評判の名場面だ。

《舞台ステージで歌って踊ることが、私たちは好きなんです。……たとえ報いがなくても！》

「うあああああ圧倒的わかりみいぃ──!!　私も好きいいぃ～!!」

　美織さんは、涙を浮かべて、何やら画面に向かってうなずいている。

　登場キャラクターにメチャクチャ感情移入しちゃってるみたいだな……。

　ていうかお姉さん、短文投稿サイトでアニメ実況しているときと、ノリがまったく同じですね？

　その後、ついにアニメはクライマックスに到達し、めくるめくライブシーンへ雪崩なだれ込んだ。ＣＧ技術を駆使した美麗な映像と、メロディアスな主題歌の融合したステージが展開される。

「はあああ～ここで神曲流れるの反則だよおおぉ～!!　でも最高アンド最高～!!」

　美織さんは、嗚お咽えつ混じりに騒ぎつつ、頭上でサイリウムを振り回している。

　ていうか、いつの間に用意したんですかサイリウム。僕の分まで取り出して、最後の曲がはじまる前に手渡されちゃったし。仕方ないから隣で一緒に振ってますけど。

　高級マンションのお洒落しやれなリビングは、もはや『ラブハニ』の即席ライブ会場と化していた。若干お姉さんが盛り上がり過ぎていて、他の部屋の入居者さんのご迷惑なんじゃないかと心配になる。

　もっともアニメが終わるまで、幸いにしてどこからも苦情は来なかった。マンションの建築が防音性に優れているのか、思ったほど周囲には聞こえていないのかもしれない。

　しばらくすると液晶画面が暗転し、エンドロールが流れはじめた。

　僕は、タクシーの車内と同じ要領で、美織さんの横顔を盗み見る。

　可愛らしいお姉さんは、枯葉色の瞳に涙を溜ためつつ、文字が下から上へ流れる画面に、じっと眼まな差ざしを注ぎ続けていた。暗闇の中で、アニメの余韻に浸っているみたいだ。

　そんな有様を眺めていると、少しだけ気持ちが温かくなる。

　美織さんの喜んでいるところが見られて、僕も嬉しかった。

　……まさか、いきなり二人っきりでアニメを見るだなんて、この部屋にお邪魔した直後は予想してなかったから、ちょっと調子が狂っちゃったけど。




　　　　〇　　〇　　〇




　さて、二人でアニメを見終わると、時刻は午後五時頃だった。

　考えてみれば、けっこう早い時間帯から美織さんの部屋にお邪魔しているんだよな。

　今夜は泊まっていくんだから、夕食を外で済ませたあとでも良かったかもしれない……。

　なんて思ったんだけど、お姉さんの意向は異なるみたいだった。

　あえて僕を陽ひが沈む前に自宅へ連れてきて、手料理を振る舞う算段だったらしい。
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　この外泊には、たぶん「疑似的な同どう棲せい状態を体験させる」意図があるからだろう。

「じゃあ、そろそろ晩ご飯の準備に取り掛かろうかなっ」

　美織さんは、茶ちや目めっ気けたっぷりに片目を瞑つぶってみせた。

　キッチンに立つと、冷蔵庫の食材を確認して意気込む。

　ちなみにエプロン姿が、抱き締めたくなるほど可愛い。

「今夜はお姉さんが、美味おいしいご馳ち走そう作ってあげるね？」

　僕も何か手伝いましょうか──

　と思わず言い掛けたけど、寸前のところで口を噤つぐんだ。

　美織さんは、妙なやる気を全身に漲みなぎらせていたからだ。

　これはもしかして……お姉さんは、僕のために張り切ってくれているのでは？

　自惚うぬぼれが許されるのなら、充分にあり得そうなことだし、素直に嬉しかった。

　だとしたら、ここで余計な手出しをして、水を差すべきじゃないだろう。

　今日は大人しくご馳走になり、「美味しいです」と感謝さえすればいい。

　……ただそうすると、ちょっぴり困ってしまう点もある。

　美織さんが料理しているあいだ、僕は手持ち無沙汰になることだ。

　初めて訪ねた女性の部屋で、これはわりと厳しい状態だと思う。

　こんなときに物慣れた男性なら、いったいどうするんだろう。

　例えば、テレビを眺めつつ、お姉さんとダイニングカウンター越しに会話するとか？

　しかし僕如ごときの話術じゃ、いったいどこまで気の利いたやり取りを続けられるやら。

　ああ、重ね重ね、自分の恋愛経験値の低さが恨めしい──……。

　などと、一人で密ひそかに嘆いていたら。

　調理台に肉や野菜を並べながら、美織さんが話し掛けてきた。

「料理が完成するまで退屈だったら、裕介くんはゲームでもして待っててくれるかな？」

　思い掛けない選択肢を、にわかに提示された。

「スマホ以外でゲームが遊びたいなら、リビングのテレビの横に据置機もあるから」

　そう言えば、美織さんはけっこうゲーム好きでもあるんだよな。

　短文投稿サイトでは、頻繁にソーシャルゲームの画像をツイートしている。

　据置ゲーム機の新作ソフトなんかも、ちょくちょく購入報告していたっけ。

「ゲームソフトは、隣の部屋の棚に並べてあるし。好きなものを選んで遊ぶといいよー」

「……えっと。僕が勝手に他の部屋へ立ち入ったりしちゃって、かまわないんですか？」

　念のため、お姉さんの勧めに従う前に確認した。

　家探しするつもりなんてないけど、偶然意図せぬものが目に入ることはあり得る。

　その場合、結果的に美織さんに不快な思いをさせたりしないだろうか……。

　くどいようだが、初めて訪れた女性の住まいだし、僕は少し心配になった。

「あはは。別に気にしなくて大丈夫だよ、裕介くんはそんなこと……」

　だが、美織さんはキッチンで調理を続けながら、大らかに笑う。

「どうせ二人で暮らしはじめたら、それが当たり前になるんだろうし」

　いずれ同棲することは、すでに確定事項らしい。

　とはいえ、その観点から言えばもっともな指摘ではある。

　裏を返すと、美織さんには見られて困るような所持品はなく、だから同棲にも前向きになれるのかもしれない。

　まあ何にしろ、このままじゃ所在ないし、ゲームで遊ぶことにする。

　それにどうせだから、大画面で据置機のやつがプレイしたくなった。

　美織さんのお墨付きも得たので、隣の部屋を覗のぞかせてもらおう。

　ダイニングカウンターの前を横切って、リビングを奥へ移動する。

　観葉植物の傍そばにあるドアを通り、その先にある一室へ踏み込んだ。

　……と、思わず両目を見開いてしまう。

「──こっ、これは相当なものだな……」

　僕は、室内の真ん中まで進むと、周囲をぐるりと見回した。

　正方形に近い形状の部屋は、リビングほどじゃないものの、けっこう広い。

　ドアや窓がある箇所を除き、四方の壁際には概おおむね書棚や収納が設置されていて──

　そこには、夥おびただしい冊数の書籍（大半は漫画や画集）、及びＢＤやゲームソフトのパッケージが並んでいた。ていうかどれも大量過ぎて、もはや建物への影響が懸念される。

　ただし部屋の奥まった一隅は例外で、棚の代わりに作業机が設しつらえられていた。

　何やら天板上には、液晶モニタを斜めに傾けたような機材が載っている……。

　あれは、たぶん「液晶タブレット」とかいう、ＰＣの出入力一体型デバイスじゃなかろうか。タッチペンを使って、画面上に絵や文字を直接描き（書き）込むことができる、ってやつ。

　よく見ると、傍かたわらにタワー型ＰＣ筐きよう体たいなども置いてある。間違いないだろう。

「……ここは、美織さんの趣味の部屋か何かだろうか」

　僕は、独ひとり言ごちて、ちょっと考え込んだ。

　まったく何というサブカルチャールーム（？）か。驚嘆せざるを得ない光景だ。

　もちろん世間は広いから、同じような部屋が自宅にある人は沢山居るんだろうけど。

　でも、僕がじかに見たことのある場所に限ると、こんな居住空間は他に知らない。

　──おっと。それはさておき、ゲームソフトを取りに来たんだった。

　ゲームパッケージが並ぶ棚の前に立って、目ぼしいものがないか探す。

　色々な機種のタイトルが、様々なジャンルに亘って、ずらりと取り揃そろえられていた。

　主に最近人気のソフトが中心だが、これだけ色々並んでいると目移りしてしまうな。

　……よし、これにしておこう。

　世界的な人気を誇る、定番格闘ゲームのシリーズ最新作だ。

　パッケージを手に取ると、そそくさとリビングへ引き返す。

　キッチンでは、美織さんがフライパンで野菜を炒いためていた。

「裕介くんにも、何かちゃんと気に入ってもらえるゲームがあったかな？」

「はい。──これ、以前にゲームセンターでもプレイしたことがあるんで」

　笑顔でたずねられたので、格闘ゲームのパッケージを軽く掲げてみせる。

　美織さんは「そう、よかった」とつぶやき、緩やかな所作でうなずいた。

　そうして、調理中の食材に気を配りつつ、やり取りを続ける。

「ごちゃごちゃしていて、どこに何があるかわかりにくい部屋だったでしょう？」

「いえ、そんなことは……。何と言うか、多少圧倒されるものはありましたけど」

「圧倒されるって、部屋の中に漫画の本やＢＤが色々置いてあることが？」

「それとゲームも。あんなに沢山ある部屋は、一般家庭で初めて見ました」

「あはは。でも、あの程度じゃまだ、それほど大したことないと思うけど」

「あれで大したことないって……。どんな部屋に住んでる人と比べて言うんですか」

「うーん。そこはやっぱり、純粋に趣味で私財を投じて蒐しゆう集しゆうしているような人には、全然勝てないというか──」

　何気ない会話のつもりだったけど、僕は不意に奇妙な引っ掛かりを覚えた。

　二人が交わす言葉の根底には、前提となる認識のずれがあるみたいだった。

　果たして違和感の正しさは、すぐに美織さんの一言で証明される。

「ここの隣室は、仕事場と資料室も兼ねた中途半端な部屋だから」

　僕は、頭の中を整理する必要に迫られた。

　あの隣室は「仕事場と資料室も兼ねている」……。

　言い換えると、単なる趣味のものを集めただけの部屋じゃない、ってことだ。

　でもって美織さんの仕事にとっては、本やＢＤも資料に属すものなんだろう。

「……あそこって仕事場なんですか？」

「うん、そうだよ。あんな部屋だけど」

「美織さんの職業って、たしかデザイナーさん……でしたよね？」

「えっ？　──まあ、たしかに広義のデザイナーだとは思うけど」

　たしかめるように訊きくと、美織さんはきょとんとした面持ちで答えた。

「キャラクターデザイン関係の発注なら、仕事で頻繁に請けるし」

　僕は、自分が次に何を言うべきかで迷って、ちょっと言葉に詰まってしまった。

　その有様を見て、ようやくお姉さんもやり取りに微妙な齟そ齬ごを察知したらしい。

　うっかりしていた、とでも言いたげに苦笑いを浮かべる。

「……もしかして私の仕事のこと、まだ裕介くんにちゃんと話してなかったっけ？」

　美織さんは、いったん調理する手を止めて、キッチンを離れた。

　リビングのチェストへ歩み寄り、革製のケースを抽斗ひきだしから取り出す。

　手のひらに載るサイズ感で、それがすぐに名刺入れだとわかった。

　お姉さんは、ケースの内側から紙片を一枚引き抜き、僕に手渡す。

　そこに印刷されていた文字は──





【イラストレイター】


花はな江え美織




（ＰＮペンネーム．美み森もりはな江え）








　僕は、つい名刺を二度見した。

「美織さんのお仕事って、イラストレイターだったんですか」

「あのね、騙だましたりするつもりじゃなかったんだよ裕介くん」

　美織さんは、少しきまりが悪そうに言い訳する。

「普段は『イラストを描くのが仕事』だって、人前だと言い辛づらくて」

「なるほど……。それは何となくだけど、わかるような気がします」

　仮に自分もイラストレイターだったら、やはり安易に仕事を吹ふい聴ちようしないかもしれない。

　正直に話したせいで「どんなイラストを描くんですか？」なんて質問されたら、いちいち回答するのも面倒臭そうだもんな。

　世の中には、漫画と言えば週刊連載の少年漫画しか知らない人だって多い。

　ライトノベルの表紙や挿絵などに対しては、性的な表現が氾濫している、というような偏見を持った人も居るからなあ。

「だから、オフ会みたいな場所で自己紹介するときにも、職業は大抵デザイナーだって言うことにしてるの。一応、今言ったようにキャラデザの依頼だとか、それっぽい仕事を持ち掛けられる機会もけっこうあるし」

　僕は「なるほど」と繰り返しつつ、お姉さんにうなずいてみせる。

　それから、あとひとつ気になった点を、付け足すようにたずねた。

「日頃から短文投稿サイトで、僕とアニメやゲームの話題をやり取りしているアカウントは──やっぱり、プライベートで使用しているものなんですか？」

　短文投稿サイトの相互フォローしているアカウントでは、美織さんは「ｍｉｍｉｋｏミミコ」というユーザーネームを名乗っている。

　トップページのプロフィール欄にも、職業に関する言及は一切存在しない。

　お姉さんの仕事について、これまで僕が詳しく知らなかった要因のひとつだ──

　と言っても、Ｗｅｂ上で安易に個人情報を記載しないのは、ごく常識的なことだが。

「うん。いつも君と返信リプライを送り合っているのは、個人的なオタク活動専用アカウントっていうか……。別名の裏アカってやつだよね、こっそりアニメ実況したりするのに使ってるんだけど」

　美織さんは、しおらしく首肯する。

「裏アカ」っていうのは、「裏アカウント」の略称。表向きのＨＮハンドルネームで公開しているものとは別の、素性を隠して密かに使用しているアカウントのことだよな。

「ちゃんと正式な『美森はな江』名義のアカウントもあるんだけどね。あっちは仕事で付き合いのある人も見てるし、好きなことばかりツイートできる場所じゃないんだ」

　そ、そういうことだったのか……。

　僕は事情を知らないまま、美織さんがｍｉｍｉｋｏ名義で登録していたアカウントを、漠然と似た趣味のユーザーだからってフォローしていたんだな。

　ていうか、裏アカを通じて接点を持ったフォロワーで、「花江美織＝美森はな江」という真相を知る人間自体が多くあるまい。僕だけという可能性だってある。

　まあ何にしろ、またひとつ美織さんの素顔を知ることができたらしい。

　隣室に液晶タブレットが置いてあったのも、イラストレイターなら納得だ。……いや、絵を描くのが好きなら、アマチュアでもああいう機材を持ってる人は多いんだろうけど。

「──今まで隠すような真似まねしてて、本当にごめんね裕介くん」

　美織さんは、ちょっともじもじして、こちらの顔色を窺うかがうように謝ってきた。

「絵を描くことが仕事のお姉さんでも、同どう棲せいしてくれるかな？」

「どうして基準が常に同棲できるかどうかなんですか」

「えっ。やっぱり私じゃ同棲してもらえないんだ……」

「そうは言ってませんけど！　まずちゃんと恋人同士になってからでしょう！」

「あ、ごめん。そうだね、今夜はそのために泊まりに来てもらったんだもんね」

　いやいや両りよう想おもいだと確認した同じ日のうちに、いきなり相手の部屋で外泊するのも「ちゃんと恋人同士になる」過程として、たぶん一般的じゃないでしょう……。

　とは相変わらず思うものの、あまり僕も強くツッコミを入れられる立場ではない。

　何だかんだと誘いに乗ってしまって、今ここに居ることは事実だし。

「とにかく、美織さんがイラストレイターだからって、急に嫌いになったりしませんよ」

　僕は、咳せき払ばらいしてみせてから、気を取り直して言った。

「むしろ、素敵だと思います。絵を描くことが好きだから、仕事にしたんでしょう？」

「うん、それはもちろん。……あはは。裕介くんにそう言ってもらえると嬉うれしい……」

　美織さんは、柔和な微笑を浮かべ、夕食の用意を続けるためにキッチンへ戻っていく。

　ちょっぴり慌てたような姿には、どことなく安あん堵どや気恥ずかしさの感情が窺い知れた。

　うーん、それにしても美人な上に絵を描く才能まであるなんて。

　こんなに魅力的な女性と、本当に僕が恋人になってもいいんだろうか？

　おまけにいずれは同棲して、働かなくても扶養してくれるって言うし。

　正直、何もかも作り話みたいで、現実感が薄くなってきた……。




　　　　〇　　〇　　〇




　美織さんが調理を再開したので、そのあいだに僕はゲームをプレイさせてもらう。

　食事を準備してくれている傍そばで、自分だけ遊んでいると居心地悪さを感じるけど……

　本日のところは来客扱いということで、素直にもてなされておく。

　液晶テレビの横には金属製ラックがあって、据置機の本体が何種類か置いてあった。

　黒いゲームハードの接続をたしかめ、電源を入れて起動する。隣室から持ってきた格闘ゲームのソフトを、ディスク挿入口からセットして立ち上げた。

　キャラクターの選択画面では、無難に一番スタンダードなキャラクターを選ぶ。

　試合開始を告げる音声と共に、コンピューターが操る敵との対戦がはじまった。

　僕は、画面上のキャラを操作しつつ、今日の出来事をあれこれ思い返していた。

　まさしく、怒ど涛とうの展開だよな……。

　あまりにも濃密だし、初めての体験が多過ぎる。

　初めて女性から同棲を提案されたと思ったら、扶養してあげると言われて。

　初めて女性と両想いになれたと思ったら、いきなり相手の部屋へ招かれて。

　初めての恋人は年上のお姉さんで、初めて知り合ったイラストレイターで──

　このあとは初めて、血縁者以外が作ってくれた手料理を、ご馳ち走そうになると思う。

　さらにそのまま、僕は初めての恋人と、初めての一夜を共に過ごす予定だった。

　やばい。なんだこのあり得ないつながり方の連続攻撃コンボ。

　めくり飛び込み中キックからの大パンチキャンセル必殺技でもヌルいでしょこんなの。

　そもそも美織さんの年上と思えない可愛かわいさ、喰くらうと一撃で持っていかれる体力ゲージの量がハンパない！　ていうか、こんな攻撃なら誰だって実質ガード不可なのでは？

　……なんて考えつつゲームしていたら、七ステージ目でゲームオーバーになった。

　対空技を入力失敗した直後、敵キャラに畳み掛けられたせいだ。集中力を欠いている。

　キッチンから僕の心を掻かき乱す張本人の声が聞こえてきたのは、丁度そのときだった。

「──晩ご飯できたよ、裕介くん。冷めないうちに一緒に食べよ？」

　美織さんがエプロンを外し、ダイニングカウンターへ手招きしている。

　僕は、すぐにゲーム機の電源を切ると、誘われるまま室内を移動した。




　カウンターの席に腰掛けると、美織さんの手料理が目の前に並んでいた。

　粗あら挽びき肉のハンバーグ、かぼちゃのポタージュ、シーフードサラダ……。

　どれも見た目と香りだけで、酷ひどく食欲を刺激される。

「裕介くんはお酒飲むの、大丈夫だよね？」

　美織さんは、隣の席に座ると、赤ワインの注つがれたグラスを勧めてきた。

　ありがたく受け取り、二人でちいさく乾杯する。それほどアルコールに強いわけじゃないが、僕も人並み程度なら嗜たしなんでいるつもりだ。

「折せつ角かくワインと合わせるんだったら、もっとお洒落しやれな料理の方が良かったかなあ」

　美織さんは、ちょっと心配そうに僕の顔を覗のぞき込んで言った。

「私、味覚が子供っぽくて。あまりお酒に合うようなものが得意じゃないんだよね」

「……僕は凄すごく美味おいしいと思います、美織さんの手料理。どれも好みの味付けで」

　切り分けたハンバーグを口の中へ運びつつ、感想を伝える。

　決してお世辞じゃない。本当にお姉さんが作ってくれた料理は美味しかった。

　粗挽き肉のハンバーグは、割るとチーズがとろけ出して、デミグラスソースに混ざりながら幸せな味を紡ぎ出す。かぼちゃのポタージュは、まろやかな甘さが抜群にいい。

「あはは、そう？　だったら、とっても嬉しいな……」

　美織さんは、はにかむように微笑むと、ワインのグラスを傾けた。

　まだあまり飲んでいないはずだが、もう少し頬ほおが赤くなっている。

　僕より七歳年上なのに、そんな横顔がやっぱりとても可愛らしい。

　元々女子大生ぐらいにしか見えないお姉さんだけど、今はもっとあどけなく見えた。

　……それこそ、あたかも「初めて恋している女の子」みたいだ。純朴さすら感じる。

　美人で明朗で、立派な自宅に住んでいて、絵の才能があって、おまけに料理上手……。

　美織さんの魅力をいくつも目の当たりにして、すっかり胸の奥が苦しくなってきた。

「……あの、美織さん」

　僕は、衝動的につまらないことを問い質ただしてしまった。

「どうして、美織さんは僕なんかを好きになってくれたんですか」

「どうしてって……。当然、裕介くんが理想の男の子だからだよ」

　美織さんは、こちらを振り向き、僅かに枯葉色の瞳を見開く。

「逆に裕介くんはどうして、私に今更そんなことを訊きくのかな？」

「……それは美織さんのことを考えると、不思議だからというか」

　会話しながら、つくづく自分は青臭い愚かさに囚とらわれているな、と思う。

　でも美織さんは明らかに素敵な女性で、僕は何者でもないフリーターだ。

　おそらく世間一般の物差しで測れば、恋人として釣り合わないだろう。

　ただ、それを包み隠さず伝えるのは、いかにも卑屈だと咎とがめられかねない。

「美織さんなら、いくらでも魅力的な男性を恋人にできるはずなのに、と思って」

　なので、僕はお姉さんの反応を窺いつつ、いささか間接的な表現で続けた。

「美織さんは綺き麗れいで、優しくて……。立派なマンションに住んでる自立した女性で。こんなに素敵なお姉さんが、なぜ僕と両想いになってくれたのかわからないんです」

「……私のこと、裕介くんはそんなふうに見てくれてるんだ。とっても嬉しい」

　なぜか言葉とは裏腹に、美織さんはちょっと沈んだ表情を覗のぞかせた。

　透き通るような枯葉色の瞳が、どことなく物寂しそうに翳かげっている。

　お姉さんは、不意におどけた口調になると、自嘲的に言った。

「でも私、二八歳のアラサーだよ。君から見れば、とっくにオバサンじゃないかな」

　思わず虚を衝つかれ、いささか戸惑ってしまった。

　僕は、自分の半端な生き方に劣等感を覚えていて、美織さんとの交際を悩んでいる。

　だがそのせいで、美織さんにも引け目を感じている部分があることについて、ほとんど考えていなかった。むしろ、魅力的な部分ばかりに目を奪われていたぐらいだ。

「僕は年齢なんて、単に今まで何年生きてきたかの目安でしかない、と思っています」

　僕は、咄とつ嗟さに少しむきになって、ありのままの気持ちを告げる。

「美織さんが今、素敵なお姉さんであることが僕のすべてです……」

　また急に体温が上昇してきた。美織さんの顔を、真まっ直すぐ見られない。

　つい勢いに任せて、とんでもなく恥ずかしいことを口走ってしまった。

　ひょっとして僕って今、美織さんが好き過ぎて暑苦しい男みたいになってないか？

　いやたしかに美織さんのことは好きだけど！　本気で素敵だと思ってるんだけど！

　羞恥心を誤ご魔ま化かすため、僕はシーフードサラダを口の中に詰め込んだ。

　美織さんは、それをカウンターの隣で、やや伏し目がちに眺めている。

　それから逡しゆん巡じゆんするような間を挟んで、再度かたちのいい口唇を開いた。

「……ねぇ裕介くん。少し恥ずかしいけど、この際だし君に打ち明けたいことがあるの」

　秘密めいた調子で、唐突に囁ささやき掛けられた。

　僕は、サラダを掻き込む手を止め、傍かたわらを振り向く。

　物憂げなお姉さんの面差しが、ほんの間近にあった。

　──美織さんの、恥ずかしいことだって……？

　この素敵で可愛いお姉さんにも、恥ずかしいことなんてあるのか。

　まさか、僕がたった今発した言葉より恥ずかしい秘密があるのか。

　ていうか、ここまでの人生自体が恥ずかしさの塊である僕に対してすら、恥ずかしいと感じるようなことがあるのか──

　と、色々憶測を巡らせて、勝手に身構えていたら。

　美織さんは、あまりにも予想外の事実を披ひ瀝れきした。




「実は私、これまで一度も男の人とお付き合いしたことがないんだ」




　……今日は何度、美織さんに唖あ然ぜんとさせられただろう。

　しかし意外さという点についてなら、この告白に優まさる驚きはない気がした。

　こんなに可愛いお姉さんが二八年間も、男女交際の経験皆無ゼロだって……？

「さ、さすがにそれは嘘うそでしょう。いきなり悪い冗談は止よしてください」

「嘘でも冗談でもないよ。本当に私、誰ともお付き合いしたことないの」

「で、でも美織さんみたいに素敵な人なら、今までも絶対異性にモテただろうし──」

「モテるとかモテないとか以前でね……。私って、恋愛にまるで縁がなかったんだよ」

　僕は、美織さんの言い分を、まだ即座には信じられなかった。

　ある意味じゃ相当に不可解で、ささやかな謎にさえ感じられる。

　美織さんは、グラスに残った赤い液体を、喉の奥へ流し込んだ。

　微量の陰鬱さを含む声音で、独白めいた言葉を紡ぎはじめる。

「子供の頃から絵を描くのが大好きで、イラストレイターになってみたけれど。この歳としになって振り返ると、絵を描く以外のことは全部犠牲にしてきちゃった気がする」

　僕は、いったん隣の席で口を閉ざし、じっと耳を傾けることしかできない。

　お姉さんは、手酌で二杯目のワインを注ぎながら、ぼそぼそと話し続けた。

「小学生、中学生、高校生、大学生──いつの時代も、来る日も来る日も絵を描いて、アニメを見たり漫画を読んだりゲームで遊んだり、そんな毎日ばかり過ごしてきた。最初のうちは学校の漫画研究会でラクガキを描き散らしているだけだったけど、そのうちＷｅｂ上にイラストを公開しはじめて、同人誌即売会とかにも参加するようになったんだよね。他にも動画共有サイトに投稿する自主制作アニメで、キャラクターデザインしたり、原画や動画を描いたり……」

　そこでひと呼吸置くようにして、また美織さんはぐいっとワイングラスを呷あおる。

「大学卒業後はゲーム会社にデザイナーとして就職したけど、仕事漬けで休みの日なんか一年に二、三日あるかないか、むしろ男女問わず会社に泊まり込みで働くのが当たり前のブラック労働だよ。まあ、ゲームを作ってる現場なんか、どこも同じようなものなのかもしれないけど。開発チーム内での人間関係だって、何かしら嫌気が差すことばかり。……で、とうとう二年ぐらい前に耐え切れずに退職して、フリーランスのイラストレイターになったんだ」

　お姉さんの経歴を仔し細さいに知らされ、ますます呆あつ気けに取られるしかなかった。

　大学中退したフリーターの僕には、どこを取っても輪郭だけしか理解できそうにない、どこか遠い世界の話みたいに感じられた。こんな人が本当に実在するのかという、憧憬と畏敬の相半ばした気持ちに囚われてしまう。

　でも、美織さんはしょんぼりして、酷く情けなさそうだった。

「今じゃ仕事の打ち合わせも、大半ネットのやり取りで済ませちゃってるの。もう自発的に外出しない限り、引き篭こもり同然の生活だよ。学生時代も社会人になって以後も、好きなことばかりに打ち込んで、人付き合いなんてして来なかった挙句にこれ……。おかげで当然、恋愛もろくろくしないまま、気付いたらいまやアラサー！　──あはは、何だっけ私みたいなのって。干物女ってやつかな？　じゃなきゃ、限界オタク……？」

　ひと頻しきりしゃべり終えてから、お姉さんは「はあ……」と深く嘆息した。

　二杯目のワインも残りを一気に飲み干すと、おもむろにこちらを振り向く。

　両目の端にじんわり涙を溜ためて、華きや奢しやな肩をぷるぷる震わせていた。

　頬は殊更に赤く染まっていて、ほんのり熱っぽく見える。

　……ひょっとすると美織さん、もう酔っ払っているのか？

　自らワインを用意したくせして、あまり強くないらしい。

「──ねぇ裕介くん」

　美織さんは、赤面涙目のまま、めそめそと語り掛けてきた。

「高校時代の友達から、年賀状に子供の写真が貼られて送られてきたことってある？」

「えっ……。ま、まだそういうのは見たことがないですけど」

「じゃあ久々に実家へ帰ったら、年下の親戚が既婚者や子持ちになっていたことは？」

「ぼ、僕、地元を離れてからは一度も帰省してないんで……」

　やや当惑しつつ返事すると、美織さんは「あはは、そっか……」と弱々しくうなずく。

　でもって、グラスへワインを三み度たび注いだ。やばい。お姉さんの全身からは今、強い負の想念が漆黒の波動と化して、うっすら立ち昇っているように見える。

「……今どきね、必ず結婚しなきゃいけないなんて、私も古い価値観だとは思うんだ」

　美織さんは、ちょっと洟はなを啜すする仕草を交えて言った。

「でも、恋愛もある程度経験した上で未婚を貫くのと、最初から結婚はおろか恋人ができるような見込みもないのとじゃ、全然意味が違うと思わない？　──ていうか私、はっきり言って好きな男の子と恋愛したいし、ずっと毎日一緒に居てイチャイチャしたいよ」

「は、はあ。毎日イチャイチャ、ですか……」

　何となく雰囲気に気け圧おされ、僕は適当に相あい槌づちを打つことしかできない。

「もっと言うと、年下の男の子と同どう棲せいしたい」

　ワイングラスの縁に口を付けながら、美織さんは妙に平へい坦たんな口調でつぶやく。

　枯葉色の瞳には、何か得体の知れない陰影が宿り、僅かに濁っていた。怖い。

「私のことだけを好きになってくれる、真面目で純粋そうな男の子とお付き合いしたい。むしろ中高生でさえ恋人同士になってデートしたりキスしたり、それ以上のことしたりするカップルは居るわけだよね。私より年下で、結婚して妊娠して出産している女性も多いことを踏まえたら、やっぱりアラサー的にはラブラブしてイチャイチャして甘やかしたり甘えたりしてアレしてコレする程度の必要はあるし、そう考えると同棲ぐらいはしないと何もはじまらない……そう、まずは自宅へ恋人を連れ込んで、同棲の合意を取り付けることなんだよ。何としてでも同棲しなきゃ二八歳だもんアラサーの私──……」

　お姉さんは、徐々に消え入りそうになる声で、ぶつぶつと唸うなり続けている。

　それを辛うじて途中まで聴き取ると、僕は密ひそかに戦慄めいたものを覚えた。

　こりゃあ、あり得ないレベルでこじらせ過ぎなのでは……？

「今の話を聞いても、まだ私のことを『素敵なお姉さん』だと思ってくれる？」

　美織さんは、三杯目のワインも飲み干すと、少し間を置いてから問い掛けてきた。

　ちょっと不ふ貞て腐くされたような口調で、素振りに子供が愚ぐ図ずるような雰囲気を感じる。

「あ、改めて言うけど、私……今まで男の人とお付き合いしたことなくて。だから二八歳なのに恋愛経験ないし──とっ、当然その延長で済ませておくべき経験もないんだけど」

「恋愛経験の有無で、僕は美織さんのことを素敵だと思ったわけじゃありませんよ」

「ほ、本当に？　『二八歳にもなって処女だなんて、何か人間的に問題があるせいで他の男から避けられ続けてきたんじゃないか』って、私の性格を疑ったりしてない？」

　嘘偽りなく答えたつもりだが、さらに食い下がられた。

　この可愛いお姉さん、色々とよくわからない思い込みに囚とらわれているようだ。

　無駄に女性の処女性をありがたがるような男性の話なら、たまに聞くけれど……。

　言われてみれば、逆に恋愛経験が皆無だとわかって「何かおかしい」と感じる場合はあり得るかもしれない。それが魅力的で、一定以上の年齢にある女性なら尚なお更さらだ。

　でも僕は、美織さんの自宅を見せてもらったし、趣味や仕事のことについても詳しく聞いたから、現状に至った要因は大まかに理解している。

　また、仮に伝えられた話が鵜う呑のみにできないにしろ、やはりお姉さんを笑えない。

　だって、まだ二一歳とはいえ、僕も恋愛経験の乏しさは似たようなものだからだ。

「あのですね、美織さん」

　僕は、チーズハンバーグを残さず平らげてから言った。

「僕だって、今まで女性とお付き合いしたことはないです」

　……直後の三秒間、まるで世界すべてが止まったような静寂に包まれる。

　やがて空になったワイングラスを、美織さんはカウンターの上へ置いた。

　それが合図だったかの如ごとく、再び周囲の時間が動き出す。

「……中高生の頃も大学時代も、そのあとも──これまで、本当に誰ともお付き合いしたことがないの？」

「ありません、まったく。ずっと暗い一〇代でしたし、大学中退後もフリーターですし」

　お姉さんから念押しするように問い質ただされ、僕は取り繕う気もなく首肯した。

「美織さん以外の女性に好かれたことがないです」

「そっ、それじゃ他の女性とえっちなことも──」

「まだ一度もしたことがありません。童貞ですよ」

　重ねて答えながら、僕もワイングラスを傾ける。

　過去に性交経験がないことを明かすのは、さすがにちょっと気恥ずかしい。

　いかにも世慣れず、魅力に欠けた男だと、自ら公言している気分になる。

　だが、童貞だと告げた途端、なぜか美織さんの表情は急に柔和さを取り戻した。

　それどころか、枯葉色の瞳に不思議な光彩が混ざって、きらきら輝きはじめる。

「ずっとこれまで、見る目のない女の子としか、知り合う機会がなかったんだね」

「慰めなくてもかまいませんよ。自分に甲か斐い性しようがないことぐらい、わかってます」

「慰めなんかじゃないよ。裕介くんの素敵なところ、私はちゃんと知ってるもん」

　僕の自虐を退けて、お姉さんは請け合うように言った。

　ほんの直前まで沈みがちだった声音は、いまや平時の明朗さを帯びている。

　互いの傷を舐なめ合うような会話のはずだが、嘘みたいに陰鬱さがなかった。

　この変わり身の早さも、アルコールを摂取した影響なのかもしれない。

「裕介くんは、とっても気持ちが優しくて、いつだって純粋で──」

　美織さんは、喜びと愛いとしさを噛かみ締しめるようにつぶやく。

「私みたいな売れ残りのアラサー女にも、ちゃんと向き合ってくれる男の子だよ」

　双方共に恋愛弱者である事実が、お姉さんを力付けたのだろうか。

　とはいえ、これで美織さんの引け目を感じる要素が霧散した一方、改めて僕が取るに足りない人間だと明らかになったはずだ。

「……えっと。その、僕が……僕なんかが、美織さんのことを──」

　だから結局、僕は一度遠回しに投げ掛けた問いを、意気地なく訊きき直してしまった。
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「本気で、好きになったりしていいんでしょうか。大学中退のフリーターなのに」

「男性に経済力なんて求めてないよ私。お金は絵を描けば、自分で稼げるんだし」

「でも、宙ぶらりんな僕と違って、美織さんは本当に素敵だから……」

「逆に裕介くんはどうして、そんなに私を肯定ばかりしてくれるの？」

　自己批判を並べていると、あべこべに美織さんから訊き返された。

　僕は、唐突な反撃を受けて、咄とつ嗟さに応戦する術すべを見み出いだせなかった。

「私って、たぶん君以外の人から見れば、かなり悪い年とし増ま女だよ。──だって、経緯はどうあれ七歳も年下の男の子を、自分のものにしようとしてるんだもん。二一歳って大人だけどね、まだ何かをはじめたいと思って努力すれば、何かできる可能性がある年齢だと思う。……君は、その若さをアラサーの私に売り渡しちゃって、本当にいいのかな」

　美織さんの窘たしなめるような言葉が、かえって僕には誘惑にしか思えなかった。

　なぜなら、それは「恋人同士になれば、どちらも相応の対価を捧ささげねばならない」という事実を意味している。まるで取り引きの公正さを、裏書きされたようなものだった。

　僕は、お姉さんの狡こう猾かつさを恨めしく感じ、詰なじりたくなった。

　しかし喉まで出掛かった台詞せりふを、寸前で飲み込んでしまう。

　そのとき、突然リビングに〈──ピピッ♪〉という、電子音が鳴り響いたせいだ。

「……お風呂の準備が済んだみたいだね」

　美織さんは、おもむろにカウンター脇の壁面を眼まな差ざしで示す。

　視線の先を追うと、端末らしきものが設置してあった。

「夕食を作っていたとき、給湯器のスイッチも入れておいたから」

　今のアラームは、浴槽の湯張りが終了した合図だよ──と、お姉さんは付け加える。

　あらかじめ浴室の掃除も、今日の外出前に終わらせてあったとか。用意万端ですね。

　僕は、今日の夜がまだ長いことを、ようやく実感しはじめていた。




　　　　〇　　〇　　〇




　さて、何はともあれ夕食後になると──

　美織さんは当然の如く、僕にお風呂へ入るように勧めてきた。

　先に入浴することをうながされて、いささか戸惑ってしまう。

　時計の針は午後九時を回り、窓の外にも夜闇で染まった街並みが広がっている。

　こんな時間帯に女性の部屋で入浴する意味は、僕だって意識せざるを得ない。

　ただ、それを差し引いても日中は外出したから、汗や埃ほこりを洗い落とすべきだろう。

　──いやしかし、女性より先にお湯を頂くのは、いかがなものか……？

　なんてことも考えたが、まだ自分は美織さんと同棲しているわけじゃない。

　あくまで今夜のところは、来客として部屋に招かれている立場なんだよな。

　ちなみにお姉さん自身は「夕飯の食器を片付けたあとに入るから」という。

　それで、少し逡しゆん巡じゆんしたものの、僕は素直に入浴させてもらうことにした。

　脱衣所では、できるだけ生地に皺しわが付かないように衣服を脱いで、丁寧に畳む。

　何しろ突然外泊する事態になったせいで、湯上りに着るものが他にないからな。

　無造作に脱衣籠へ放り込めないぶん、手間が掛かって煩わしいけど仕方がない。

　僕は、すっかり裸になると、硝子がらす製のドアを通って浴室へ入った。

　小こ綺ぎ麗れいな室内は、浴槽と洗い場の占める割合が概おおむね半々ぐらいだった。

　単身者の住居に設置された風呂場としては、比較的広い印象があるな。

　まずは水栓を捻ひねり、ざっとシャワーで肌を濡ぬらす。

　次いで、シャンプーとリンスを拝借し、しっかり頭髪を洗った。

　それからボディソープを使用しつつ、隈くまなく全身を擦こすっていく。

　泡と一緒に汗や汚れを流すと、湯船にゆっくり肩まで浸つかった。

　手足が温水で弛し緩かんし、自然と口から呼気が漏れる。

　──美織さんの部屋を訪ねてから、初めて緊張が解けたかもしれない。

　何だかんだと、やっぱり気疲れしていたんだなあと思う。

　もっとも、このあと明日の朝日が昇るまでに何が起こるかを想像すると、落ち着いてばかりも居られないけど。むしろ本格的に精神力を試されるのは、これからかも……。

　と、浴槽の中でくつろいでいたら。

　にわかに浴室の外から、何やら物音が聞こえてきた。

　僕は、はっとして顔を上げ、出入り口のドアに眼差しを向ける。

　磨すり硝子越しに脱衣所の様子を窺うかがうと、人影が見て取れた。

　ぼんやり浮かび上がる姿は、栗くり色いろで長い髪の女性のそれ──

　そこに居るのは、明らかに美織さんだった。

　何かただならぬことが起こるのでは……と、僕は本能的に予感した。

　果たして見立ての正しさは、ほぼ間を置かずに証明されてしまう。

　磨り硝子越しに見える人影が、予告なしに着衣を脱ぎはじめたからだ。

　僕は、視界に映るものが現実離れして感じられ、思わず目を剥むいた。

　──お姉さんは、いったい何をしているのか？

　いや、そんなことはおそらく疑うまでもない。

　浴室と隣接した脱衣所で、服を脱いだあとの行動と言えば、普通は入浴だろう。

　ただし、今この場面で普通じゃないのは、すでに僕が浴室の内部に居ることだ。

　すなわち、このままだと男女二人の混浴になってしまう。

　どう考えてもまずい、どうすればいいのか。

　ていうか、美織さんは何を考えているんだ。

　突如、謎の状況に置かれ、僕は当惑するばかりだった。

　浴室の出入り口は、脱衣所に通じるドアだけしかない。

　でもお姉さんは、まさにそこからこちら側へ立ち入ろうとしているはずだ。

　ゆえに逃走経路は塞がれており、もはや僕は実質的に追い詰められている。

　──こっ、これじゃ、浴室から逃げ出す手段はない……!?

　なぜ僕に対して、美織さんが先に入浴するようにうながしたのか、今頃気が付いた。

　きっと風呂場から逃げられない状態にして、否いやが応おうでも混浴するつもりだったんだ。

　……為なす術すべなく湯に浸かっていると、やがて浴室で唯一のドアが開く。

「あっ、あの。裕介くん──」

　美織さんは、こちらの反応を窺うような挙措で、おずおずと風呂場に姿を現した。

　白い素肌の上から、大きなバスタオルを巻き付けただけの恰かつ好こうだ。下着を着用している気配もなく、身体からだを覆うものを一枚取り去れば、きっと全裸だろう。豊かな胸部やくびれた腰が綺き麗れいな曲線を描き、すらりと伸びる手足は驚くほどか細い。露出した肩や太ももが艶なまめかしかった。

「え、えっと。私も君と、一緒にお風呂に入って……いいかな？」

「いいかな、って……も、もう入っちゃってるじゃありませんか」

　事後承諾を求められたものの、僕は消極的に批難することしかできない。

　もう袋の鼠ねずみも同然だし、浴槽の中で金縛りに遭ったように身体が動かなかった。

　極度の異常事態に動揺したせいか、お姉さんの魅力に心が囚われてしまったせいか……。

　おそらく、その両方が同時に作用したのだろう。

「ていうか、さっき夕食で使った食器を洗っていたんじゃなかったんですか」

「しつこい汚れがないかたしかめて、もう食洗器に全部セットしてきたから」

　今更のように問い質すと、美織さんはもじもじしながら答えた。

「──だから、私もお風呂に一緒に入ろうと思って」

「な、なんで僕が上がるまで待たなかったんです？」

「本格的に同どう棲せいしはじめたら、こういうことだって頻繁にあるよきっと」

「まさか実地に試すつもりで、予告もなく混浴しようとしたわけですか」

「わっ、私は君と一緒に入浴したりしない、なんて言ってないもん……」

　ほとんど、駄だ々だを捏こねる子供みたいな言い逃れである。

　だが、そんなお姉さんの横暴を、僕はなぜか酷ひどく可愛かわいらしいと感じた。

　そのせいで少し口くち篭ごもり、いよいよどうしていいやら混乱してしまう。

　湯船の中で僅かに背を丸め、ただ成り行きにうろたえるばかりだ。

　すると、美織さんはこちらの反応を窺うように続けた。

「裕介くんは、いきなり混コン浴ヨクしようとしてくるようなお姉さんは嫌い？」

「いえ、その……嫌いってことはありませんけど。僕だって男ですから」

「裕介くんは、いきなり婚コン約ヤクしようとしてくるようなお姉さんは嫌い？」

「って、どうして急に婚約するって話が出てくるの!?　重いですよ！」

「裕介くんは、いきなり拘コウ束ソクしようとしてくるようなお姉さんは嫌い？」

「逃げられないようにする気ですか!?　事件性が出てきましたけど！」

「本格的に同棲しはじめたら、こういうことだって頻繁にあるよきっと」

「本格的に同棲しはじめたら、頻繁に拘束するつもりですか!?」

「ひとつ前の話だから安心して。頻繁に婚約を申し込むだけだよ」

「それも充分厳しいと思いますけど!?　心理的圧力の面で!!」
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　はにかみながらお姉さんは囁ささやいたものの、まるで心穏やかに聞けない話だった。

　本格的な同棲が開始してしまったら、その先に何が待ち受けているのだろうか。

　ほんの僅かながら、将来の雲行きに怪しさを感じてしまう。

「……ねぇ裕介くん。実は私、お願いがあるんだ」

　ほどなく、美織さんが浴槽側へ一歩進み出て言った。

　綺麗な声音は掠かすれ、華きや奢しやな肩もかすかに震えている。




「わっ、私の身体──裕介くんに見て欲しい……」




　僕は、あっと短く叫んでから、美織さんを咄嗟に制止しようとした──

　たおやかな手がバスタオルを、自分で裸身の上から剥はぎ取ろうとしていたからだ。

　こんなに至近距離で、そんなことをされてしまったら、確実に大変な事態になる。

「そっ、それは駄目ですよ美織さんッ！」

「君のことが好きなんだ、本当に私……」

　美織さんは、半ば熱に浮かされたようにつぶやいた。

　さっき飲んだ酒の酔いが回っているとしか思えない。

「もう二人は大人だって、何度も言ったでしょう？　──だから私のことを好きになってくれるなら、裕介くんには全部を受け止めて欲しい。私の全部、愛して欲しいから……」

　言葉が途切れるよりも早く、はらりとバスタオルが取り除かれる。

　ついに覆い隠すものを失って、美織さんの一糸纏まとわぬ裸身が目の前に晒さらされた。

　──ああ、直視しちゃ駄目だ！

　とは思いながらも、目を奪われずに居られない。

　美織さんの裸身には、僕の心を虜りよ囚しゆうと化すのに充分過ぎる魅力が溢あふれていた。

　豊満だが形の整った胸の双丘は、薄紅色の頂点がつんと上向いて主張している。

　白くて滑らかな腹部は、腰部や臀でん部ぶに掛けてなだらかな傾斜の坂を成していた。

　両足の付け根に挟まれた箇所には、そっと控え目な茂みが息づいている……。

　僕は、そのすべてを余すところなく目の当たりにし、五秒以上忘我していた。

「あの、裕介くん。どうかな、わっ私の身体──」

　少し間を挟んで、言葉を先に絞り出したのは美織さんだった。

「君の目で見て、どこか変なところとかはない？」

「……と、とても素敵だと思います。本当に……」

　ようやく我に返ると、僕は慌てて思ったままのことを言った。

「上手うまいことは言えませんけど……。どうしていいかわからなくなるぐらい綺麗です」

「……そっか。それなら、よかったかな。──うん、それに嬉うれしい。ありがとう……」

　美織さんは、自分自身を納得させるような仕草でうなずく。

　僕に小声で礼を言うと、そのままシャワーの側へ歩み寄った。

　手元の水栓を捻り、頭上から降る温水で裸身を濡らす。

　僕は、浴槽の中でうつむき、湯船の液面をじっと見詰めた。

　傍かたわらに洗い場の水音を聞きながら、黙って沈思してしまう。

　急転する状況に振り回され、気持ちの整理が追い付かない。

　今夜一晩、お姉さんと一緒に過ごすと決まったときから、色々な可能性を想像した。

　だから少なくとも、二人が年齢相応の関係に及ぶ場合も考えなかったわけじゃない。

　でも、いざ混浴する事態になってみると、心の準備は全然できていなかったようだ。

　それどころか美織さんの裸を見ただけで、茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていに陥ってしまうとは……。

　少し気を緩めると、すぐまた綺麗な裸身が脳裏に浮かんだ。

　それほど鮮烈な映像として、瞼まぶたの裏に強く焼き付いていた。

　自分の身体が芯から疼うずいて、頭の中がおかしくなりそうだった。

　熱く沸き立った血液が、勢いよく下腹部へ流れ込んでいる。

　……しばらくして、シャワーの水音が洗い場から聞こえなくなった。

「ねぇ、裕介くん──」

　名前を呼ばれて振り向くと、美織さんが浴槽の間近に立っていた。

　僕が一人で懊おう悩のうしているうちに、髪や身体を洗い終えたみたいだ。

　露あらわな素肌で再び視覚を刺激され、心臓が殊更に早鐘を打つ。

「ちょっぴり窮屈かもしれないけど……私も、湯船に浸からせてもらうね？」

「あっ、ああ。そ、それはその──ま、待ってください美織さんッ……!!」

　僕は、半ば縋すがるような声を発して、お姉さんを懸命に制止しようとした。

　そうして、もし可能なら入れ替わりに湯から上がって、浴室を出ていたと思う。

　でも実際には、湯船の中で座ったまま、その場に留とどまることを選んでしまった。

　なぜなら、下半身が平時と異なる容態にあって、見られたくなかったせいだ。

　美織さんは、こちらの事情なんかおかまいなしで、浴槽の中に入ってきた。

　屈かがむように湯へ裸身を沈め、すぐ隣に並んで座る。互いの肩が少し触れた。

「……み、美織さんは、どうして──」

　今更だが、僕は根本的な疑問について、改めて訊きかずに居られなくなった。

「どうして、いきなり僕に今夜外泊していけって、言ったりなんかしたんですか」

「どうしてって……もうお互い大人だから、って理由じゃ納得できなかったかな」

「たっ、たとえ大人だって──恋人同士になろうかって状況になった矢先、突然二人でお風呂に入るのは、微妙におかしいんじゃないかと思います……」

　要するに結局、ずっと引っ掛かっているのは過程プロセスや段階ステツプの問題なのだ。

　しかも美織さんは、これまで一切異性と交際した過去がない、という。

　そんなお姉さんが僕なんかと、性急に男女関係へ雪崩なだれ込もうとするのはなぜか。

　お互いネットで知り合ってから一年以上、現実で顔を合わせてからは三ヶ月前後経過した相手とはいえ、この状況に不可解さを感じてしまう。

　普通だったら……そう、普通は初めての恋愛なら、もっと慎重に互いの仲を深めようとするんじゃなかろうか？　僕も女性と付き合ったことがないから、よくわからないけど。

　どうしても何かしら、騙だまされているような気分を拭い去れない。

　やがて、美織さんは少しためらいがちな口調で、こちらの質問に応じた。

「……あのね。私が恋愛経験ないってことは、さっき話したよね」

　いったん、前提を確認するように語り掛けられ、僕はうなずいてみせる。

「だから実は、前々から今日みたいな日のために予習してたんだ」

「よ、予習って……どういうことですか？」

「それは私なりに色々だよ。例えばね──」

　仔し細さいを重ねてたずねると、美織さんは湯船の中でやや背を丸める。

「最初のうちはネットで色々検索して、恋愛関係の記事を読んでみたりとか。……具体的には、『好きな男の子と初めて二人で一夜を過ごすのなら、交際しはじめてからいつ頃の時期がいいか』とか、そういう類のテキストを調べて、勉強したんだよね」

　あっ、ああーっ……。

　なるほどよくありますね、恋愛コラムばっか集めた女性向け情報サイトとか。

　個人的にそれ自体を閲覧したことはあまりないけど、有名ネットサービス企業が運営しているニュースページで、その種の記事が紹介されているのはよく見掛ける。

　あとは恋愛体験談をまとめたブログとか、ユーザー投稿型質問サイトの恋愛ページなんかも、この場合は当て嵌はまるのかな。

「でも、そういう記事って調べて読めば読むほど、何が正解かわからなくなっちゃって」

　美織さんは、溜ため息混じりに言った。

「ＳＮＳの恋愛相談ページを覗のぞいてみたら、初デートから初体験までの期間は『約二、三ヶ月』って人も居れば、『半年以上掛かった』って人も居て。そうかと思えば、『早いか遅いかなんて人それぞれで、一概に期間は決まっていない』って意見もあったし、『合コンで知り合った相手とその日の夜にいきなりホテルへ行ったけど、その後はちゃんと結婚して今は幸せな夫婦です』ってコメントも書き込まれてたんだよね……」

　お姉さんの話を聞きながら、それはそういうものだろう、と僕は思った。

　恋愛なんて掴つかみどころがないもの、人それぞれで何が普通かはわからない──

　そう言い掛けたものの、寸前で思い止とどまり、にわかに自己嫌悪の念に駆られる。

「人それぞれ」のはずだと考えつつ、一方では自分が「普通は初めての恋愛なら」かくあるべきという基準を、いましがた内心規定しようとしていたことに思い至ったからだ。

　恋愛経験値の不足という点で言えば、僕だって美織さんとまるで変わらない。

　よくよく思案し直すと、所詮は先入観だけで物事を測っていたことがわかる。

　しかし美織さんは、そんなことに気付く素振りもなく、「予習」に関する話を続けた。

「だから、ネットの記事以外も参考にすべきだと思うようになって」

「……それで他には、どんなものを参考にすることにしたんですか」

　僕は、ひとまず居心地悪さを誤魔化そうとして、話題の先をうながす。

　すると、続く返答で知らされたのは、想像の斜め上を行く事実だった。




「ラブコメ系の深夜アニメと、男の子向けのえっちな美少女ゲームだよ」




　…………。

　……それはまた、何というか……。

　僕は、さすがに驚きよう愕がくを禁じ得ず、どういう反応を示すべきかで迷った。

　お姉さんのこじらせた思考と言動で、本当に困惑させられてばかりだ。

　まさか現実世界の恋愛にまで、二次元で描かれた虚構フイクシヨンを持ち込もうとするとは。

　たしかに日頃から、お姉さんがサブカル媒体に親しんでいるのは知ってますが！

　一方、美織さんは至って真剣な様子だった。

「もし恋愛が人それぞれで、何が正解か決まってるわけじゃないなら──アニメやゲームを参考にしても、それはそれでかまわないんじゃないか、って思ったんだ」

「……え、えっと──そっ、それはどうなんでしょう……？」

「アニメやゲームって、基本的にエンターテインメントだよね」

　またもや返事に詰まっていると、美織さんが持論を詳つまびらかに話す。

「エンタメってことは、娯楽作品──つまり、送り手が想定した受け手を楽しませたり、気持ち良くさせたりするために作られたものでしょう。だったら、男の子向けのアニメやゲームで描写される恋愛には、男の子を喜ばせる要素が必ず含まれるはずだと考えたの」

　美織さんは、湯の中で座ったまま、こちらを振り向いた。

　枯葉色の瞳を微妙に潤ませ、そこに僕の顔を映している。

　こんなに近い距離で、見詰め合ってしまった。

　今は入浴中で、当然お互い全裸だというのに。

「……私ね、好きな男の子を沢山喜ばせたい」

　とても透明な声音で、美織さんは静かにつぶやく。

　僕は、その有様を見て、心揺らがずには居られなかった。

　繰り返すけど、アニメやゲームの恋愛を現実で参考にするなんて、正直馬鹿げていると思う。それらは架空の物語だし、想定購買層の需要に応じて作られた商品だからだ。

　……でも、それゆえ消費者の願望が詰め込まれていることも、また事実だろう。

　美織さんの言い分によれば、逆に「だからこそアニメやゲームを参考にした」ということらしい！

「ただね、これだけは言っておくよ裕介くん」

　美織さんは、あくまでも真面目な面持ちで続けた。

「さっき夕食のときも言ったけど──私ってね、本当に悪い年増女なんだ。これまで恋愛してこなかったことを凄く焦ってるし、そんな自分をどうにかしたくて『気に入った年下の男の子を絶対に手に入れてやる』って、ずっと本気で考えてる。そのためなら、何でもしてみせるって」

「それで『同棲しよう』だなんて、いきなり持ち掛けてきたんですか」

「男の子って、女の子と同棲したいものなんでしょう。もちろん私としても、興味があるから提案したんだけど……。あと趣味を共有できると喜ばれるんだよね？」

「ひょっとして、劇場版『ラブハニ』を一緒に見たのも、そのせいだったんですか？」

「は、初めて男の子と夜を過ごす日なのに、正直言えばどうかとも思ったんだけど……」

　もちろん、初めて自室へ招き入れた異性と、二人で劇場版『ラブトゥインクル・ハーモニー』を見てはいけない、なんて決まり事はない。

　とはいえ何事においても、場に相応ふさわしい雰囲気というものはある。

　さすがに美織さんも本心じゃ、多少なりと疑念を抱いていたようだ。

　まあ、そのわりにめっちゃサイリウム振りながら落涙してたけどね。

　ていうか『ラブハニ』は僕以上に美織さんが好きなアニメだと思う。

「予習の成果なら、しっかり他にもあるんだよ」

　美織さんは、尚なおも付け足す。

「ラブコメ系の深夜アニメと同じ展開へ持ち込むには、手料理をご馳ち走そうするイベントが外せないことも学んだから。お泊りエピソードでの鉄板展開は、完璧に把握してあるもん」

「いやあれ、同棲状態の疑似体験が目的じゃなかったんですか。美味しかったですけど」

「エロゲも何本か、お姉さんキャラを攻略してみたし。えっちなことをするときには、ちゃんと相手の下半身を見詰めて『とても逞たくましいのね』って言わなきゃ駄目なんでしょう」

「それは偏った知識だと思いますよ!?　ていうか見詰めるつもりですか下半身を!?」

　僕は、美織さんとやり取りしているうち、少し頭がくらくらしてきた。

　こんな特殊な状況が風呂の中で続いてるんじゃ、それも仕方ないだろう。

　冷静さを維持し続けろと言われたって、容易なことじゃない。

　……美織さんがさらに驚くべき行動を取ったのは、まさにそのときだった。

「えっと、裕介くん。それから私ね──」

　にわかに控え目な水音が鳴って、湯船の表面に波が生まれた。

　お姉さんが腰を浮かせ、浴槽の中を移動しようとしたからだ。

「ふ、二人で一緒にお風呂へ入るときのことだって……どうすれば男の子が喜んでくれるのか、きちんと予習したおかげで知ってるから」

　いったい何をするつもりなのか──

　と、目を白黒させていたのも束つかの間ま。

　美織さんは、僕が座っている正面の位置で、こちらへ背中を向けて腰を下ろした。

　二人のあいだに横たわる距離は、三〇センチにも満たない。まさにすぐ目の前だ。

　僕は、湯の中で胡坐あぐらを掻かいていたけれど、少し仰のけ反ぞり、左右の足を崩してしまう。

　そのため、僕が伸ばした両足に挟まれる位置で、お姉さんが座っている状態になった。

「……ねぇ裕介くん」

　美織さんは、そっと囀さえずるような声音で言った。

「このまま私のこと、後ろから抱き締めて」

「そ、そんな、後ろから抱き締める、って」

　僕は、恐るべき誘惑によって語彙力を失い、ただ同じ言葉を繰り返す。

　正面には、白くて綺き麗れいなお姉さんの背中があった。

　栗くり色いろの長い髪は、水気でしっとりと濡ぬれ、タオルを巻いて高く結い上げられている。

　露あらわになったうなじからは、短い後れ毛が幾本か垂れており、酷ひどく艶なまめかしかった。

　美織さんの表情を窺うかがい知るのは、真後ろに座っているだけに難しい。

　だが、耳の辺りが真っ赤に染まっていることは、はっきり見て取れる。

「お願い裕介くん、早く──」

　美織さんは、さらに催促してきた。

「早く、抱き締めて欲しいの」

　僕は、思わず逡しゆん巡じゆんして、怯ひるまずに居られなかった。

　もちろん、美織さんから抱擁を求められて、嬉しくないはずがない。

　何より、ここは風呂場で、浴槽の中だ。二人は今、互いに全裸である。

　極めて扇情的で、かつまた魅力的な提案なのは、今更言うまでもない。

　──だけど、もし今の状態で抱き付いたら……美織さんに当たってしまう。

　もう二人で入浴しはじめてから、ずっと僕は動物的な欲望を必死に抑え続けていた。

　しかし、どれだけ理性を動員しても、身体からだの疼うずきを制御し切ることは不可能なのだ。

　熱を帯びた血液は、尚も下腹部に集まって、然しかるべき反応を示している。

　たとえ恋愛経験がなくたって、それぐらいは美織さんも気付いているはずだろう。

　にもかかわらず、こんな行為を要求するだなんて、どう考えても挑発に等しい。

　──ええい、もう細かいことなんて知るもんか！

　僕は、半ば捨て鉢になって、美織さんの背中へ手を伸ばした。

　白い裸体を背後から、腰部のくびれへ腕を回して抱き締める。

　湯の中で座った姿勢のまま、二人の肌が触れ合った。

　ぴったり寄り添うと、柔らかな感触が伝わってくる。

　そして、僕は反射的に「う、くっ……」と、呻うめいてしまった。

　下腹部の接触で生じた、甘美な感覚に息苦しくなったせいだ。

　一瞬、身体の真ん中を蕩とろけるような電流が走って、危うい欲求に襲われかけた。

　ひとまず堪こらえたものの、いつまで押し切られずに我慢できるかはわからない。

　と、美織さんが数秒挟んで、ちいさく呼気を吐き出す。

　それは羞恥と安あん堵どが入り混じった、奇妙な所作だった。

「──よ、良かった。本当に……」

「ど、どうしたんですか美織さん」

「だって、今まで不安だったから」

「不安？　いったい何のことです」

　どうにもお姉さんの心理を測りかねて、僕は咄とつ嗟さに問いを重ねてしまう。

　それによって得られた回答は、まるっきり考えもしなかった理由だった。

「……ひょっとしたら、私の裸じゃ興奮してくれないかも、って心配してたから」

　美織さんは、僅かに自嘲を含んだ声音でつぶやく。

「でも、君が抱き締めてくれて──それが杞き憂ゆうだったとわかって、安心したんだよ」

　……ほんの一、二秒間、僕は驚き、唖あ然ぜんとしてしまった。

　突飛だが、妙に切実さの篭こもった言葉を聞いた気がする。

「な、何言ってるんですか。美織さんは、こんなに綺麗なのに……」

「さっき、お互い『過去に恋愛した経験がない』って話をしたよね」

　美織さんは、こちらの言葉を優しく遮った。

　背を向けたまま、肩越しに心情を吐露する。

「あのとき裕介くんが、まだ女の子のことを知らないってわかって、その──自分でも失礼だなって思うけど、本当に嬉しかったんだ。だって、君に素肌を見せたとき、自分と他の誰かの身体を比較されなくても済むから」

　美織さんの素肌から、かすかな震えが伝わった気がした。

　浴槽の内側を満たす湯は、ちゃんと変わらず温かいのに。

「だ、だけど、もし私みたいなアラサーじゃ、裕介くんが結局興奮できなくて……『やっぱり年下の女の子の方がいい』って思われたら、どうしようかなって悩んでたんだよ」

　本物のこじらせお姉さんだ、と僕は思った。

　つまり、湯船の中で抱擁を望んだ背景には、ちゃんと相応の思惑があったわけだ。

　アニメやゲームの単なる真似まね事ごとがしたいだけで、こんな行為に及んだんじゃない。

　僕の下腹部は今、美織さんの腰部付近に接触し、男性特有の部位を昂たかぶらせている。

　この可愛かわいらしいお姉さんは、それを直接感じ取ることで──

　自分の女性としての魅力を、確認しようとしていたらしい！

　誤解がなければ、まったく取るに足らない事情だった。

　──だって美織さんは、真実可愛らしいんだから。

「美織さんより、素敵な女性なんか居ません」

　僕は、愛いとしさが募る余り、強い口調で断言した。

　もはや、心に歯止めが利かなくなりつつあった。

「僕にとっては、美織さんが誰より一番です」

「──そっか。あはは、お世辞でも嬉うれしいな」

「そんな返事は卑ひ怯きようですよ。僕は真剣なんだ」

　ちからなく笑う美織さんとやり取りしながら、苛いら々いらせずに居られない。

「美織さんじゃなきゃ、僕は駄目なんです」

　いっそう互いの裸身を密着させ、肌が接する面積を増やす。

　一段と性欲も刺激されるが、それより純粋な幸福感が優っていた。

　きっと僕の胸が刻む鼓動を、美織さんは背中で感じているだろう。

　それにこうして抱き締めていると、たとえ僕より年上で、大人だとしても……。

　美織さんは、ちからを込めれば壊れそうなほど華きや奢しやで、やっぱり女性だなと実感する。

　そんな素敵なお姉さんを、そっくりそのまま好きでありたいと、僕は心底強く願った。

「……裕介くん。君の気持ちが、本当なら」

　美織さんは、穏やかにだが、怯きよう懦だを自ら振り払うようにつぶやく。

「もっと、私のこと──感じてみる……？」

　にわかにお姉さんの細い手が、湯の中で僕の手をそっと握った。

　互いの両手を、腰の位置から引き剥はがし、ゆっくり持ち上げる。

　そのまま、美織さんは自らの豊かな胸へと、僕の手のひらを導いた。

　ふわふわして、押すと沈み込むような手触りが、左右の指から伝わる。

　僕は、長湯の影響もあって、自分が卒倒するんじゃないかと錯覚した。

「……う、ううっ。──美織さん、これは……ッ!?」

　ほとんど助けを求めるような声が、自然と漏れてしまう。

　だが、僕に抵抗できるだけの気力は、とっくに残されていなかった。

　たわわな双丘を両手で包み、ただ呆ほうけたように撫なで続けることしかできない。

　そのあいだ、美織さんは時折「んっ……」と、せつなげな吐息を零こぼしていた。

　そうした触れ合いが、二人っきりの浴室でいくらか続く。

　やがて、美織さんは湯船の中で立ち上がり、こちらを振り返って囁ささやいた。

「……ねぇ裕介くん、このまま一緒に寝室へ行こうよ」

　僕は、とうとうお姉さんの誘惑に屈服し、言いなりになるしかなかった。
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　浴室を出ると、脱衣所で二人共身体を乾かす。

　互いの濡れた肌をバスタオルで拭き、隅々まで湯の滴を吸い取った。

　僕は美織さんの身体を、美織さんは僕の身体を、幾分遠慮がちに拭う。

　なかなか互いの裸を見慣れなくて、まだ所作から照れが抜けない。

　頭髪には一台のドライヤーで、代わる代わる温風を吹き付け合う。

　そうした有様は、じゃれ合う二匹の猫みたいだったかもしれない。

　洗面台の傍そばに畳んでおいた衣服は、そのままにしておく。

　たぶん次の朝が来るまで、強いて着用することはないだろう。

　美織さんは、脱衣所に着替えを持ち込んでいなかったようだ。

　あらかじめ、今夜に臨む決意を固めていたらしい。

　僕と美織さんは、どちらも生まれたままの姿で、寝室へ向かった。

　リビングを通り抜け、仕事部屋の隣りにある一室に入る。

　窓はどれもカーテンで閉め切られているらしく、薄暗い部屋だった。

　美織さんは、その闇の中を探るようにして、先に奥へ進んだ。




　ほんの僅かな間を置いて、オレンジ色の光が暗がりに浮かぶ。

　円形のテーブルの上で、スタンドライトの灯あかりが点ともっていた。

　たった今、美織さんの手で電源が入れられたのだろう。

　室内には、真っ白で、大きなベッドが設しつらえられていた。

　憧れのお姉さんは、その脇に立って、こちらを静かに振り向く。

　それで、僕も寝台の傍まで、惹ひき付けられるように歩み寄った。

　そこに見て取れるのは、とても神秘的で、美しい光景だった。

　暗闇の中で暖かな光彩が、二人の姿をぼんやりと照らし出す。

　取り分け美織さんの裸体は、あたかも古い絵画に描かれた女神みたいに見えた。

　栗色の長い髪がきらめきを帯びて波打ち、肌は透き通るように白く輝いている。

　か細い手足も、豊かな胸の膨らみも、滑らかに起伏する腰や臀でん部ぶの輪郭も……。

　ありとあらゆる美織さんのすべてが、ただただ綺麗で、素晴らしいと思った。

　愛情と性欲とを、いっぺんに衝つき動かされて、感激さえ覚えずに居られない。

　とはいえ、本能に身を委ねてしまう前にまず、済ませておくべきことがある。

「美織さん。もう今更なんですけど、改めてきちんと言っておきます」

　僕と美織さんは、正面から裸のまま、真まっ直すぐに向き合う。

「僕は、美織さんのことが好きです。僕と恋人同士になってください」

　やはり本気で好きだからこそ、曖昧な関係にはしたくない、と僕は思った。

　同時に本気で好きだからこそ、自分が恋人でいいのか、ともいまだに思う。

　もっとも話し合ってみて、お姉さんにもお姉さんなりに引け目のあることがわかった。

　だからって、僕が何者でもなく、取るに足りず、頼りない男なのは変わりないけれど。

　それでも自分の何かを相手に捧ささげて、一緒に居たいって気持ちは、本物だと思う。

　将来がどうなるかはわからないけど、美織さんが望むなら同どう棲せいもやぶさかじゃない。

　そのためにも、正式に交際の意思を伝えないわけにはいかなかった。

「何だか、律儀だよね裕介くんって。……それにすっごく、お人ひと好よしだよ」

　美織さんは、優しく微笑ほほえみながら言った。

「私みたいなアラサー女との間柄なんて、有う耶や無む耶やにしておけばいいのに」

「どうして、そんなこと──はっきりさせておかなきゃ、落ち着きません」

「いずれ私よりずっと若くて、可愛い女の子が君のことを好きになるかも」

　念押しするようにして、にわかに馬鹿げた仮定を持ち出されてしまった。

「きっと正式に交際しはじめちゃったら、そのとき私が君の邪魔になるよ。いいの？」

「僕にとっては美織さんが一番だって、これだけ言っても信じてもらえないんですか」

　やや強い口調で反論し、お姉さんに重ねて好意を伝える。

　気付けば、僕は美織さんの恋人になろうとして、躍起になっていた。

　これは、とても不思議なことだ──

　ここへ連れて来られるまで、むしろ僕を誘惑していたのは、お姉さんだったのに。

　いつの間にか立場は逆転し、僕がお姉さんを求めて、傍を離れたくないと感じている。

　浴室で逆の上ぼせかけた頭が冷めても、いまや熱情が治まる気配は一向になかった。

　ひょっとして、美織さんはこうなることがわかっていたのだろうか？

　だとすれば、僕は目もく論ろ見みにまんまと乗せられているのかもしれない。

　あるいはそうだとしても、恨むつもりなんかひと欠片かけらもないけど。

「……だったら、信じさせてくれる？」

　美織さんは、こちらを枯葉色の瞳で見詰めている。

「君の方から、証拠にキスして欲しい」

　この期に及んで、当然拒む理由はなかった。

　美織さんの肩へ手を乗せ、互いに顔を近付ける。

　瞼まぶたを伏せると、ねだられるままに口唇を重ねた。

　僕にとって、生まれて初めてするキスだった。

　たぶん「過去に恋愛経験がない」というお姉さんも、それは同じだったんだろう。

　二人共、相手の唇を啄ついばむ所作が、明らかにぎこちなくて、不器用そのものだった。

「……何だか、おかしいね私たち」

　たっぷり三〇秒余りキスしたあと、美織さんは恥ずかしそうにつぶやく。

「さっきもう、二人で一緒にお風呂へ入って、こうしてお互い裸も見せ合ってるのに──やっと今、君から正式に告白されて、初めてキスしてる」

　たしかに段取りも何もかも、本当にメチャクチャだと思う。

　まさかファーストキスを七歳年上の女性と、夜の寝室で、おまけに全裸で向き合って済ませるだなんて……僕自身も、かつて思い描いたことすらないシチュエーションだ。

　それにまだ夢想的な一夜は、これで終わりじゃない。

「あのね、裕介くん」

　美織さんは、両手を僕の背中へ回し、こちらに裸体を預けてきた。

「私も、君のことが好き。本当に大好き」

　双方の肌と肌とが、正面から触れ合う。

　僕もお姉さんの腰を引き寄せ、改めて強く抱き締めた。

　浴室内での抱擁よりも、いっそう相手を近くに感じる。

　柔らかな裸身の感触が、余すところなく伝わってきた。

　不意に美織さんが爪先立って、またキスを求めてくる。

　それに応じて、二度、三度……と、夢中で唇を重ねた。

　どちらも少し息切れしながら、熱心に貪り合う。

「──えっと。それから、言い忘れてたんだけど」

　やがて顔を離すと、美織さんはちょっぴりもじもじして言った。

　急に視線を下へ向け、それから逆に上目遣いでこちらに眼まな差ざしを向ける。

「ゆっ、裕介くん、『とても逞たくましいのね』……？」

「……いやそれ、別に言わなくてもいいですから」

　真面目な表情で予期せぬ言葉を掛けられ、思わず呆あきれてしまった。

　まさか、成人向け美少女ゲームで得た無駄な知識を、本当に実践しようとするとは。

　このお姉さんと来たら、時折妙なタイミングでぽんこつな言動が炸さく裂れつするんだよな。

　そこが可愛かわいらしくもあるけど、なかなか油断ならない。

「あっ、あはは。そっか、やっぱそうだよね……」

　美織さんは、若干慌てて、失敗を誤ご魔ま化かすように笑う。

　それから半歩後あと退ずさりし、ちらりと横目でベッドを見た。

「その、それじゃ──こっち、来てくれるかな？」

　僕は「……はい」と短く答えて、素直にうなずく。

　まずは美織さんが白いシーツの上で、仰あお向むけに裸身を横たえた。

　次いで、僕はベッドの縁に腰掛けると、その傍かたわらで上体を捻ひねる。

　そのまま覆おおい被かぶさるようにして、お姉さんの顔を覗のぞき込んだ。

「ねぇ裕介くん。初めてが私で、後悔しない？」

「それはまるっきり僕の台詞せりふですよ、美織さん」

　心配そうに訊きかれて、僕は苦笑混じりに返事した。

「初めての相手が僕で、よかったんですか」

「……裕介くんがいいの。他の誰でもなく」

「美織さんを好きになることができて、僕は最高に幸せです」

「うん、ありがとう。私もね、今とっても幸せだよ裕介くん」

　美織さんは、ようやく安心した様子で、ちいさく呼気を吐き出した。

　でも、微妙に躊ちゆう躇ちよする素振りを覗かせてから、ひとつだけ付け足す。

「あのね、それと出来れば一度でいいから──愛してる、って言って欲しいな」

「愛してます、美織さんのこと。頼まれなくたって、今から何度でも言います」

　遠慮がちな願いを、僕は即座に叶かなえてみせた。

　ごく他た愛あいのない要望だったし、また僕の偽らざる本心で、わかり切った事実だからだ。

　ただそれを伝えるだけで、美織さんを喜ばせられるのは、たぶん素敵なことだと思う。

「あはは、嬉うれしいよ。私、本当に幸せ……」

　美織さんは、ベッドの上に寝転がったまま、こちらへ左右の手を伸ばした。

　綺き麗れいな手のひらで、僕の両頬ほおを大切そうに優しく挟む。少しくすぐったい。

「こんな年上のお姉さんだけど、君と一緒に大人にさせて？」

　もちろん、僕はお姉さんから言われた通りに従う。

　さすがに欲望を抑え続けるのも、そろそろ限界だ。

　こうして薄暗い寝室の中で、二人は裸身を絡み合わせた。
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◇第二章「お姉さんと僕の準備」









　……右半身に伝わる、柔らかな感触で目が覚めた。

　首を捻って隣を見れば、綺麗な女性が眠っている。

　ベッドの上で、僕の腕を枕にし、ぴったり寄り添っていた。

　互いの素肌の触れ合いで、心地良い温ぬくもりが生まれている。

　二人共、裸身で夜を過ごし、そのまま現在に至ったからだ。

　この綺麗な女性──花はな江え美み織おりさんと、僕は昨日正式な恋人同士になった。

　その上、次の日付に変わる頃には、キスやそれ以上の行為に及んだんだ。

　美織さんの寝顔を眺めているうち、昨夜の出来事が自然と思い出される。

　どちらも初めてのことだったから、想像した以上にあれこれ大変だった。

　僕なんか気持ちが逸はやる余り、結ばれる前に一度シーツを汚してしまったからな……。

　あのときは当然、思い掛けない失敗に蒼あおくなり、同時に情けなくなって落ち込んだ。

　美織さんは、咄とつ嗟さに何が起きたのかわからず、きょとんとした顔になっていたっけ。

　だが、そのあと事情が伝わると──

　美織さんは、かえって僕に愛いとおしそうな微笑みを向けてくれた。

　そして、より多くを与えようとし、優しく励ましてくれたんだ。

　おかげで、僕は己を奮い立たせ、再び愛し合えるようになった。

　もっとも入れ替わりで、次は美織さんが僕を受け入れるのに苦労しはじめたんだけど。

　結局、何とか二人がひとつになれるまでは、三時間近くも掛かってしまった気がする。

　やはり初体験同士だと、こんなふうになるものなのだろうか。後始末も手間取ったし。

　ただいずれにしろ、初めて結ばれた相手が美織さんで、本当に良かったと思う。

　もし他の女性だったら、惨めな気持ちを味わっていたかもしれない──……。

　なんてことを、ぼんやり考えていると。

　隣で寝ている美織さんが、もぞもぞと身み動じろぎしはじめる。

　ほどなく浅い吐息を漏らすと、重そうに瞼を持ち上げた。

「……んーっ。おはよ、裕ゆう介すけくん」

「おはようございます、美織さん」

　お互い朝の挨拶を交わす。

「もしかして、ずっと私の寝顔を見てたの？」

「見み蕩とれてたんですよ。可愛らしかったから」

　問い掛けられたので、僕は包み隠さず事実を答えた。

　しかし美織さんは、すぐには受け入れようとしない。

「お姉さんのこと、あまりからかわないで欲しいな」

「からかってません。急に年上振らないでください」

「年上振ってるんじゃなくて、君より年上だもん私」

　美織さんは、掛布団を持ち上げると、裸の上体を起こす。

　栗くり色いろの長い髪がふわりと波打ち、宙で緩やかに広がった。

　豊かな胸や細い腰部の輪郭が、ベッドの上で露あらわになる。

　白い素肌を改めて見ると、昨夜の熱情が幾分蘇よみがえった。

　それで自分も裸身を起こし、お姉さんを抱き寄せる。

　年上の恋人に抵抗する素振りはなかった。

「大好きです。美織さんのこと、幸せにしたい」

「……うん、知ってるよ。私も裕介くんが好き」

　美織さんは、耳の先まで真っ赤にして、僅かにうつむく。

　どう見ても二八歳とは思えないような、初々しい反応だ。

　でもそんなアンバランスさが、逆に僕の心を掻かき乱した。

　唐突に美織さんの頬に手を寄せると、こちらを振り向かせる。

　そのまま無言で、かたちの良い唇に自分のそれを押し付けた。

「……えっと、裕介くん。今朝はちょっぴり積極的なんだね」

　互いの顔を離すと、美織さんは少し落ち着かない様子でつぶやく。

　とはいえ、僕から迫られたことを嫌がっている素振りはなかった。

「美織さんに昨夜告白してから、ある程度吹っ切れたんです」

「それはお付き合いして大丈夫かって、悩んでいたことを？」

　確認するような問いに「はい」と、素直に答える。

「もう少し、自分の気持ちに正直になってもいいんじゃないかって」

「それで朝から、いきなり裸で抱き締めたり、キスしたりしたの？」

「そうです。でも僕が今望んでいるのは、それだけじゃありません」

　僕は、首肯してみせつつ、さらに続けた。

「これから美織さんの傍そばで、いつも一緒に居たい」

「……それって、私と同どう棲せいしてくれるってこと？」

　返事に僅かな間を要したものの、言葉の含意は正しく察してくれたらしい。

「美織さんの考えが、昨日までと変わってなければ」

「いくら何でも、一夜明けただけで変わらないよ！」

　美織さんは、ちょっとむきになって、抗議するように言った。

　枯葉色の瞳が光を湛たたえて少し潤み、不安定に揺らいで見える。

　互いに相手の手を握ると、じっと静かに見詰め合った。

　やがて、美織さんが喜びを噛かみ締しめるように微笑む。

「やっぱり、裕介くんを好きになって良かった。もう私も、傍を離れたくない」

「僕も同じ気持ちです。まだ色々と、整理し切れていない部分もありますけど」

「整理し切れていない……って、どういうところが？」

「それは、何というか。あまりにも急展開だったので」

　付け足すように返事しながら、つい苦笑が漏れてしまった。

「生まれて初めて女性に告白して、初めて恋人ができたと思ったら、そのまま初めて──ああいう経験をさせてもらって。女性と同じベッドで目覚めた朝も初めてですし。何だか青年期に通過するイベントが、一晩でいっぺんに押し寄せてきちゃったので」

「そっ、その辺りについては、お互い初めて同士ってことで見逃して欲しいかな……」

　思うところを打ち明けると、美織さんは少し気まずそうに誤魔化す。

　それから浅く呼気を吐き出し、こちらを上目遣いで見てはにかんだ。

「あのね裕介くん。凄すごく勝手なことを言っちゃうけど、私は今本当に嬉しいんだよね」

　美織さんは、ちいさな子供が内緒話をするみたいに囁ささやく。

「だって、二八年間一度も恋愛したことがなかった上、好きになった男の子は七歳も年下なのに……こんなに幸せな初体験ができるだなんて、奇跡みたいだと思うから」

　そんなことを面と向かって言われると、こちらとしても照れてしまう。

　何となく感じ取っていたものの、美織さんは妙な部分で乙女っぽい気がする。

　不意に同棲や外泊を提案してきたりして、奇矯な言動を取ることもあるけど。

　根っこの思考や価値観が、やけにロマンス志向というか、少女漫画的というか。

　でなきゃオタク趣味のせいで、作り話の世界の「綺麗な恋愛」に毒され過ぎているのかも。男性向けのラブコメアニメや美少女ゲームを、恋愛マニュアル代わりにしちゃうようなお姉さんだからなあ。

　見方によっては、そうした理想を抱き続けたままだからこそ、二八歳まで真っ当な恋愛をせずに来てしまった可能性もありそうだ……。

　ただまあ、それはそれとして。美織さんが僕と同じか、それ以上に「自分の初体験は幸福なものだった」と思ってくれているらしいことは、とても嬉しい。身も心も通じ合えたんだな、という感慨がある。

　僕は、殊更に深い愛情を覚えて、もう一度お姉さんの肩を引き寄せた。

　華きや奢しやな裸身を包み込むように抱きつつ、栗色の長い髪をそっと撫なでる。

「やっぱり美織さんって、本当に可愛かわいいな」

「もう、何度も言わないで。恥ずかしいよ」

「何度も言うのは、美織さんが可愛いせいですよ」

「またそんなこと言うんだね。七つも年下なのに」

「僕は本気で、可愛いと思ってるんだけどな」

「……お姉さんのこと、あまり苛いじめないでよ」

　美織さんは、頬を桜色に染めて、少し恨めしそうにつぶやく。

　そうして、僕の胸に両手を添えつつ、妥協案を提示してきた。

「もう少し言い方を工夫してくれれば、苛められても耐えられるかも」

「じゃあ、どういう言い方がいいんですか。具体例を教えてください」

　試しに問い掛けてみると、美織さんはおもむろに顔を上げた。

　枯葉色の瞳が、無駄に夢想的なきらめきを帯びたかに見えた。

「例えば、こういうときには乙女ゲームのキャラだったら、たぶん『おまえ、面白いやつだな』って言うんじゃないかな……？」

　…………。

　きちんと女性向けのジャンルも押さえてるんですね。お姉さんなら当たり前か。

　ていうか、ちょっとサブカルコンテンツの守備範囲広過ぎじゃありませんかね。

　しかもその内容を引き合いに出してきちゃうし。そういうとこだよ？

「……やっぱり美織さんって、本当に可愛いな」

「あっ、もう。結局、意地悪なこと言うんだね」

　同じ言葉を（異なるニュアンスで）繰り返すと、美織さんは不平そうにむくれる。

　そういう反応ばかりするから、余計に可愛らしく見えるんだけどな。無自覚か。

　僕は、再度お姉さんに顔を近付け、慰める代わりに優しくキスした。

　互いに身を寄せ合って、甘い蜜を吸うみたいに何度も、唇を重ねる。

　……だが、ほどなく美織さんが目を開いて、中断してしまった。

「ねぇ裕介くん。えっと、今気付いたんだけど、その──」

　お姉さんは、そわそわしながら下を向き、遠慮がちにたずねてくる。

「もしかして……さっきから、ずっと我慢してるのかな？」

　視線が注がれた先は、二人の下半身を覆う掛布団だ。

　その奥では、僕の下腹部が昨夜と同様の状態になっている。

　キスや抱擁を続けるうち、肌が接触して察知したのだろう。

「魅力的なお姉さんを全裸で抱き締めていたら、興奮するのは仕方ないでしょう」

　僕は、正直にありのままの事実を伝えた。

「それに元々生理現象の一種で、男性は寝起きに自然とこうなりやすいんですよ」

「……あっ、ああ～！　なんかそれ、聞いたことあるよっ。たしか、えっと」

　美織さんは、とても大事なことを思い出したようにうなずく。

「以前に読んだライトノベルの主人公も、同じ状態になったシーンがあって。それで、登校前に自宅まで朝起こしに来てくれた幼おさな馴な染じみのヒロインに対して、主人公があれこれ慌てて言い訳していたような記憶が……」

　どうやら、聞いたことがある情報じゃなくて、読んだことのある情報らしかった。

　うん。だから異性に関する知識を、真っ先に架空の世界で描写された内容に求めようとするのは、止よした方がいいんじゃありませんかねお姉さん。あまりよろしくない傾向じゃないかと。

　まるっきり「アダルト動画を視聴し過ぎたせいで、恋人が居たこともないのに初めから性交渉が上手うまくいくと思い込んでる童貞」みたいな、悲しい残念感がある……。

　まあ、それこそ昨夜まで童貞だった僕が言えたこっちゃないですが。実際、行為に及んでみるまでは、もう少し上手くできると思い込んでたし。

「はあ～っ、なるほどね……。それでこれ、裕介くんは苦しくないの？」

　なぜか酷ひどく感心した様子で、美織さんは尚なおも質問を重ねてきた。

　僕は、何やら妙な心配をされているなあ、と思いつつも答える。

「さすがに苦しい、ってことはないですけど。日常的になるものですし」

「そうなんだ。じゃあ、そのままで大丈夫？　本当はできるなら、その──」

　美織さんは、少し申し訳なさそうに続けた。

「今からもう一度愛し合って、私が裕介くんを楽にさせてあげたいんだけど。昨日の夜は初めてだったせいで、まだつながったときの痛みが少し残ってて」

　若くて健全な男子なら、それだけで思わず虜とりこになりそうな発言だった。

　お姉さんは、率先して恋人の欲望も受け入れて、尽くそうとしてくれている。

　それも初体験したばかりで、自分の身体からだに違和感があるにもかかわらず……。

　卑俗なやり取りのはずなのに、美織さんが健けな気げに思えてならなかった。

「美織さんのこと、僕はちゃんと大事にしたいと思っています」

　僕は、努めて穏やかに話し掛けた。

「恋人の性欲のために無理なんて、一切する必要ありませんよ」

「……君ってばもう、またそうやって優しいこと言うんだから」

　ちょっと照れながら、しかし美織さんは裏腹に拗すねたような口振りで言った。

「裕介くんは年下なんだから、もっとお姉さんに甘えたりしてくれてもいいんだよ」

「さすがに好きな人の体調より、刹那的な快楽を優先したりなんかできませんって」

「うん、ありがと。──好きな男の子に優しくされると、やっぱり凄く嬉うれしい……」

　お姉さんは、両手で掛布団の端を掴つかむと、落ち着きなさそうに胸元まで引き寄せる。

　何だかまたしても、やたらと乙女っぽい仕草だった（アラサー）。でも、そんな所作が無駄に似合っていて、可愛らしいから困る。いや僕個人としては最高だけど……。

　などと密ひそかに考えていたら、美織さんがこちらを横目で見詰めてきた。

　どことなく、飼い主を散歩へ連れ出そうとする仔こ犬いぬみたいな目つきだ。

「でも、誤解はしないでね？」

「誤解というと、何でしょう」

「それはだから、私が無理してるとか、思わないで欲しいってこと」

「無理って……今、僕のためにしてくれようとしたことがですか？」

「じ、実は私ね。昨日の夜に初めてしてみて、わかったんだよねっ」

　美織さんは、薄く額に汗を滲にじませ、あたふたして言った。

「たしかに少し痛かったし、上手くできるまでは色々大変だったけど。──君とひとつになれてからは私、だんだんと『これけっこう夢中になっちゃいそうかも』って感じるようになってきて……」

　かーっと自分の体温が上昇してくるのを、このとき僕は自覚した。

　昨夜の入浴時とそっくりで、頭も胸も内から沸騰するように熱い。

　美織さんのあけすけな言葉は、だがむしろ恐ろしく蠱こ惑わく的てきだった。

　さながら恋人の僕には、魔性の響きを帯びているかにも聞こえる。

「つまり、たぶん好きなんじゃないかな、私。……君と二人で、そういうことするの」

　どうやら美織さんは、すでに男女の営みに喜びを見み出いだしつつあるらしい。

　昨夜が初体験のはずだったのに、まさかすんなりと馴な染じんでしまうとは。

　こんなことがアダルト動画やエロ漫画の世界以外で、実際にあり得るのか？

　ましてや相手の僕も初体験で、どちらも探り探りの拙い行為だったんだぞ。

　……いやまあ、この種の感覚には個人差がある、というのも知識的にはわかってる。

　美織さんみたいな女性だって、おそらく皆無じゃないんだろう。ある意味じゃ、初体験を幸せに迎えることができた証左でもあるから、恋人としても喜ばしい。

　でも漠然と、今後に危険な予感を覚えてしまう。

　──これから、このお姉さんと同どう棲せいするのか……。

　僕は、あれこれと殊更に想像を巡らせ、思わず息を呑のんだ。




　……やっぱりまずい。少し冷静にならなければ。

　二人っきりの寝室で過ごす時間は、地上の楽園みたいに甘美だ。

　でもだからって、ずっと布団に包くるまり続けているわけにもいかない。

　現実世界で生きるため、人間は種々の雑事にかかずらう必要がある。

　かくして懸命に自らを律し、起床の意志を固めた。

　だが、ふっと大事なことを思い出す。

　僕の衣類は、昨夜から脱衣所に置いたままで、今手が届く範囲にない。

「それなら裕介くんは、ここで待ってて。お姉さんが君の服、取ってきてあげるね」

　と、美織さんが笑みを浮かべて、僕のために世話を焼こうとしてきた。

　こちらの返事を聞くよりも先に、一人でベッドから抜け出してしまう。

「代わりに少しのあいだ、私が着替えるところを見ちゃ駄目だよ？　恥ずかしいから」

　美織さんは、ひとまず寝室のクローゼットへと、全裸で歩み寄った。
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　収納されていた衣類を手早く取り出し、下着から順に着用していく。

　言われた通り着替え終わるまで、僕はお姉さんから目を背けていた。

　やがて、美織さんはクリーム色のワンピースを身に着けて、寝室から出ていく。

　一分足らずで引き返してくると、腕の中に僕が昨日着ていた衣服を抱えていた。

　それをこちらへ手渡してから、またいそいそと部屋の外へ姿を消す。

　僕は、やっとベッドの上から床へ下りると、自分の服を身に纏まとった。

　下半身の昂たかぶりも、今頃になって平時の落ち着きを取り戻しつつある。

　たぶん男子の生理現象を慮おもんぱかって、お姉さんは服を運んできてくれたんだろうな。

　今更何を見られたって（昨夜は二人共すべてを隅々まで見せ合ったわけだし）、僕はどうとも思わないけど、変な気を遣わせてしまったみたいだ。

　差し当たり窓際に立って、カーテンを開く。

　途端に眩まばゆい陽ひの光が、硝子がらす越しに射さし込こんできた。

　室内を振り返って、ベッド脇のテーブルに置かれた時計に目をやる。

　長短二本の針は、文字盤の上で午前一〇時を回ろうとしていた。

　寝室を出て、リビングへ移動する。

　ここでも同じようにカーテンを開くと、窓から部屋に光を取り込んだ。

　それから、辺りを見回してみたものの、美織さんの姿が見当たらない。

　どうしたのかと思っていると、脱衣所の側から物音が聞こえた。

　それで、どうやら改めて身み形なりを整えているらしい、と気付いた。

　美織さんも女性なんだし、そりゃ当たり前か。美人だからって、何の努力もせずに美貌を維持しているわけじゃないんだろう。

　僕は、お姉さんが身支度を済ませるまで、ソファに座って待つことにした。

　スマートフォンを取り出し、アプリを立ち上げる。短文投稿サイトツイツターのＴＬタイムラインを遡って、ニュース記事を拾い読みした。どうせなので、ソーシャルゲームのログインボーナスも、忘れずに回収しておく。

　しばらくすると、美織さんがリビングに戻ってきた。

　そのままキッチンに立って、冷蔵庫の中身を検あらためる。

「それじゃあ、とりあえず食事を用意しよっか？」

　お姉さんの提案に賛同し、僕も隣で手伝わせてもらった。

　昨夜はご馳ち走そうになったけど、一人暮らしで家事は一応慣れている。

　調理台に置かれた食材を、それぞれ切ったり炒いためたりしていく。

　それを見て、美織さんは目を白黒させていた。

「……裕介くんって、実はお料理上手だったんだね。びっくりだよ」

「上手かどうかはわかりませんけど、料理自体はまあまあ好きです」

　焼き上がったオムレツを皿へ載せつつ、会話に応じる。

「えーっ、明らかに胸を張って特技だって言っていいレベルだよ！　──これだって、焼けた形がすっごく綺麗に整ってるもん」

　お姉さんは、完成した卵料理に顔を近付け、食い入るように凝視していた。

　まあ社交辞令だとしても、そこまで持ち上げられれば当然悪い気はしない。

　バイト以外は普段、アパート暮らしで家事ぐらいしかすることがないからな……。

　アニメやゲームは好きだけど、たぶん僕はカジュアル層とかライト層とか呼ばれるような種類の消費者だ。これまで趣味に限らず、大抵の物事で過度に熱中した経験がない。

　ただ料理に関しては、この三年余り必要に迫られ、日常的に作り続けていた。

　そのため、自然と技術が身に付いたんだと思う。

　もっとも、美織さんは騙だまし討ちを食らったような面持ちだった。

「うう～ん、何だか少し悔しいなあ。わりと私も料理は自信があったんだけど……」

「美織さんも料理が得意なのは、昨日夕飯を食べさせてもらったからわかりますよ」

「でもお互いが得意なんじゃ、調理技術の有難みが薄れちゃうんじゃないかと思って」

「今後一緒に暮らすにあたって、二人共料理が作れるのはいいことだと思いますけど」

　お姉さんがやけに残念そうなので、僕は実際的な利便性を提示してみせた。

　これから同棲生活がはじまることを踏まえれば、ごく至当な意見のはずだ。

　ところが、それに対する返答は、思い掛けない不都合を伝えるものだった。

「だって……裕介くんのことを、私の料理で餌付けしておきたかったんだもん」

　美織さんは、ちょっと不満げに口を尖とがらせた。

「そうすれば、君が私の傍そばから離れられなくなる要素を、ひとつ増やせるから」

　……え、餌付けしたかったって。

　言い換えれば「胃袋を掴む」とかって意味なんだろうけど。

　それは何というか、さすがに想像の埒らち外がいにある理由だなあ。

　まあ、たしかに自炊能力に乏しい男子は、調理技術が高い女子に飼い慣らされやすい。

　統計的な実情までは知らないけど、そういう傾向が昔から根強く存在していると思う。

「料理ができてもできなくても、美織さんの傍から離れるつもりなんかありませんよ」

　僕は、思ったままの気持ちを伝えた。

「僕の言うこと、信じられませんか」

「……そういう訊きき方、狡ずるいと思う」

　ひと呼吸挟んでから、美織さんは恨めしそうな目を僕に向ける。

　そしてこちらの問い掛けに答える替わりに、いきなり頼み事をしてきた。

「私からのお願い、ひとつ聞いてくれるかな？」

「まず具体的にどんなことかを教えてください」

「私と話すとき、もう敬語は使わないで欲しい」

　いささか意表を衝つく要望だった。

　とはいえ指摘されてみれば、なるほど恋人同士が会話の中で敬語を用いるのは、やや他人行儀かもしれない。

　いわゆるタメグチで話してかまわないのなら、こちらも楽でいいけどね。

「そうすれば、ずっと僕が美織さんと一緒に居たいと思ってる、って信じてくれる？」

「裕介くんのことなら、訊かれなくても信じてるもん。私の方がお姉さんなんだから」

　早速敬語を止やめてたずねてみると、美織さんはつんと取り澄ましたように答える。

　普段はアラサーだ何だって自虐しているのに、こういうときには年長者であることを利用するんだなあ。そのくせして、意地張ってるみたいで全然七歳年上の態度じゃない。

　でも、そんなところさえ魅力的に感じてしまうのは、恋の病が重症だからだろうか。

「わかったよ。これからはもっと、恋人らしく話し掛けるね美織さん」

　僕が承知してみせると、お姉さんは眉を顰ひそめながら頬ほおを赤らめた。

　何はともあれ、朝食の用意が整った。

　ダイニングカウンターに料理の皿を並べ、二人で隣り合って椅子に腰掛ける。

　豆から挽ひいたコーヒーを、美織さんがカップに注ついで手渡してくれた。

　黒い液面から立ち昇る細い湯気と共に、心地良い香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　それにしてもやっぱり、まだ自分が夢の中に居るような気分だ。

　つい一昨日おとといまで、毎日アパートの狭い部屋で寝起きして、朝食なんか適当にコンビニのパンで済ますような生活だったのに。

　今朝は高級マンションの一室で目覚め、食事中に綺き麗れいなお姉さんが傍で微笑ほほえんでいる。

　バターの塗られたトーストを齧かじって、コーヒーで胃の中へ流し込んでいると、まるで恋愛映画の一場面なんじゃないかと錯覚するような状況だった。

　──まさか自分が、こんなにもきらきらした朝を迎える日が来るだなんて。

　改めて感嘆すると共に、かつて中学高校や大学に通っていた頃を思い返し、幾分複雑な心情も抱かざるを得ない。同級生の多くが青春を謳おう歌かしていたのに、違和感だらけで馴染み切れず、灰色の中で過ごしていたあの時期とは、何だったんだろう？

　今、お姉さんの隣で見ている光景は、僕にとって当時より何倍も美しく見えた。

　さて、食事中にそうやって、ぼんやり益体もないことを考えていると。

「そう言えば、二人で同棲をはじめるにあたっての大事な相談なんだけど」

　美織さんがコーヒーカップを傾けつつ、おもむろに用件を切り出してきた。

「まず根本的な話からすると、一緒に暮らす場所はこの部屋でいいよね？」

　確認するように問われ、僕は「まあ、いいと思うけど」と答えた。

　このマンションと自分が住んでいるアパートを比較して、単純にどちらかで二人暮らしせねばならないとしたら、明らかに前者一択だと思ったからだ。

　お姉さんは、僕の返事にうなずきながら続けた。

「じゃあ、いくつか君には用意してもらわなきゃいけないものがあるんだ」

「同棲するために用意しなきゃいけないもの、というと？」

「うーんとね。……たぶん、身分証明書の写しと顔写真かな」

　仔し細さいをたずねると、美織さんは少し思案してから答えた。

「ここのマンションって、いいかげんな賃貸じゃないから。これから同棲するなら、きちんと管理会社に連絡を入れて、君の入居手続きも取らなきゃいけないはずなんだよ」

　どうやら、本格的な二人暮らしともなれば、多少面倒な雑事が伴うらしい。

　そりゃまあ、ちょっと恋人を一晩泊めるのとわけが違うのは、当たり前か。

　この建物の出入り口にあるセキュリティシステムだって、きっと正規に登録されている入居者以外は、使用できない仕組みになっているんだろうし……

　などと、途中までは納得して話を聞いていたんだけれど。

「家賃は今後も私が全額支払うから、保証人を増やす必要はないと思うけどね」

「えっ……。ちょ、ちょっと待ってよ美織さん」

　美織さんが説明の中で発した言葉に驚き、僕は慌てて制止せざるを得なかった。

　保証人のことはともかく、賃料に関する件は聞き逃していい問題じゃなかろう。

　まさか、お姉さんが全額負担するだなんて、どういう了見なんだ。

「二人暮らしの家賃や水道光熱費って、合算してから折半するんじゃないの？」

「ふふーん。私が君のことは扶養してあげるって、ちゃんと昨日も言ったよね」

　動揺を堪こらえて訊くと、美織さんはうっすら口の端に笑みを浮かべた。

　マジですか。このお姉さん、本当に本気で僕のことを養おうと考えているのか。

　どうしても信じ難い提案に思えて、素直に受け入れていいのか躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「でっ、でもやっぱり、美織さんだけが支払うというのはどうかと」

「……だったら、二人で折半してみる？　私はどっちでもいいけど」

　美織さんは、枯葉色の瞳を僅かに細めた。

　戦う前から勝利を確信している目つきだ。

「言っておくけどね、けっこう家賃高いんだよここ。仮に折半したとして、君のバイト代で毎月払い続けられるものなのかな。はっきりした金額を言えば──……」

　僕は、提示された賃料を聞いて、反論できなくなった。

　折半しても、毎月のバイト代が大方吹っ飛ぶ金額だったからだ。

　一般的に「家賃が収入の三割を超えた場合、そのぶん生活の余裕が削られる」などというが、これじゃ論外だろう。生活自体が成り立たない。

　思わず少し唸うなっていると、美織さんはこちらを眺めて楽しそうにしていた。

「ねぇ裕介くん。君って、スマホの料金はどうしてるの？」

「どうって、自分の口座から引き落としで払ってますけど」

　以前は両親が支払ってくれたけど、現在は僕自身がバイトで稼いだ金で賄っている。

　何しろ大学中退後、実家からスマートフォンの名義変更申請に関する委任状が送り付けられてきたんだよね。書類に署名して返送するように要求され、従わざるを得なかった。

　以後は自分の口座から、振替で支払っている。

「年金とか健康保険料の支払いは？」

「それも全部バイト代で払ってます」

　重ねて問われ、ありのままに答える。

　その辺りの支払いなどについても、実家から年金手帳が送られてきたりとかして、気付けば自分で都合を付けるようになっていた。

　ちなみに年金免除の制度利用については、毎年バイトによる収入が既定の所得額を僅かばかり上回っていて、申請条件を満たせていない。

　おかげで結果的に自立している……

　というより、両親から見捨てられて、現在の状況になっちゃってる。

「ふうん、なるほどね」

　美織さんは、納得した様子でつぶやくと、サラダの皿へフォークを刺す。

　ひと切れトマトを口へ運んでから、いきなり付け加えるように申し出た。

「これからは一切合切、お姉さんが代わりに支払ってあげよっか？」

「──はあっ!?　そっ、それは常識的に色々とまずいのでは!?」

　もはや仰天の余り、カウンターの椅子から数センチ飛び上がりそうになった。

　そこまでされると、本当に被扶養者としての立場が確立してしまう感が凄すごい。

　でも僕と美織さんは、まだ交際開始したばかりで、恋人同士になった段階なのだ。

　同どう棲せいしはじめ、もし将来結婚することになるとしても、現時点では家族じゃない。

　にもかかわらず、そこまで経済的に依存してしまうのは、問題を感じてしまう。

「いいんだよ裕介くん、甘えてくれても」

　美織さんは、とても優しい声音で囁ささやく。

「アルバイトは辞めちゃっていいし。もう働かなくたって大丈夫だろうから」

　さすがに当惑を覚え、唖あ然ぜんとしてしまった。

　たしかにお姉さんは昨日、駅前の喫茶店で僕を養ってくれると言った。

　働く必要はないから、結婚を前提に同棲して欲しいとも。

　あれが実際に本気の言葉だったんだと、今更再認識させられたわけだ。

「今日からは、ずっと私の傍に居て……絶対にどこへも行かないで欲しいの」

　僕は、狼ろう狽ばいを隠し切れず、いったん口を噤つぐんだ。

　いくらか間を置いてから、辛うじて声を絞り出す。

「す、少し考えさせてよ……」

　結局、この場では態度を保留せざるを得なかった。

　安易に飛び付いていいものなのか、即座に判断できなかったからだ。

　これから同棲しはじめるにしても、美織さんが住むマンションの家賃を（折半しても）支払い続けるだけの経済力が僕にはない。

　だからって、互いの負担を等しくするのに、安い新居を探すわけにもいかないだろう。

　美織さんが僕のために現状の生活水準を落とすのは、好ましいことだと思えなかった。

　それゆえ同棲するなら賃料に関して、僕は美織さんを頼ることが避けられない。

　とはいえ、通信費や社会保険料に支援を仰ぐのは、抵抗感が払拭できないんだよね。

　世の中には、俗に「ヒモ」と呼ばれる人間が存在するという。

　恋人である女性の甲か斐い性しようを当てにして、自分は働かずに生活している男性のことだ。

　彼らは果たして、具体的にどこまで交際相手から金銭的扶助を得ているのだろうか。

　今まで知り合いにヒモが居たことなんてないし、深く考えてみたこともなかった。

　そもそもヒモって、毎月年金を納めているのかな……？

　まあ、いずれにしろ同棲をはじめるのなら、他にも必要なことがある。

　僕が今住んでいるアパートを引き払って、美織さんのマンションへ引っ越す準備だ。

　そのため、朝食後はリビングでくつろぎつつ、実務的な問題をあれこれ話し合った。

「とにかく今日はいっぺん、自分のアパートへ帰ることにするよ」

　僕は、自分の計画を簡潔に説明する。

「それで、荷造りやら何やら、今後の用意に取り掛かるつもりさ」

「向こうに何時間ぐらい居るの？　今夜はこっちに戻ってくる？」

　ソファに並んで座ると、美織さんが問い質ただしてきた。

　お姉さん的には、もう僕の生活拠点がこの部屋って認識なのかな。

　本当の意味での同棲は、まだはじまってもいないはずなんだけど。

「もしここに引き返してくるとしたら、けっこう遅くなると思う」

　問い掛けに答えながら、改めて昼以降の予定を思い浮かべてみる。

　引っ越し準備のあとも、今日は夕方からアルバイトが入っていた。

　勤務先は、アパートの近所にあるスーパーマーケットだ。

　美織さんは「もう働かなくていい」と言うけれど、さすがに今日のシフトを欠勤するのはまずい（それに僕としては、現状でバイトを辞めるのは好ましくない気がしている）。

　ちなみにアルバイトの終業時刻は、午後一〇時半。閉店時刻の三〇分後になる。

　雛ひな番つがいのマンションへ戻ってくる頃には、さらにそれから一時間以上経過しているはず。

　公共交通機関だって午前零時を回れば、ほとんど翌朝まで動くものはないし、再度ここで一夜を越さざるを得ないだろう。

「二日続けて泊まっていかなきゃいけなくなるけど、美織さんはそれでもいいの？」

「私はかまわないよ。遠からず同棲する男の子を、深夜に追い出すつもりもないし」

　念のために訊きくと、美織さんは迷う素振りも見せずに言った。

「むしろ毎日泊まっていってもらって、ずっと一緒に居たい……」

　枯葉色の瞳が、僕の顔をじっと覗のぞき込んでいる。

　こちらにも意思の一致を求めるような目つきだ。

「何も心配しなくたって、もうすぐ一緒に居られるようになるよ」

「……うん、そうだよね。もう私のこと、傍そばから離さないでね？」

「もちろんだよ。僕もずっと一緒に居たい」

「もう私のこと、絶対一生離さないでね？」

「そ、それはいきなり重いけど努力するよ」

「もう私のこと、お墓でも離さないでね？」

「すでに死後の世界までなの!?　まだ結婚はおろか同棲もしてないんだけど！」

「折せつ角かくだし、今のうちに良さそうな霊園の区画を取り置いてもらっておこっか？」

「変に具体的で怖いよ!?　まだお互い二〇代なんだし現世の話をしようよ!!」

「裕介くんに毎日泊まっていってもらって、ずっと一緒に居たいんだよ」

「毎日泊まっていくっていうか、むしろ永眠する話になってるよね!?」

　ついつい何度もツッコミ入れてしまった。

　美織さんは、ひと頻しきり会話をしてからも、ぶつぶつと「やっぱり、ひとまず婚約しなきゃ駄目かな……」なんて独ひとり言ごちていたみたいだ。

　どこまで本気で言ってるのかわからなくて、ちょっと怖い。

　ていうかあまり未来のことを案ずるより、差し当たり二人の新しい関係が上手うまくいくかを心配した方がいいと思うんだけど。




　　　　〇　　〇　　〇




　しばらく美織さんと話し合ってから、僕は「ロイヤルハイム雛番」を出た。

　国道沿いを少し歩いて、雛番中央通りにある地下鉄駅の出入り口を下りる。

　スマホの電子マネーアプリで改札を潜くぐり、南北線の車両に乗り込んだ。

　僕が普段寝起きしているアパートは、星ほし澄ずみ市南区の平ひら伊い戸どという場所にある。

　雛番中央からは明あかりの園その方面へと、地下鉄で四区間分移動した先の地域だ。

　到着までの所要時間は、おおよそ一五分余り。

　僕は、シートに腰掛けると、スマホでアプリを開いた。

　例によって、暇潰しに短文投稿サイトのＴＬを適当に追う。

　液晶画面をスクロールすると、見慣れたユーザーネームのつぶやきツイートが目に入った。




────────────────────

【　ｍｉｍｉｋｏミミコ　】

　昨日は劇場版『ラブハニ』の円盤を鑑賞

　したよ！　やっぱり映画館で見たときと

　同じ場面で感動して泣いちゃったな～


返信：０　ＲＴ：０　いいね：１



────────────────────




『ｍｉｍｉｋｏ』──

　美織さんが短文投稿サイト上で、日常的に使用している名前だ。

　この発言は、僕がマンションを出たあと、すぐに投稿したものらしい。

　内容自体に関しては、ネット上じゃありふれた購入報告の類だった。

　アニメＢＤブルーレイのパッケージを撮影した画像が、一緒に添付されている。

　部屋で一人になってから、日頃の習慣を思い出して投稿したんだろう。

「いいね」を一件付けたのは、アニメファンのフォロワーみたいだった。

　他にも未読の発言がないか、一応ユーザーページから確認するかな。




　僕は、ｍｉｍｉｋｏ（美織）さんのアイコンをタップした。




────────────────────

【　ｍｉｍｉｋｏ　】　@mimikoyurufuwa

　フォロー中：８９　フォロワー：３７

　アニメやゲーム大好きオタク喪も女じよの趣味

　全開アカウント。他にごく平凡な日常の

　出来事もつぶやきます。ただし実況中は

　うるさくなるので注意。

　場所：星が澄んだ街のどこか

────────────────────




　画面が切り替わった先で、プロフィールが表示される。

　過去のつぶやきを遡ってみたものの、ここまでは昨日より古い投稿しかないようだ。

　昨夜の出来事を赤裸々に語っていたらどうしようかと、密ひそかに不安だったけど……。

　そうした種類の発言は、特段見当たらなかった。何となく安あん堵どしてしまう。

　いやまあ「恋人ができました！」って程度の投稿なら、然さ程ほど問題ないと思うんだけど。

　もし「二人で童貞と処女を卒業しました！」とか書かれていたら、やはり恥ずかしい。

　ましてや交際開始した当日だし、第三者の目にどう映るか想像すると少し気が引けた。

　でもＷｅｂを眺めていると、この手のことを大っぴらに発言する人も居るからなあ。

　美織さんはその点、さすがに大人の女性らしい慎みがあるみたいだ（アイドルアニメを見て、号泣しながらサイリウム振っていた点はさておき）。

　ただ一方では、昨夜の驚くべき体験に日常のツイートを照らし合わせてみると、かすかに奇妙な煩はん悶もんめいたものも覚える。

　──誰もが恋人と一夜を過ごした翌日も、こうして何食わぬ顔をしているんだろうな。

　当たり前と言えば、無論当たり前過ぎる事実だ。

　とはいえ初体験を済ませたばかりの僕にとって、それは今更得た気付きだった。

　自分と同じように地下鉄に乗車している誰かも、お姉さんみたいにネット上でいかにもオタクっぽい発言をしている誰かも、街中ですれ違う男性も女性も……

　実はみんな、前の日に恋人と愛し合っていたのかもしれない。

　そんなふうに考えてみると、ほんの一日の出来事だけで、身の回りの世界に新たな認識が加わったような気がした。

　……と、そのとき短文投稿サイトのＴＬ上に、新規のつぶやきが流れてくる。

　たった今、美織さんによって投稿されたばかりのものだった。




────────────────────

【　ｍｉｍｉｋｏ　】

　ところで劇場版『ラブハニ』円盤の描き

　下ろしジャケ絵、公式のファンに対する

　配慮が凄すごい。全キャラにアニメ本編内で

　考え得る限りのカップリングが成立する

　可能性を残した絶妙の構図だよ。しかも

　みんなの笑顔に尊みが溢あふれててしんどい


返信：０　ＲＴ：０　いいね：０



────────────────────




　またしても、唐突なオタク趣味に関する語りが入った。

　尚なおも間を置かず、美織さんのつぶやきが連投される。




────────────────────

【　ｍｉｍｉｋｏ　】

　『ラブハニ』はいいぞ


返信：０　ＲＴ：０　いいね：０



────────────────────




　普段から短文投稿サイトで発言している調子と、あくまで本日も同じ有様だった。

　やっぱり、すでにお姉さんは平常運転らしい。僕と恋人になったからって、何かが変わったような雰囲気はない。

　──そう言えば、美織さんはもう一個アカウントを持ってるんだっけ。

　僕は、ふと昨夜の話を思い出した。

　イラストレイターとして、別名義でも短文投稿サイトを利用しているとか。

　それで、仕事の名刺をもらったはずだよな。ええと、そうだ。たしか──

　シャツのポケットを探ると、目当ての紙片が見付かった。これだ。

　取り出して表面を検あらため、「美み森もりはな江え」というＰＮペンネームをたしかめる。

　早速検索してみたら、該当アカウントはあっさりと見付かった。

　ユーザーページへ飛んで、プロフィールを閲覧する。




────────────────────

【　美森はな江　】　@hanae_mimori

　フォロー中：３０８　フォロワー：４９２７７４

　イラストレイター／デザイナー／漫画家

　主にお仕事告知アカウントです。ご依頼

　はメールにて（hanae_mimori[image: ほし]xxmail.

　com）。［お仕事］家庭用据置機ゲーム

　『アルトナサーガ３』キャラデザイン、

　画集『花々─HANABANA─』、他多数

　場所：日本（関東）

────────────────────




　投稿欄のトップツイートは、最近携わった仕事の告知みたいだった。




────────────────────

Φ固定されたツイート

【　美森はな江　】

　スマートフォン専用ＲＰＧ『Ｋａｒｍａカルマ

　／ＤｅｍｏｎデーモンＣａｌｌコール』で新規実装神霊

　「緑と妖精の女王ティターニア」を描か

　せて頂きました。よろしくお願いします


返信：95　ＲＴ：８万　いいね：11万



────────────────────




「……誰ですかこれ？」

　思わず、恍とぼけた言葉が口を衝ついて出てしまった。

　いや待て。決して、ふざけているわけじゃない。

「美森はな江」なるユーザーが、美織さんと同一人物だと信じられなかっただけだ。

　フォローユーザー数を確認すると、実に四九二七七四という異次元の数字があった。

　四九万。それだけの人間から注目されている。地方都市ひとつの人口と同程度だ。

　仕事名義のアカウントについて、お姉さんが「好きなことばかりツイートできる場所じゃない」と言っていた理由を、やっと正しく理解できたような気がした。

　つぶやいている口調も内容も、こっちは幾分堅苦しい印象がある。

　次に発言欄の最上段を眺めて、固定されたツイートに目を剥むいた。

　スマートフォン専用ＲＰＧ『Ｋａｒｍａ／ＤｅｍｏｎＣａｌｌ』。

　おそらく国内のソーシャルゲームでは、現在最大規模のユーザー数を誇るタイトルだ。

　プレイヤーは召喚術師となり、神々や悪魔を使役して戦う異能伝奇作品なんだけど……。

　──これって、僕と美織さんもプレイしてるやつじゃん！

　固定ツイートには「美森はな江」自身が手掛けたのであろう、イラストのサンプル画像が添付されている。その絵柄や色彩は、ゲーム内でよく見慣れているものだ。

　それで僕はこのとき、自分が以前からお姉さんが描いたイラストと日常的に接していた事実を、今更のように悟った。ただこれまで、まるでＰＮを把握していなかったんだ。

　自分が中途半端なヌルいオタクであることを、こんなに悔いたのは初めてだと思う。

　ソシャゲを遊ぶ際、登場キャラの絵を描いたイラストレイターが誰なのかって、いちいち僕は気にしたりしないからなあ。

　でも、そうすると美織さんって、自分がイラスト描いたりしたゲームを、いちユーザーとして遊んでることになるのかな。

　もはや色々と意味不明過ぎて、僕の理解可能な感覚を超えた世界だ。うむむ。

　──ていうか、どうして僕はそんな美織さんと付き合うことになったんだろう？

　昨日から、何度同じ疑問が脳裏に浮かんだのかも思い出せない。

　こじらせ気味だけど誰よりも特別なお姉さんと、取るに足らず何者でもない僕。

　しかも美織さんの素性を知るほど、かえって不可解さが増すようにさえ感じる。

　少なくとも、二人の風変わりな関係は普通じゃない、と思う。

　大学中退のフリーターにとっては、いくら首を捻ひねってもわからないことばかりだった。




　スマホを片手に車内で揺られていると、やがて地下鉄は平伊戸の駅に到着した。

　慌てて下車し、改札を潜くぐる。構内南側の出入り口へ進み、階段から地上に出た。

　目の前に広がったのは、雑然とした佇たたずまいの街並みだ。

　市道を離れて住宅地へ入り、さらに七、八分ほど歩く。

　ほどなく、前方に「コーポ平伊戸」という看板を掲げた建物が見えた。

　僕が田舎から星澄市へ出てきて以来、三年以上住んでいるアパートだ。

　鉄骨の外階段を上り、二階の一番奥にある部屋の前まで進む。

　財布から取り出した鍵を、ドアノブの穴に差し込んで捻った。

　がちゃりという散文的な物音のあと、玄関ドアが軋きしんで開く。

　昨日外出してから、ほぼ二四時間振りの帰宅だった。

　靴を脱いで部屋に上がり、改めて辺りを見回す。

　家賃は月三万九〇〇〇円で、築一七年になるワンルームだ。

　室内には、ベッドと机と本棚がひとつずつ置かれている。

　昨夜過ごした雛番のマンションとは、比較にも値しない場所だった。

　とはいえ、手狭で安普請でもあまり不自由を感じたことはない。

　僕は、いったん衣服を着替えることにした。

　何しろ、かれこれ丸一日以上も同じ服装のままだったからね。

　収納から新しい衣類を引っ張り出し、手早く着替えてしまう。

　ついでに他にも何着か見繕って、肩掛け鞄かばんの中へ詰めておいた。今後も美織さんのマンションで泊まる日が増えるなら、着替えを持っていく必要がある。

　次に机の傍そばへ歩み寄り、一番下段の抽斗ひきだしを引いて開けた。

　クリアファイルを取り出し、内側に挟まれた紙の束をたしかめる。

　アパートの賃貸借契約に関する書類を、ひとまとめにしたものだ。

　約款をよく読むと、契約解除の項目に「退去時に乙（借家人）は、その旨を必ず一ヶ月以上前から甲（家主）に予告連絡する義務を負う」と書かれている。

　それから署名捺なつ印いんの頁ページを広げて、末尾に記載された大家さんの連絡先を調べた。

　電話番号をスマートフォンにゆっくり入力していき、発信ボタンをタップする。

　日曜日だしつながらないかと思ったけど、すぐに応答する声が聞こえた。

「あの、突然のお電話で失礼します。コーポ平伊戸で、二〇四号室をお借りしている小こ宮みやですが。……はい。はい、いつもお世話になっております」

　定型通りに挨拶してから、本題を切り出す。

「実は近いうちに引っ越す予定になりまして。それで、部屋の解約手続きをお願いしたいのですが──」

　アパートから退去する時期は、契約内容を踏まえて来月末頃になった。

　どうせ賃料は日割できないし、六月分丸々支払いが発生するから、まあいいか。

　細かい事務処理は後日、大家さんが直接アパートを訪ねた際に行うという。

　ちなみに転出理由については、幸いにして探りを入れられなかった。

　差し当たり確認可能な範囲で、ひと通り用件のやり取りは済んだ。

　僕は、電話口で大家さんに繰り返し礼を述べてから、通話を切る。

　スマートフォンを耳から離すと、ぷはーっと長い溜ため息が漏れた。

　これでいよいよ、後戻りができなくなった。

　あとは美織さんとの同どう棲せいへまっしぐらだな。

　ていうか今更だけど、僕って美織さんのことが好き過ぎるかもしれない。

　昨日から現在に至るまで、行動原理の中心に常時お姉さんの存在がある。

　かなり状況に振り回された部分があるにしろ、結局は好きだから外泊したし、自分から告白もした。さらに同棲の提案に合意してから半日程度で、今住んでいるアパートを引き払うことまで決めちゃったんだよなあ。

　美織さんの言動と接していて、時折「愛が重いな」と思ったりしていたけれど──

　冷静になってみると、僕だって充分に大概だよねこれ。お姉さんを笑えそうにない。

　でも密ひそかに僕自身としては、自分がこうなるのは仕方ないな、という気持ちもある。

　美織さんと親しくなるより以前なんて、もぬけの殻みたいな状態で生きてたからね。

　あの毎日から脱出できたのは、つくづくお姉さんのおかげだと思う……。

　まあ、それはともかく。まだ引っ越し自体は先だけれど、今のうちから少しずつ部屋を片付けていこうかな。

　手はじめに普段使わないものの中から、必要なものとそうじゃないものを選別しよう。

　不要なものはまとめて、ゴミの日が来たら処分しやすいように部屋の隅に積んでおく。

　捨てずに取っておくものは、きちんと整理して、あとから順に梱こん包ぽうしなきゃならない。

　ただ今のところ、荷造りに使用するダンボール箱が手元にないんだよね。

　バイト先のスーパーで、用向きに合いそうなやつをもらってこようかな。

　何にしても、ひとつ作業開始しますか！




　…………。

　……。




　さて、部屋の中をひっくり返しつつ、あれこれ物品を選より分けていると。

　スマートフォンの時刻表示は、いつの間にやら午後三時四〇分を告げていた。

　これはマズい。今日のアルバイトは、午後四時からのシフトなんだ。

　僕は、ひとまず作業を切り上げて、着替えの詰まった鞄を肩から掛ける。

　慌ててアパートの部屋を離れ、勤め先のスーパーを目指して駆け出した。




　　　　〇　　〇　　〇




「コーポ平伊戸」前の路地を、市道まで引き返す。

　明かりの園方面へ数分歩くと、すぐに「スーパーマーケット河かわ丸まる」の店舗が見えた。

　駐車場を横切り、敷地の裏に回り込む。関係者専用の通用口から、建物の中に入った。

　商品搬入口の脇をすり抜けて、通路正面のドアを開けると従業員控室になっている。

　そこで偶然、四〇代後半ぐらいの男性と出くわした。

　このスーパーで店長を務めている、舟ふな木きさんだった。

　丁度、隣接した事務所から出てきたところらしい。

「おはようございます、舟木店長」

「……ああ、お疲れ様だ小宮くん」

　軽く頭を下げて声を掛けると、店長もこちらに気付いて返事を寄よ越こした。

　尚なお、なぜか従業員のあいだでは、夕方からの出勤でも「おはようございます」と挨拶するのが慣習化している。他業種でもよくあるお約束らしいけど、なんでなんだろうね。

「それじゃ今日もよろしく頼むよ」

　舟木店長は、短く言い残して、その場から早足で立ち去った。

　忙しそうだな。本部から無む茶ちやな仕事でも押し付けられたんだろうか。

　真面目だけど、ちょっと気が弱くて、根がお人ひと好よしな人なんだよね。

　いつも上層部と現場の板挟みになって、悩んでいるみたいに見える。

　……なんて、一介のアルバイトが気に掛けるようなことじゃないか。

　僕は、控室の奥にある男性更衣室へ入った。

　自分のロッカーを開けて、店の制服を取り出す。

　今着ている服を脱ぎ、白いシャツと茶色のスラックス、緑色のエプロンで身を包んだ。

　さっきから、着替えてばかりいるような気がするな。まあ別にどうでもいいんだけど。

　アパートから肩に掛けてきた鞄は、制服と入れ替わりにロッカーへ放り込んでおく。

　壁面の姿見で身み形なりを整えてから、従業員控室に戻った。

「──あっ、裕介先輩！　おはようございますっ」

　ドアを潜った途端、明るい声で名前を呼ばれる。

　ほぼ同じタイミングで、女性更衣室から着替えを済ませて出てきた女の子が居た。

　バイト仲間の晴はる香かちゃんだ。フルネームは今いま井い晴香で、最近一八歳になったばかり。

　大きな薄墨色の瞳が印象的な女子高生だ。たしか明めい南なん高校に通ってるんだったっけ。

　セミロングの黒髪を片側だけバレッタで留め、左右非対称の形状にしている。

　余談だが、女性従業員の制服は下がスカートだ。

「おはよう晴香ちゃん。今日もいつも通り元気みたいだね」

「えへへっ、おかげさまで。先輩はご機嫌いかがですか？」

　晴香ちゃんは、両手を腰の後ろで組み合わせ、こちらの顔を覗のぞき込んでくる。

「まあ特に良くも悪くもないよ。だから僕もいつも通りかな」

「つまり普通ですか。うんうん、いいことですよ普通なのは」

　肩を竦すくめて答えると、晴香ちゃんは前向きな口調で言った。

「先輩が絶不調とかじゃなくて、安心しました」

「だからって、絶好調ってわけでもないけどね」

「でも好調過ぎると、逆に失敗したりとかしません？」

「……あー。調子に乗って無茶するのとかはあるかも」

　ちょっと考えてから、同意してみせる。言われてみれば思い当たる節があるかも。

　晴香ちゃんは、我が意を得たとばかりに「そう、それです！」と言ってうなずく。

「以前に学校で世界史の先生が言ってたんですけど、昔の偉い哲学者さんは『何事もほどほどに偏らないのが一番いい』って考えたそうですから。えっと、そういうのをたしか、チュウヨウとかって……アリがストレスとか何とかいう……」
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「……たぶん、アリストテレスのことだよねそれ」

　古代の高名な哲学者も、害虫被害で悩んでる人みたいにされちゃ形無しだった。

　あと「チュウヨウ」っていうのは、少し発音が変だけど「中庸」のことだろう。

「あっ、きっとそれです先輩！　えへへっ、あたしって馬鹿だから思い出せなくて」

　晴香ちゃんは、頬ほおを指で掻かきつつ屈託なく笑った。

　ところで、なぜか僕は「先輩」と呼ばれているものの、この子と同じ学校に通ったことなどはない。改めて言及するまでもないけど、僕は元々地方出身者で、県外の高校を卒業している。

　晴香ちゃんは「自分より一年先にバイトをはじめていたから」という理由で、その呼称を僕に対して好んで使用しているらしい。

　そんなふうに所定の時間が来るまで、他た愛あいのない会話を交わしたあと。

　僕と晴香ちゃんは、それぞれ控室を出て、自分の仕事に取り掛かった。

　スーパーでの担当業務は、僕が品出しで、我が後輩はレジ打ちだ。

　まずは商品搬入口の前を通り抜けて、バックヤードへ踏み込む。

　運搬用の台車を確保し、配送センターから届いた荷物を検あらためていった。

　透明な収納ケースの中を探って、店の棚へ並べる順に商品を取り出す。

　ある程度台車に積み込んだら、陳列作業のはじまりだ。

　従業員のみ通過可能なドアを通り、店内の売り場へ繰り出した。

　台車に載せた商品を、個々に該当する棚の区画まで運んでいく。

「スーパー河丸」の売り場には、青果・精肉・鮮魚・惣そう菜ざい・ベーカリーなど、様々なコーナーがある。

　僕が品出しする範囲は、加工食品の一部や調味料、菓子類、レトルト及びインスタント食品、飲料類の他、日用雑貨の商品棚が該当していた。基本的にナマ物の食材は扱わず、冷凍食品を運ぶのはシフトが早番の日に限られている。

　最初は小麦粉やパン粉の袋から、売り場にまとめて並べてしまう。

　それから、醤しよう油ゆやサラダ油のボトルを出し、スナック菓子を陳列していった。

　チョコレート菓子やガムは、菓子コーナー以外の区画にも置き場があるんだよね。

　取り分け忘れちゃいけないのが、精算台周辺の商品棚だ。

　僕は、菓子類の詰まったダンボール箱を、台車でレジカウンター付近まで運ぶ。

　そのとき、にわかに視界の端に妙な人影がちらついた。

　見れば精算台が連なる列の向こう側から、こちらへ手を振っている女の子が居る。

　晴香ちゃんだ。若干背伸びするような姿勢で、自分の存在をアピールしているらしい。

　現在レジの前にお客さんは居ないみたいだけれど、いったい何をしているんですかね。

　実は店内で見掛けると、この子っていつも似たような合図を送ってくるんだけどさ。

　仕方なく、品出しの合間にこっそり片手で応えておく。

　晴香ちゃんは、それを視認すると、たちまちぱあっと笑顔を咲かせた。満足そうにうなずき、殊更に二度三度と、大おお袈げ裟さな所作で手を振ってくる。

　……が、直後にびくっと肩を震わせ、委縮した様子で身振りを止やめてしまった。

　隣のレジに立っているパートのオバチャンから、じろりと鋭く睨にらまれたせいだ。

　まあ仕事中なんだし、そりゃ怒られて当然だよね。

　僕は、レジ付近の菓子類を陳列し終えると、おもむろに売り場へ引き返した。

　その後はカレールゥを銘柄別に分けて、製造年月日で手前と奥の箱を入れ替えつつ、商品棚に並べていく。

　次はミートソース缶を出す番だなあ──

　などと考えていたら、精肉コーナーのところから舟木店長が歩み寄ってきた。

「小宮くん。そろそろ七時だし、いっぺん休憩に入っておいてくれ」

　指示を受けて、初めて今の時刻に気付いた。

　スマホを取り出してたしかめると、午後六時五七分と表示されている。

　僕は「はい、わかりました」と答え、作業を中断して売り場を離れた。

　店の奥へ下がる途中で、惣菜コーナーの厨ちゆう房ぼうに立ち寄る。

　従業員価格で唐揚げ弁当のパックをひとつ買って、休憩に入った。




　控室に戻ってくると、スチール椅子を出して長机の前に腰掛ける。

　備え付けのポットからお茶を注ついで、夕食を取ることにした。

　今日は朝食が遅めで昼食を抜いたから、空腹感は比較的強い。

　弁当の蓋を開き、割り箸で白米とおかずを口の中へ放り込む。

　ほどなく鮮魚コーナーに近い出入り口から、晴香ちゃんが控室に姿を現した。

　どうやら、同じタイミングで休憩に入ったらしい。両手で紙袋を抱えている。

「先輩、お疲れ様でーすっ」

　こちらに明るく声を掛けつつ、ささっと傍かたわらへ接近してきた。

　新たなスチール椅子を手繰り寄せ、すぐ隣に着席する。

　いやあの他にも空いている場所なら、沢山あるんだけど……

　なんで躊ちゆう躇ちよなくそこに座るの。肩が触れそうなぐらい近いよ。

「あのっ、先輩。よかったら、このパン食べます？」

　晴香ちゃんは、ラップで包装された調理パンを、紙袋の中から取り出して言った。

　白身魚のフライと緑黄色野菜を挟んで、甘じょっぱいソースで味付けしたやつだ。

「いましがた夕飯用に他のパンを買ったら、松まつ田ださんがおまけしてくれたんです」

　松田さんというのは、ベーカリーコーナーの主任チーフだな。

　背が高い二〇代半ばの男性で、このスーパーの正社員。

「とても美味おいしそうだけど、晴香ちゃんがもらったものを僕が食べていいのかな」

「大丈夫ですよ。きっと松田さんも、余ったパンをみんなに配ってるんだろうし」

　ちょっと思慮して訊きいてみたものの、笑顔でパンを手渡されてしまった。

　うーん、それは果たして事実なんだろうか。

　晴香ちゃんは、けっこう可愛かわいらしいし、性格も明るいから、店内じゃ人気者だ。

　でもって恋愛感情がないにしても、女の子を無意識に贔屓ひいきしてしまう男性は多い。

　だが、そんなことは知ってか知らずか。

　晴香ちゃんは、さらに紙袋の中から新しい菓子パンを取り出す。

　チョコレートと粉砂糖で、表面が半分近く覆われたものだった。

「それにあたし一人じゃ、何個もパンを食べ切れないですよー」

　いかにも甘そうなパンだけど、我がバイトの後輩は笑顔で齧かじり付く。

　それが晩ご飯で、栄養的には問題ないのだろうか。余計な心配かな。




　……そうして、やがて休憩時間が終了する。

　僕は、その後も店の売り場で、品出し業務をせっせと続けた。

　インスタントラーメンやレトルトカレーを、決まった商品棚に並べていく。

　しばらくして、午後九時半が過ぎた頃。

　飲料売り場で缶コーヒーを箱から出していたら、またしても声を掛けられた。

　ひと足先に終業時間を迎え、今から退勤しようとしている晴香ちゃんだった。

　すでにスーパーの制服は着替えていて、代わりにセーラー服を着用に及んでいる。

　たしか、これは明南高校の制服だよね。白と青を基調にしたデザインが爽やかだ。

　今日みたいな日曜日でも、晴香ちゃんはこうして制服姿で出勤していることがある。

　詳しい事情は知らないけれど、ときどきバイト前に休日登校するからだったはずだ。

「先輩、お先に失礼しますねー」

　わざわざ帰る前に店内を通って、僕のところへ挨拶しに来てくれたらしい。

　黙って裏の従業員用通用口から出ていってもかまわないのに、律儀な子だな。

　尚なお、晴香ちゃんの仕事が僕より一時間早く終わるのは、もちろん店側が女子高生を夜遅くまで働かせられないためだ（午後一〇時以降は深夜労働になってしまう）。

　それにレジ打ち業務も、とっくに多忙な時間帯は越えている。あとはタイムセールの品を買い漁あさるお客さんを捌さばく程度だし、人件費節約の点からも仕事を切り上げさせたいんだろうね。

「お疲れ様、晴香ちゃん。夜道には気を付けて帰りなよ」

「はい先輩、気を付けますっ。──あの、それとですね」

　晴香ちゃんは、明るく返事してから、こちらの様子を窺うかがうように続ける。

「明日も夕方から、一緒にシフトが入ってましたよね？」

「……ああー。そう言えば、そうだったかもしれないな」

　訊かれて、ぼんやり勤務表を思い出してみた。

　たしかに指摘通りのシフトだった記憶がある。

　僕と晴香ちゃんは、わりとバイトの出勤日が被かぶっているんだよね。

　まあこっちはフリーターだから、根本的に丸一日休みになることが少ないんだけど。

「そうそう、明日もお仕事ですよあたしたち。頑張りましょう！」

「明日は、仕事中に手を振って怒られないようにしないとだね？」

　故意に揶揄からかうと、晴香ちゃんは少し慌てて言い繕おうとした。

「あっ。そ、それはもう心配ありませんから」

「ははは。そっか、しっかり頼むよ」

「はい、見付からないように上手うまくやります」

「って、止めるんじゃないんだ!?」

「これでもあたしって、けっこう粘り強さに自信があるんですよ」

「その長所は、別の分野で活いかした方がいいんじゃないかな……」

　なぜか得意げな晴香ちゃんを見ていると、想定外の不安を覚えてしまう。

　それほど厳しいバイトじゃないけど、給料分は真面目に働いてください。

「じゃあ先輩、明日もよろしくお願いしますねー！」

「うん、こちらこそよろしく。じゃあね晴香ちゃん」

　晴香ちゃんは、別れの言葉を告げると、その場から駆け足で立ち去った。

　店を出て姿が見えなくなるまで、こちらへ何度も左右の手を振り続けていた。

　仕事のあとだっていうのに、どこまでも元気だな。あれが女子高生の若さか。

　それから、僕は自分の作業に戻って、しっかりあと一時間ほど労働し続けた。

　基本的に品出し業務は、遅い時間帯まで店に残って働くことが多いバイトだ。

　営業終了してからも、翌日の特売コーナーを作らなきゃいけなかったりする。

　この日も退勤前にタイムカードを切ると、時刻は午後一〇時四五分と記録されていた。

　わかっちゃいたけど、やっぱりいつもの終業時刻だったな。

　まあ、いずれにしろ今日の仕事は終わった。雛番へ急ごう。

　僕は、制服から私服に着替え、舟木店長に挨拶してスーパーを離れた。




　　　　〇　　〇　　〇




　地下鉄の平伊戸駅から、南北線で星澄市北区へ向かった。

　雛番中央で下車したあとは、日中に来た街路を引き返す。

　ほどなくして、夜道の先に「ロイヤルハイム雛番」が見えた。

　マンションの共用エントランスへ入り、壁面の端末に近付く。

　液晶画面に部屋番号を入力し、九〇一号室を呼び出した。

〈──おかえりなさい裕介くん。ちょっと待っててね〉

　通話状態になると、お姉さんの弾んだ声が聞こえてきた。

　こちらが名乗るよりも早く、エレベーター前のドアが開く。

　セキュリティ用のカメラで、先に僕の姿を確認したらしい。

　上層まで昇って、九〇一号室前で改めてチャイムを鳴らす。

　美織さんが出迎えて、僕を部屋の中へ招き入れてくれた。

「本当にけっこう遅いんだね、バイトの終業時刻って」

「まあ出勤が夕方からだと、毎回概おおむねこれぐらいだよ」

　リビングでソファに腰掛け、アパートから運んできた鞄かばんを肩から下ろす。

　美織さんは、キッチンで二人分のアイスティーを淹いれて、僕にも勧めてくれた。

　礼を言って受け取ると、ストローで吸い上げて、一気に半分ほど飲んでしまう。

　冷たい液体が喉を潤して、美味しかった。

「ねぇ裕介くん。やっぱり、もうアルバイトは辞めちゃったらいいと思うよ」

　美織さんもストローでアイスティーを飲みつつ、差し向かいのソファに座った。

　それから、やや前に身を乗り出して、僕の顔をじいっと真まっ直すぐ見詰めてくる。

「折せつ角かく同どう棲せいするわけだし、二人で一緒に居られる時間は減らしたくないもん」

「こっ、恋人同士の同棲だからって、四六時中一緒なのもどうかと思うけど」

「それとも実は裕介くん、今のバイトに勤労意欲を刺激されてたりするの？」

「いやまあ、そこまで立派な意識を持って働いてるわけでもないけどね……」

　詰め寄るように話し掛けられ、つい曖昧な態度でばかり返事してしまう。

　僕個人の認識として、これは単純ならざる要素が絡み合った問題なのだ。

　実際的な部分から言えば、まず「アルバイトすら辞めて、美織さんと二人っきりで日々を過ごすようになったら、自分の社会的な立場はどうなるのか？」という怖さがあった。

　お姉さんに扶養されることで無職の引き篭こもりになれば、世間との接点が断絶する。

　それは冷静に考えると、やはり未婚のうちは望ましくない状態に感じられた。

　あと僕はバイト自体について、然さ程ほどやり甲が斐いを感じたことはないけれど、極端に嫌ってもいない。少なくとも過去に大学のキャンパスより、勤務先の店で居心地良さを覚えたのはたしかだ。

　だから中退して、フリーターになってしまった。

　この辺りは理解してもらうのが、ちょっと難しいかもしれないな……。

「ひょっとして同棲しはじめても、まだしばらくアルバイトを続けるつもり？」

　美織さんは、眉を顰ひそめて、不満そうに問い質ただしてきた。

　ほんの少し逡しゆん巡じゆんしてから、僕は静かに首肯してみせる。

　それを見るなり、お姉さんは憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「それは要するにあれかな……『異世界転生してチートスキルを手に入れたから、気楽にスローライフを送ろうと思ったけど、たまにはモンスターと戦っちゃうぞ☆』みたいな傾向の、ライトファンタジー的な展開を今後は希望しているってこと？　何もしなくても毎日のんびり暮らせるんだけど、あえて冒険の依頼も引き受けちゃう的な意味で」

「いや僕、その系統の作品は詳しくないんで、全然例えがわからないんだけど」

「現実はラノベと違うんだから、余計なバイトも冒険も必要ないってことだよ」

　控え目に当惑を伝えると、美織さんは悲しげに説明し直した。

　ていうか、唐突に妙な比喩を持ち出すのは止やめて欲しいです。

　かえって何を言いたいのか、意味がわからなくなるから。

「これからは働かなくたって、私が扶養してあげるって言ってるのに……」

　美織さんは、アイスティーをテーブルの上へ置くと、なぜか宥なだめるように続けた。

「心配しなくても、ちゃんと五万円ぐらいなら毎月お小遣いもあげるよ？」

「単に自分で自由にできるお金を確保したいからってだけで、バイトを続けたいわけじゃないんだけど!?　しかも金額がやけに具体的だね!?」

「やっぱり五万円じゃ足りないかな。もっとガチャ回すのにお金欲しい？」

「なんで用途がソーシャルゲームの課金だって決め付けるの!?　ていうか僕って、毎月五万円近くもガチャを回しそうだと思われてたのか!?」

「一〇万円までは微課金だって人も居るし。欲しいキャラなら回すよね？」

「それは絶対影響されたら駄目な人の金銭感覚だよ、完全に色々麻ま痺ひしてるから!!　欲しいキャラが居ても我慢するからね普通は!!」

　ツッコミどころが満載過ぎて、頭が痛い。

　そう言えば、ふっと思い出したんだけど。

　ときどき美織さんがネット上にアップロードするソシャゲのスクリーンショットを見ると、凄すごい高性能ハイスペツクなレアキャラばっかでパーティ編成されてたりするんだよなあ。

　あれは相当ガチャを回して揃そろえたんですかね。どれだけ課金したのやら。

　……って、今はソシャゲのガチャでなんやかんや言ってる場合じゃないぞ。

　まだアルバイトを続けるのか、完全に扶養されるかの話し合いだった。

「えっと……。逆にこっちからも、一応訊きいておきたいんだけど」

　僕は、アイスティーをもうひと口飲んでから、微妙に居住まいを正す。

「美織さんはどうして、そこまで僕にバイトを辞めさせたいの？」

　そう。これはよく考えてみると、けっこう根本的な疑問だった。

　お姉さんは、昨日「同棲してくれるなら、扶養してあげる」と、たしかに言った。

　しかし世間一般的な感覚で考えれば、たとえフリーターだとしても、恋人が無職であるよりは幾分か好ましいはずだろう。

　然しからば、アルバイトを頻しきりに辞めろと勧める理由は、果たして何なのか。

「ずっと一緒に居たいから」とは言うけれど、単にそれだけとは思えない。

　今更ながら正面から向き合って、返事を待つ。

　すると、美織さんは目を横へ逸そらし、体裁が悪そうに身み動じろぎした。

　ついいましがたの僕と、態度があべこべに入れ替わったみたいだ。

　そうして、お姉さんは僅かな間を挟んでから、ぽつりとつぶやく。

　うっかりすると聞き逃しそうな、ちいさな声だった。

「きっと女の子が居るから」

「……んんっ？　女の子？」

　即座に要領を得ることができず、僕は反射的に訊き返した。

　美織さんはどういうわけだか、いじけたように背を丸める。

　やがて、こちらへ牽けん制せいめいた視線を送りながら答えた。




「きっとスーパーみたいな場所には、若い女の子が必ず居るから」




　…………。

　……呆あつ気けに取られて、数秒余り口を噤つぐんでしまった。

　きっとスーパーみたいな場所には、若い女の子が必ず居るから。

　だから美織さんは、僕にアルバイトを辞めてもらいたいという。

　七歳年上のお姉さんが漏らした言葉の意味──

　それがまるで理解できないほど、察しは悪くないつもりだ。

　つまり僕が他所よそで、自分より年下の女性に誘惑されないか、懸念しているんだろう。

　恋人との年齢差をよっぽど気にしていて、想像以上に引け目を感じているんだなあ。

　昨夜気持ちをたしかめ合った際、僕は散々そんなのどうでもいいって言ったのに。

　まあバイト先に若い子っていうか、女子高生とかが居るのはその通りなんだけど。

「僕は、美織さんしか好きにならないよ。約束しても信じられないの？」

「恋愛ドラマじゃ、同じようなこと言った俳優がいつも浮気してるもん」

　真摯に話し掛けてみたつもりだけど、美織さんはちっとも納得してくれない。

　しかも相変わらず架空の話から得た知識（今回はアニメやゲームじゃなく、実写ドラマみたいだけど）で、恋愛経験の乏しさを補おうとしているし。
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「じゃあ、まさか僕がスーパーのバイトを辞めない限り、信用してもらえないわけ？」

「今朝も言った通り裕介くんを信用はしているけど、そうじゃないと安心はできない」

「それはまた、いったいどうして」

「……だって君、いつも優しいし」

　重ねて問い掛けると、美織さんは意外な不安の根拠を打ち明けた。

　不ふ貞て腐くされたような表情を浮かべて、ちょっと苛いら々いらしながら続ける。

「もし女の子の方から好かれたとき、ちゃんと相手を冷たく突き放せる？」

　突然、逆方向から切り返されてしまった。

「僕にだってできるよ、それぐらいは」

「女の子が泣き付いてきたとしても？」

「も、もちろんさ」

「……本当かなあ」

　美織さんは、訝いぶかしそうに低くつぶやく。まずい。

　今の回答は、自信のなさが表に出ちゃったなあ。

　何しろ男女間の修羅場自体、経験したことがないからね僕は。

　そういう状況で自分が対応できるか、全然想像も付かない。

　でも差し当たり、この場は何とか取り繕っておかなきゃ。

「そもそも、僕は浮気できるほど異性にモテないよ」

「どうして、そんなのはっきり言い切れるの」

「だって大学中退のフリーターで、将来性が薄いし」

「でも私は好きになったよ、裕介くんのこと」

「そ、それはまあ……。そうかもしれないけど……」

「ああ、やっぱり心配だよ……もしスーパーに裕介くんみたいな、家事万能で若干可愛かわいい感じの男の子を好む若い女の子が居て、ちょくちょく誘惑していたりしたらと思うと──こっ、これがまさかドラマでも見た略奪愛……ッ!?」

　お姉さんは、唐突に悲ひ愴そうな声音を漏らし、苦しげに喘あえいだ。

　勝手に脳内で妄想を繰り広げ、思い詰めてしまったようだ。

　やっぱりこじらせているなあ……。

　心配ないと請け合っても、あくまで食い下がられるとは。

　とはいえ、その余裕のなさは少し滑稽に思えなくもない。

　それで自然と、苦笑混じりに率直な感想が漏れてしまう。

「きっと美織さんだけだよ、そんなふうに僕を好きになってくれる女性ひとは」

　美織さんは、ゆっくりと二度、枯葉色の瞳を瞬まばたかせた。

　人差し指の側面を頤あごに添え、ちょっと思案するような仕草を覗のぞかせる。

　あたかも、容疑者の供述に基づいて推理する探偵みたいな動作だった。

「……まあ、バイトの件に関する結論は、ひとまず保留にしておこうかな」

　たっぷり一〇秒以上は間を置いてから、美織さんが口を開いた。

「いずれにしろ結婚するまでには、きちんと辞めておいてもらいたいけど」

　そんなにまで無職の恋人がいいんですかお姉さん。

　半端なく独特な価値観には、戦慄せざるを得ない。

　交際相手の浮気を防ぐためなら、マジで形なり振ふりかまわないんだな……。

　などと、密ひそかに畏怖の念を募らせていたら。

　美織さんは、おもむろに話題を転じてきた。

「ところで、今夜もお風呂に入るよね？　バイトで汗かいちゃってるんだろうし」

　労いたわるような口調だけど、何となく待ち構えていたようにも聞こえた。

「今すぐにでも入浴できるよ。浴槽なら三〇分ぐらい前に湯張りしておいたから」

「……ひょっとして、美織さんもまだお風呂に入ってないの？」

　ある仄ほのかな予感を抱きながら、僕は質問を投げ掛けてみた。

「僕がここへ戻ってくるより先に、入浴したってよかったのに」

　美織さんは、ソファから立ち上がると、給湯器の端末を確認する。

　それから、ふわふわした栗くり色いろの長い髪を揺らし、こちらを振り返った。

　枯葉色の瞳には、人恋しそうでありつつも、妖しい光彩が宿っていた。

「だって、今夜も裕介くんと一緒に入りたいと思ったんだもん」








◇第三章「お姉さんと僕の日常」









　今夜はひとつにつながるべきじゃない、と僕は考えた。

　何しろ、美み織おりさんは昨日の夜、処女喪失したばかりだ。

　今朝も話し合ったけど、いきなり二日続けて行為に及ぶのは、良くない気がした。

　それで、念のために「一晩ぐらいは様子を見ておくべきだよ」って、勧めたんだ。

　もっとも当のお姉さんは、少しがっかりして物足りなそうだった。

　そこまで気を遣わなくても、とっくに大丈夫だと考えていたらしい。

「裕ゆう介すけくんがマンションを出て、一、二時間後には初体験の違和感も治ってたんだよ」

　二人で入浴していると、美織さんは湯船の中で寄り添いながら言った。

「だから、すっかり普段通りだし。えっちなことするのに何の支障もないと思うけど」

　おそらく、それは嘘うそじゃなかったんだと思う。

　けれど万が一にも、美織さんの身体からだに負担が掛かる真似まねはしたくない。

　なので大事を取って、やはり無理するのは止よしておこうと結論付けた。

「何度も言うけど、僕は美織さんのことを一番大切にしたいんだ」

「……うん。そんなふうに君が考えていてくれて、凄すごく嬉うれしいな」

　美織さんは、好意的にうなずき、しかし複雑そうな面持ちで返事した。

　幸福感と不満感とが、心の中に半々で混在しているような反応だった。

「でもね裕介くん。私は君のこと、いつだって喜ばせたいんだよ」

　そのとき枯葉色の瞳は、じっと僕の顔を見据え、熱っぽい視線を送っていた。

　お姉さんが何を考えているかについて、咄とつ嗟さに理解が及ばず、僕は少し黙り込んだ。

　困惑しながら様子を窺うかがっていると、耳元に蠱こ惑わく的てきな声音で、優しく囁ささやき掛けられた。

「ねぇ。ひとつにならなくたって──私が君を喜ばせる方法なら、いくつかあるよね？」

　浴室を出ると、二人で一糸も纏まとわぬまま、同じベッドに入った。

　美織さんは、僕の身体に綺き麗れいな指で触れ、健けな気げに昂たかぶりを引き出そうとしてくれた。

　ぎこちない所作だったけど、そのぶん逆に懸命な気持ちが伝わってきて興奮した。

　殊更にお姉さんへの愛いとしさが募って、つながらないままでも堪こらえ切れなくなる。

　僕に多くを与え、ひと頻り喜びをもたらすと、美織さんは満足そうに目を細めた。

　──なぜお姉さんは、こんなにも僕に尽くそうとしてくれるんだろう？

　ふっと疑問が浮かんだけど、答えは訊くまでもなく察せられた。

　過去の発言通りなら、お姉さんは成人向けサブカルチャーコンテンツの類を、少なからず日頃から摂取し、独自の研究対象としている。

　そのせいで「異性をどう喜ばせるか」という偏った知識だけは、非常に豊富なはずだ。

　きっと事前に予習していた行為を、実践に移したに過ぎないのだろう。

　とはいえ、ああいう創作物で描かれる行為って、現実じゃ女性は忌避感を覚える場合が多いと聞いたことがあったんだけど……

　美織さんは、ちっとも嫌そうな素振りじゃなかったなあ。

　ほんの一日前まで、男性経験が皆無だったっていうのに。

　美織さんはこういう部分も変わっていて、普通じゃないのかもしれない。

　他の女性がどうなのかは知らないから、よくわからないけど。

　やっぱり人それぞれなんだろうか。

　ただ確実に言えそうなのは、お姉さんが酷ひどく魅力的な恋人だってことだ。

「毎日こんなことばかりしていると、美織さんのせいでますます駄目になりそうだよ」

　眠りに落ちる直前、僕らはベッドの上で寝転がりながら、互いに見詰め合っていた。

「元々大学中退のフリーターで、その日暮らしのクズみたいな生き方しているのにさ」

「それでもいいと思うよ裕介くんは。いつでも沢山、お姉さんに甘えて欲しいな……」

　美織さんは、僕の腕の中に裸身を委ね、間近で微笑ほほえみ掛けてきた。

　まるで魔法で五感を奪われ、脳が蕩とろけてしまいそうな心地だった。

「そうして、私なしじゃ生きられないようにしてあげるね」

　愛いとおしむように紡がれた言葉は、なぜか呪縛めいていて、冗談に聞こえなかった。




　……ベッドの上に身体を横たえたまま、すぐ脇の円形テーブルを見る。

　そこに載っている置き時計の針二本は、午前七時半過ぎを指していた。

　わりと早く目が覚めたな。意識もはっきりしていて、寝不足でもない。

　もちろん隣には、美織さんが眠っている。穏やかで、可愛い寝顔だった。

　こうして朝を迎えるのは二度目だけど、今回も僕が先に起きたみたいだ。

　掛布団の下じゃ、互いの裸身が触れ合っていて、温ぬくみを感じる。

　そのまま無言でしばらく、僕は朝の静かな時間が流れるのを待った。

　やがて、美織さんがもぞもぞと傍かたわらで身み動じろぎしはじめ、目を覚ます。

「おはよう美織さん。昨夜はよく眠れた？」

「……今朝も裕介くんが先に起きたんだね」

　声を掛けると、美織さんは残念そうに唸うなった。

「君だけ二日連続で、私の寝顔を見たのは狡ずるいと思うな」

「美織さんの寝顔、可愛かった。早起きした甲か斐いがある」

「アラサーに朝から言う台詞せりふじゃないよそれ」

「仕方がないさ、実際可愛かったんだからね」

　ベッドで上体を起こし、僕は故意に少しおどけて答えてみせる。

　美織さんも同じように起床しながら、元々形のいい唇を歪ゆがめた。

　恨めしそうな目つきで、こちらを正面から鋭く睨にらんでくる。

　ただし枯葉色の瞳は、微妙に潤んでいた。頬ほおも薄い桜色だ。

　僕は、美織さんに心を込めてキスした。

「お姉さんが可愛いこと」の証明を、明らかに要求されていたからだ。

　互いに相手の肩や背中に手を回し、裸体を寄せて、口唇を貪り合う。

　顔を離して呼気を吐き、美織さんは得意げな笑みを浮かべた。

　うつむき気味になると、次いで上目遣いにこちらに目をやる。

　途端に上機嫌になって、湧き上がる歓喜を抑え切れない様子だ。

「それで年下の裕介くんは、今日も朝からお姉さんにドキドキしちゃったのかな？」

　まるで勝ち誇るように問われて、思わず苦笑を禁じ得なかった。

　掛布団の下で恋人の身に生じている変化を、美織さんも把握したらしい。

　キスで接近した際、肌がまた男性特有の箇所に触れたんだろうね。

「昨日の朝も言ったけど、基本的には生理現象なんだよ。ただ、やっぱりその──」

　いったん言い訳がましく説明したものの、指摘された要因も否定はできなかった。

「可愛いお姉さんと裸同士で隣り合ってると、余計に身体が熱くなったりするけど」

「……あはは、そっか。身体が熱くなっちゃったんだ？　もう、しょうがないなあ」

　美織さんは、生なま温ぬるく微笑んだまま、恥ずかしそうにかぶりを振った。

　僕の胸に人差し指を立て、ちょんちょんと二、三度軽く突つついてくる。

「ねぇ裕介くん。それじゃまた、お姉さんが昨日の夜と同じことしてあげよっか？」

「昨日の夜と同じこと……って、今起きたばかりなのに？」

「うん。そうすれば、また裕介くんが喜んでくれるでしょ」

　咄嗟に訊きき返すと、美織さんはちいさく首肯した。

　唐突な誘惑に目を剥むき、息を呑のんで言葉に詰まる。

　少し逡しゆん巡じゆんしているあいだにも、掛布団が捲まくり上げられてしまった。

　お姉さんは、僕の下腹部を前傾姿勢で覗き込み、慈しみはじめる。

「……う、うわあっ。好きだ。好きだよ、美織さん……っ」

　いつの間にか呻うめき声と共に、僕は思いの丈を吐露していた。

　ひたすら恋人を喜ばせようとする美織さんを見て、いっそう愛いとしさが増してしまう。

　背筋を貫くような刺激と、胸を打つ献身に接し、ひと時陶然とした感覚に陥った。

「今更なんだけど、昨日の朝も同じようにしてあげればよかったね」

　僕の昂りが鎮まると、美織さんはウェットティッシュで汚れを拭きながら言った。

「裕介くんさえ望むなら、毎朝こうやって甘やかしてあげよっか？」

「ま、毎朝はちょっと。寝起きから疲れるとマズい日もあるし……」

　必死に自制心を働かせて、頭がくらくらしそうな申し出を辞退した。

　誤ご魔ま化かすように衣服を抱え、差し当たりシャワーを借りたい旨を伝える。

「じゃあお先にどうぞ」とお姉さんにうながされ、僕は浴室へ駆け込んだ。

　温水を浴びていると、脳裏をぼんやり掠かすめる記憶があった。

　昨夜、寝物語に交わした言葉だ。今も耳の奥に残っている。

（──私なしじゃ生きられないようにしてあげるね）

　美織さんがあんなことを言ったのは、やっぱり僕がいずれ傍そばから離れていくんじゃないかと、不安に感じているせいだろうか。

　アルバイトを辞めようとしないから、余計に心配しているのかもしれない。

　それで朝と夜とを問わず、ますます僕を甘やかそうとしている、とか……？




　着替えを済ませ、脱衣所から出る。

　リビングへ引き返すと、美織さんがソファにちょこんと腰掛けていた。

　入れ替わりにシャワーを使うため、僕が浴室から出てくるまで待っていたんだろう。

　浴槽に浸つかるわけじゃないこともあって、二人で湯を浴びる意思はなかったらしい。

　とはいえ、その有様がまったく思い掛けない光景だったので、面食らってしまった。

　お姉さんは、裸の上にシャツ一枚だけ羽織り、ボタンを前で二、三個留めた恰かつ好こうだ。

　しかも、そのシャツは僕が昨日着て、片付けるのを忘れていたやつだった。

　ぶかぶかで丈が長く、袖も持て余し気味で、まるでサイズが合っていない。

「あはは。裕介くんの服、今だけちょっぴり借りちゃってるね」

　美織さんは、こちらの視線に気付いたらしく、はにかむように笑った。

　自分の身み形なりを見せびらかすようにして、左右の手を水平方向へ広げる。

「密ひそかに憧れだったんだ、『彼シャツ』って。……駄目かな？」

　大きく開いた胸元からは、豊かな膨らみで形成された谷間が覗のぞく。

　挙措に合わせて裾が持ち上がる都度、露出した大だい腿たい部ぶの奥まで視界に入りそうだ。

　ついさっき、生まれたままの姿を見ていたはずなのに、全裸より色っぽく感じた。

　そこはかとなく気恥ずかしくなって、僕は正面から目を逸そらす。

「別に駄目じゃないけど。それ僕が着たシャツでいいの？」

「もう、わかってないなあ。むしろ裕介くんのじゃなきゃ」

　美織さんは、ちょっと呆あきれたように抗議してきた。

　それからシャツの袖に顔を近付け、くんくんと匂いを嗅ぎはじめる。

　すると、急にうっとりとして、夢見る乙女みたいな面持ちになった。

　……何だか、かえってこっちの方が妙な居心地悪さを覚えてしまう。

　しかしお姉さんも僕の反応を見て、またすぐ我に返ったらしかった。

　両手を膝に置くと、もじもじしながら気まずそうに居住まいを正す。

「でもやっぱり、こういうのにはしゃぐアラサーって痛いかなあ。どう思う？」

「どうと訊かれても。本人が好きなら、他の人が口を挟むことじゃないような」

「う、うーん。彼シャツを着るのって、何歳までに卒業しておくものなんだろ」

　美織さんは、眉を顰ひそめて低く唸った。

　今朝は普段にも増して、次から次へ忙せわしなく表情が変わる。

　情緒不安定かな？　まあ、見ているぶんには飽きないけど。

　とりあえず「アラサー女子が彼シャツを着ること」に関しては、やはり尺度が曖昧で判定するのが難しい。価値観は人それぞれだからね。

　この問いにはおそらく、類似した傾向の事例が他に沢山ある。

「ゴスロリ系のファッションが着られるのは、何歳までか」

「深夜の美少女アニメを見て喜んでいいのは、何歳までか」

「アイドルのファンになるのが許されるのは、何歳までか」

「異性との性交経験を最初に持つべき時期は、何歳までか」など。

　僕が明言できるのは、僕は僕のシャツを着ている美織さんが好きだということだけだ。

「それはそうと、美織さんも早くシャワーを浴びてきたらどう？」

　僕は、浴室側へちらりと視線を送って勧めた。

「朝食なら、そのあいだに僕がキッチンを借りて準備しておくよ」

　裸の上からシャツを羽織っただけのお姉さんは、従順にうなずいて立ち上がった。

　いったん寝室へ着替えを取りに戻ってから、ふらふらした足取りで浴室へ向かう。

　ちなみにただ歩いているだけでも、いちいち布地の隙間から見える肌が色っぽい。

　美織さんが脱衣所に入るのを見送ってから、僕はキッチンに立つ。

　冷蔵庫の中身を検あらためて、何を作るか思い描きつつ、食材を選んでいった。

　調理器具や調味料の置き場所は、昨日も朝食を用意したから覚えている。

　コーヒーも、僕が勝手に淹いれちゃっていいのかな？

　……まあ、もし怒られたら、素直に謝ればいいか。




　約三〇分ほど経過すると、美織さんがリビングに再び姿を現した。

　すでに脱衣所で髪を乾かし、ゆったりした部屋着を着用している。

　まだ化粧はしていないみたいだ。ていうかメイク時とそれ以外で、ぱっと見ただけじゃ差異がよくわかんないんだよな美織さんは。なんだこの可愛かわいいアラサー。

　本人によると、「すっぴんは童顔なのが辛つらい」らしいんだけど。

　正直化粧してたって、女子大生ぐらいにしか見えないからなあ。

　何はともあれ、二人で揃そろってダイニングカウンターに着席する。

　トーストや野菜スープの皿を並べたら、朝の食事のはじまりだ。

「──ねぇ、ところで裕介くん」

　美織さんは、食事中にスプーンを置くと、僕の名前を呼んだ。

　こちらを真まっ直すぐ見詰め、不意にキリッと表情を引き締める。

「もうこの際だし、今すぐお姉さんと結婚しよっか？」

「この際も何も同どう棲せいだってはじまってませんけど!?」

　意味不明過ぎるが、唐突に逆プロポーズされてしまった。

　二日連続で外泊こそしたものの、まだ僕は平ひら伊い戸どのアパートを解約していない。

　早くも同棲気分に染まりつつあるけど、引っ越しの荷造りすら済ませてないからね？

　もっと言えば僕らは二人共、一昨日おととい恋人になって初めて男女関係を持ったばかりだ。

　にもかかわらずこのお姉さん、何もかも圧倒的に先走り過ぎである。

　そりゃあ、元々結婚を前提に同棲して欲しいとは言われていたけど。

　たった二泊三日で、次々と人生の重大事項を迫らないでください。

　本当にいったい、どういう了見なのやら……。

　即断即決をうながされ、どうしたものかと戸惑っていたら。

　お姉さんの面差しが、みるみる悲しそうなものに変化していく。

　目の端には、じんわりと透明な滴が滲にじみはじめた。

　やっぱり今朝は情緒不安定なのでは。

「うっ、ううっ。だってね、ホントに裕介くんが作ったお料理美味おいしいから」

「朝食が気に入ってもらえたのは嬉うれしいけど、それでどうして泣くの……？」

「まだ裕介くんは若いからわからないんだよ、ささやかな幸せの希少性が！」

　素朴な疑問を口にすると、美織さんが拳をカウンターの天板にダンッ！と打ち付けた。

「アラサー独身喪も女じよがふらっとシャワーを浴びてリビングに戻ってきてみたら、私のことを好きだって言ってくれる年下男子が美味しい朝食作って待っててくれるんだよ!?　こんなの二〇代後半の女性購買層を想定した恋愛漫画の世界にしかないイベントだと思ってたもん!!」

　お姉さんの口調には、謎の悲ひ愴そう感が漂っていた。

　早口で捲まくし立てて、こちらへ泣き顔を近付けてくる。

　僕は、やや気け圧おされて面食らい、狼ろう狽ばいしてしまった。

　と、美織さんは頭を抱え、苦しそうに唸うなりはじめる。

「そりゃ結婚考えるよ普通に……。もうアラサー独身喪女に戻りたくない……」

「喪女はともかく、アラサーで独身なのは恋人ができただけじゃ変わらないけど」

「もう自分一人だからって、シリアルに牛乳注いだだけの手抜き朝食にも戻りたくない」

「……まあ、自分のご飯しか作らなくていいと、真面目に料理しないのはよくあるよね」

　無駄に色々な現実を痛感させられる言い分だった。

　何だかんだ一人暮らしだし、僕だって忙しければ料理をぞんざいに済ませる。

　自分以外の相手が居るからこそ、きちんと食事を用意しなきゃって思考になるわけで。

　美織さんも、一昨日は率先して手料理したり、昨日は恋人を餌付けしたいと言ったりしていたけれど、その辺りの事情は同じなんだろう。

　おそらく「調理が得意で好きなこと」と「その手間を面倒だと思うこと」とは、無矛盾に併存し得る感覚なんだよなあ……。

　お姉さんは、さらに暗い願望をつぶやく。

「料理上手な男子はモテやすいから、民法七五二条の効力を借りて浮気を防止したい」

「社会的手段に訴えた防止法だね!?　ていうか料理作れてもモテたことないよ僕は！」

　尚なお、民法には不貞行為の禁止を明示する文言がない。

　でも七五二条に記された『夫婦の扶助義務』には、たしか「夫が妻に対して貞操を守る義務」も含まれる、というような判例があるんだよね。

　中退した大学（法学部）で以前に勉強した、うろ覚えの知識だけど。

　ていうか、なんで美織さんは家族法に詳しいんだろう。調べたの？

「あのね裕介くん……。つまり私は、君の作った味み噌そ汁しるが毎日飲みたいんだよ」

「その台詞せりふを年上のヒロインが言う展開は、なかなか漫画でもないと思うけど」

「つまり私は、君の作った野菜スープが毎日飲みたい」

「今朝の食事に合わせて洋風にしただけでしょうそれ」

「ああ～ん、私と結婚しようよぉ。お金なら払うから」

「美織さん、安易にお金のちからに頼らないでよ……」

　いよいよ無分別なことを言ってごねはじめたので、窘たしなめないわけにはいかなかった。

　なまじっか経済力があるせいで、実行できそうなのが危険なんだ美織さんの場合は。

　実際、僕にアルバイトを辞めさせて、代わりに自分が扶養したがっているわけだし。

　──このお姉さん、やっぱりこじらせている。




　　　　〇　　〇　　〇




　本日は、ごく何でもない月曜日で平日だ。

　昼過ぎからは平伊戸へ戻り、アパートで荷造りの続きをする予定だった。

　夕方以降は前日同様、「スーパー河かわ丸まる」でバイトのシフトが入っている。

　ただ、昨日より今朝は早く起床したため、午前中に僅かな暇ができた。

　さて、空いた時間をどう過ごすか。

　若干迷ったものの、美織さんの部屋を掃除しようか、と僕は思い立った。

　連日泊めてもらっているし、ささやかながら恩に報いて然しかるべきだろう。

　もちろん僕が一人で勝手にすることだから、そのあいだに美織さんはイラストレイターの仕事に励んでもらってかまわない。

　そうした提案を持ち掛けてみると、お姉さんは一も二もなく承知してくれた。

　ちょっぴり感激したような面持ちで、うんうんと繰り返しうなずいてみせる。

「そっかー、あはは。そんなふうに裕介くんから気を遣ってもらえるのは、嬉しいな」

「まあ同棲しはじめたら、家事の分担も必要になるだろうし。予行演習を兼ねてだね」

「やっぱり、早くお姉さんと結婚しよう？」

「だからまだ同棲すらはじまってないって」

　隙あらば迫られる求婚を適当に回避し、僕は早速作業を開始した。

　美織さんから掃除機を貸してもらって、手はじめにリビングを清掃していく。

　床の上に置かれたクッション類を整理し、ハンディモップで家具の埃ほこりを払う。

「そう言えば、私が今朝着ていた裕介くんのシャツなんだけど」

　掃除機を掛けていると、美織さんがふと思い出したように言った。

「他の洗い物とひとまとめにして、洗濯機の中に入れちゃった」

「他の洗い物と……って、美織さんのやつも一緒にってこと？」

　たしかめるように訊きいてみると、お姉さんから「そうだよー」と答えが返ってきた。

　ちなみに僕が昨日穿はいていたボトムスなども、いつの間にやら回収され、すでに洗濯機へ投入してしまったらしい。うーん、ちっとも気付かなかった。

　まあ、アパートまで持ち帰って洗う手間は省けたけど。

「あっ。でも今回トランクスだけは、一応洗い物に入れなかったから」

　美織さんは、付け加えるように言った。

「断りもなく異性に触られるのは、恋人でも嫌がられるかもしれない」と考えて、下着類を洗うのは保留することにしたのだとか。

「裕介くんさえよければ、私が手洗いしてあげたかったんだけどね？」

「い、いや。トランクスの一、二枚程度、ちゃんと僕が自分で洗うよ」

　丁重に申し出を断ると、なぜか美織さんは酷ひどく残念そうに肩を落とした。

　なんでそんな反応なの。そこまで恋人の下着を洗いたかったんだろうか。

　ま、まあ、いずれにしろ同棲するようになったら、今後はこういう部分も含めて、家事の配分を相談していかないといけないよね……。

　そんなやり取りのあと、美織さんは仕事に取り掛かるために隣室へ入っていく。

　僕は、それを見送ってから、改めて清掃作業を続行した。ソファの下に隠れた塵ちりも見逃すことなく除去し、窓の硝子がらすや桟の部分は雑巾掛けして汚れを拭き取る。

　リビングをひと通り片付けたら、次は寝室と客間の掃除だ。

　さらに玄関前や廊下も清掃し、浴室や水回りも手入れする。

　かくして、掃除が済んでいない場所は、お姉さんの仕事部屋を残すのみとなった。

　さて、仕事中に立ち入って迷惑掛けちゃいけないから、後回しにしていたけれど──

　ここまで他の部屋を清掃しておいて、一室だけ放置しておくというのも変な話だよね。

　でもひとまず、掃除するためにお邪魔していいのかを、美織さんに訊いてみようかな。

　僕は、仕事部屋の前に立つと、いっぺん深呼吸してからドアをノックした。

「ねぇ美織さん。ここの部屋も掃除したいんだけど、僕が今入っても大丈夫？」

「──うん、かまわないよ裕介くん。ドアなら開いてるから、どうぞ入ってー」

　ドアを一枚隔てた向こう側から、お姉さんの返事が聞こえてくる。

　明確な許可が得られたので、やっと気後れなく室内へ踏み入った。

　広い仕事部屋の一隅で、美織さんは作業机の前に座っていた。

　液晶タブレットを見詰めて、タッチペンを右手に握っている。

　でも僕が出入り口のドアから入ると、画面の上で動かしている手を止めた。

　回転式の椅子に腰掛けたまま、くるりと身体からだの向きを変えて振り返る。

　仕事中のお姉さんは、お洒落しやれなメガネを掛けていた。

「ご苦労様、おかげでとっても助かるよ。ありがと裕介くん」

　枯葉色っぽい瞳が、こちらを見てレンズ越しに柔らかく微笑ほほえむ。

　やや普段と異なる雰囲気だったせいで、少しだけ胸が高鳴った。

　それを咄とつ嗟さに押し隠し、僕はちいさく咳せき払ばらいしてみせる。

　いくらお姉さんが可愛かわいいからって、ちょっと新しい一面と遭遇するたびに見み蕩とれているなんて知られたら、正直気恥ずかしい。もう男女の仲になった恋人同士だってのにさ。

　こんなんじゃ、お姉さんに死ぬまで定期的にどきどきし続けることになるぞ。

「あの、仕事中に掃除して、美織さんの邪魔にならないかな」

「あはは。そんなに気を遣ってくれなくたって、別に大丈夫だよ」

　美織さんは、ちょっとおどけた調子で、タッチペンを左右に振りながら言う。

「常に精神統一してなきゃ絵が描けない、ってわけでもないから」

　うーん、言われてみればそりゃそうか。

　Ｗｅｂ上じゃイラストレイターが自分の作業工程を、しばしば音声付きで動画配信している。ああいうのは視聴者に向けて、リアルタイムで話しながら絵を描いているぐらいだもんな。

　プロの漫画家だって、けっこう原稿描きつつアシスタントとやり取りするみたいだし。

　意味もなく騒いだりしなきゃ、それほど作業の妨げにはならずに済むのかもしれない。

　などと、僕が密ひそかに一人で納得していたら。

「そんなことより、これ」

　美織さんは、わざとらしくメガネのフレームをくいっと持ち上げた。

　どうやら着用時の風貌について、客観的な感想を求めているらしい。

「裕介くんとしてはどうなの、メガネのお姉さんは」

「似合ってると思うけど」

「本当？　裸眼とメガネなら、どっちがいいかな？」

「どっちも好きだよ僕は」

　端的な表現で、しかし偽りない所感を伝えた。

　純粋な好感を言語化するのは、案外難度が高いなと思う。

　大おお袈げ裟さな言い方だと、安っぽいお世辞に聞こえそうだし。

　ただ美織さんは、口調も含めた反応を見聞きし、僕の言葉を正しく受け取ってくれた。

　口元がにへらーっとだらしなく緩んで、喜色が堪こらえ切れずに溢あふれ出ている様子だった。

「そっかー、あはは。……私も好きだからねっ、裕介くんのこと」

　何だかよくわからないけど、いきなりお姉さんからも好意を告げられてしまう。

　それメガネ関係なくない？　どういう会話の流れなんだ、無駄に恥ずかしいぞ。

　内心ツッコミ入れていると、美織さんがはっと何か閃ひらめいた様子で膝を打った。

　妙案が浮かんだとでも言いたげだったけど、益体もない着想の予感しかない。

　果たして、その期待は裏切られなかった。

「ねぇじゃあ今度さー、えっちなこともメガネ掛けてしてみよっか？」

「……いやなんで、急に僕の性癖が試されてるような話になってるの」

　話題はメガネに戻ってきたけど、わりと方向性は最低だった。

　まあ僕も、そういう恋人との行為にまったく興味がないと言えば嘘うそになるけど。

　むしろ一瞬色々と想像力を働かせちゃったけど。健全な男子なので多少はね？

「えーっと。それはともかく」

　僕は、取り繕うように目を逸そらす。

「ここの掃除に取り掛かるけど、美織さんはこちらを気にせず仕事しててね」

　お姉さんがうなずくのを見て取ってから、清掃作業を再開した。

　まず四方の壁際に設置されている棚を、ハンディモップなどで手入れせねばならない。

　美織さんの仕事部屋には、大量の漫画本やＢＤブルーレイ類が置かれているんだよね。それらが並ぶ場所を隅々まで綺き麗れいにするのは、他の部屋より時間や労力が幾分多く必要になる。

　ある程度まとまった範囲の棚から埃を落とす都度、付近の床に掃除機を掛けていこう。

　かくして、部屋の壁沿いを反時計回りに移動しつつ、順に棚と床の清掃を続けていく。

　と、やがて美織さんが仕事している作業机の傍かたわらまで、室内の清掃範囲が及んだ。

　掃除用具を運びながら近付くと、視界へ液晶タブレットの画面が飛び込んでくる。

　僕は、ほとんど無意識に目を剥むき、手足が痺しびれたように立ち竦すくんでしまった。




　──これが、美織さんの……いや、「美み森もりはな江え」が描くイラストなのか……！




　液晶画面の中には、三人の可愛らしい女の子が活いき活いきと描かれている。

　皆、純白の羽衣みたいな服装で、金銀の瀟しよう洒しやな装身具を身に着けていた。

　蒼あおく豊かな自然に包まれた幻想的な光景で、美少女の一人は小鳥と戯れ、もう一人は泉に素足を浸し、あと一人は草花を愛めでている。

　そこにあるのは、透き通るような空気感に満ち、それでいて明るく華やかな世界だ。

　僕は、イラストで描かれている美少女に見覚えがあった。

　たしかソーシャルゲーム『Ｋａｒｍａ／カルマＤｅｍｏｎデーモンＣａｌｌコール』に登場する女神たちだよね。北欧神話を原典とし、時間や運命を司つかさどる三姉妹で、希少度レアリテイ☆５の人気キャラクター。

　そうか、あれも担当イラストレイターは、美森はな江（美織さん）だったんだなあ。

　この絵はきっと、ゲームで補助用アイテムのイメージ画像に使用されるんだろう……。

　ついぼんやり見入っていると、美織さんから声を掛けられた。

「私が今描いてる絵に関わることは、絶対に他所よそで話したりしちゃ駄目だよ」

　メガネ側面のフレーム越しに、ちらりと横目でこちらへ一瞬視線を寄よ越こす。

　そのまま作画の手は止めることなく、釘くぎを刺すような口調で注意してきた。

「仕事で交わした契約で、守秘義務条項違反になっちゃうから。お願いね？」

「う、うん。もちろん、しっかり肝に銘じておくよ」

　何となく神妙な気分になり、ちょっと背筋を伸ばして返事する。

　美織さんは、相変わらず作業を続けながら、愉快そうに笑った。

「あはは、そっか。わかってくれていればよろしい」

　そんなやり取りをしている間にも、画面の中に描かれた世界は輝きを増していく。

　お姉さんの手がタッチペンでひと撫なでするたび、少しずつ新たな色彩を加え、イラストは着実に完成へ近付いているように見えた。

　それはあたかも、無から有を生み出す、特別な魔法を使っているみたいだった。

　──美織さんは、本当にイラストレイターなんだなあ。

　今更の如ごとく、僕は事実を再認識した。

　これまでも決して、お姉さんの言葉を信用していなかったわけじゃない。

　短文投稿サイトツイツター上じゃ「美森はな江」のアカウントだって閲覧している。

　でも、目の前で描画されていくイラストを見る、という体験には軽い衝撃があった。

　僕は、純粋な好奇心で、作画中の絵について訊いてみた。

「これ、もうすぐ描き上がるの？」

「そうだねぇ、あともう少しかな」

　作業机の前で椅子に座ったまま、美織さんは上体を少し反らした。

　タッチペンを持たない手が液晶タブレットの脇へ伸び、キーボードを操作する。

　それまで部分的に拡大されていたイラストが縮小し、画面に全体が表示された。

「キャラの作画は概おおむね終わって、今は背景を塗り込んでるところだから。そのあと、色調補正を掛けて、細かい効果を足せば出来上がり」

　美織さんは、だから今日中には取引先へ納品できると思うよ、と言葉を継ぐ。

　技術的な説明は全然わからなかったけれど、完成間近なのはたしかみたいだ。

　それで、なるほどなあと感心していたら、逆にお姉さんから問い掛けられた。

「ねぇ裕介くん。この絵のこと、君の目から見てどう思う？」

「どうって……。凄すごいな、綺麗なイラストだなあと思うけど」

　にわかに作品の印象をたずねられ、咄嗟に稚拙な所感を述べてしまった。

　これぞ小学生並みの感想。まさしく見たままで、美辞麗句の欠片かけらもない。

　もっとも素朴な言葉だからこそ、いましがた「メガネが似合っている」と伝えたのと同じで、見え透いた社交辞令じゃないのはわかってもらえたと思う。

　ただこの場合に関して、それは望まれている回答と違っていたらしい。

「凄くて、綺麗かあ」

　美織さんは、ちょっぴり眉根を寄せて、うーん……と唸うなった。

「それだけ？　もう少し具体的で、ぶっちゃけた感想はない？」

　ぐ、具体的でぶっちゃけた感想って。

　頭の中でお姉さんの言葉を反はん芻すうし、何が求められているのかを考えてみる。

　漠然とした反応じゃなく、忌き憚たんのない意見を聞きたがっているんだろうか。

　でも、僕は絵を描くことについて、専門的な技術も知識も持ち合わせていない。

　無理に尤もつともらしい所感を捻ひねり出したって、的外れな指摘になりそうな気がした。

　それゆえ、いったん口を噤つぐみ、どう答えるべきかで迷ってしまう。

　すると、美織さんは噛かんで含めるようにして、事例を付け加えた。
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「例えばイラストの、ここのところとかだけど」

　おもむろにタッチペンを持ち上げると、先端で液晶画面のある箇所を指し示す。

　……イラストに描かれた情景で、美少女キャラが泉に素足を浸している部分だ。

「どう？　ぱっと見て、えっちな気分になる？」

「は、はあ？　ぶっちゃけって、そういう……」

　改めて感想を問われ、僕はいささか戸惑いを禁じ得なかった。

　注視するようにうながされた箇所を、仕方なく具つぶさに鑑賞する。

　よく見ると、美少女キャラの着衣は水に濡ぬれ、大だい腿たい部ぶ付近まで布越しに肌の色が透けていた。水分を吸った生地が絶妙な色使いで表現され、言われてみれば艶っぽい。

「それとこの辺りの部分なんかも、どう思う？」

　美織さんは、次にタッチペンの先端で、画面上の異なる箇所も指し示した。

　それはまた同じイラストの中で、他のキャラクターが描かれている部分だ。

　小鳥と戯れている美少女──の、「腋わき」のところ。

「このキャラは腋を描きたくて、衣装もノースリーブ系のデザインにしたんだよね」

　なぜか頬ほおを僅かに赤らめ、美織さんは嬉うれしそうに創作意図を語る。

「で、小鳥を指へ乗せるポーズにして、腕は肩と同じ高さへ上げて……ねっ、わかる？」

　身振りを交えながら、了解を求められてしまった。

　いやまあわかるよ、言わんとするところは一応さ。

　女性の露出した腋にフェティシズムを覚える男性は、わりと多いみたいだからね。

　このキャラも、そういう需要を意識して描かれたんだとわかれば納得させられる。

　僕は説明されなきゃ気付かなかったけれど、見る人が見れば歓喜するのかもしれない。

「腕の付け根から胸のラインは特にこだわってて」

　お姉さんは、さらにイラストのセールスポイント（？）を強調する。

「ほら、服の隙間から少しおっぱい見えてるの！」

「は、はあ。たしかにちらっとだけど見えてるね」

「やっぱり腋から続く横乳は外せないなと思って」

「まあ、食い付く人は多そうだねこれ……」

「裕介くんだって、おっぱい好きだよね？」

「好きか嫌いかで言えば、そりゃ好きだけどさ」

「え、反応薄くない？　おっぱいだよ大丈夫？」

「なんでおっぱい好きかどうかで心配されるの」

　意味不明な労いたわりの視線を向けられ、真顔で訊きき返さずにいられなかった。

　でも美織さんは、尚なおも誤解に誤解を重ねて、明後日あさつての方向へ会話を進める。

「ああ、もしかして二次元キャラで欲情すると、私が嫉妬するかもって不安なのかな？」

「いやそんなの、たった今言われてみるまで一瞬たりとも考えすらしなかったけど!?」

「あはは。遠慮しなくてもいいよ、二次元は浮気じゃないから」

「そもそも二次元も三次元も、浮気するつもりなんかないけど」

「裕介くん、そんなに私のおっぱいが好きなんだ。嬉しい……」

　うん、はい。ひたすら会話が噛み合ってないですねこれ。

　おまけにお姉さんが喜ぶポイントもおかしい。おっぱい以外も好きというか、むしろおっぱいと関係なく好きだからね美織さんのことは。大丈夫なの。

　ていうかイラストの感想から、半ば話が脱線している。

　僕は、軽く咳せき払ばらいして、いったん仕切り直した。

「美織さんは、美少女キャラに関するどんな感想が聞ければ満足なの」

「えーっ、どんなって……。それはもちろん、なんて言うかこう──」

　この際なので率直に質問してみると、美織さんは幾分不満そうに唸る。

　何となく、それぐらいは察して欲しい、と言いたげな面持ちに見えた。

「『ふーん、えっちじゃん』とか『エチチチチチ!!』とか、そういう感じのやつ？」

「典型的なＷｅｂ上の書き込みだね!?　ＳＮＳで感想検索エゴサーチした方が早いと思うよ！」

　呆あきれて、咄とつ嗟さにツッコミ入れてしまった。

　だが美織さんは、口を尖とがらせて抗議する。

「イラストの公式発表後じゃないと、エゴサしても一般ユーザーの反応はないもん」

　……まあ、その言い分には、多少納得させられるものがあった。

　つまり「一般向けに公開されるより先に、僕みたいなゲームファンの声が聞いてみたかった」ってことなんだろうね。でもって、手応えをたしかめようとしたんだろうな。

「あのね。別に君から評論家みたいな、理屈っぽい批評が聞きたいわけじゃないんだ」

　美織さんは、緩やかな所作で、かぶりを振りつつ溜ため息を吐つく。

　やはり専門的な見識を期待されていたわけじゃないみたいだ。

「言い方は悪いかもしれないけど、むしろ直感的で素人らしい感想が知りたかったの」

「そっ、それはまた……わざわざなんで？」

「ごく普通の意見が聞ける、と思ったから」

　お姉さんの回答は、単純で当たり前だけど、少し意表を衝つくものだった。

「いつも絵を描いてると、私は『もっといいものを』って考えながら筆を動かしちゃう。それ自体は大切だし、悪いことじゃないんだけどね。描き手が考える『いいもの』は、必ずしも受け手に望まれているものじゃないと思うから。技術があれば色々なものを描けるけど、上手うまいからって必ずしも売れるわけじゃない。技術が高いと、かえって普通の感覚がわからなくなる……」

　タッチペンを握り直すと、美織さんは液晶タブレットに再度向き合う。

　画像の拡大倍率を調整しつつ、今一度イラスト彩色の作業に戻った。

「まあだから、ナチュラルに『ふーん、えっちじゃん』って言ってもらえるような美少女キャラを描けることって、個人的には凄く大切なんだ。少なくとも、娯楽エンタメ作品に携わる上では」

　そういうものなのか……。

　僕はイラストレイターじゃないし、こんな絵を描ける美織さんの感覚はわからない。

　でも世の中で大半の人間が、美織さんと同じようにイラストを描けないことはわかる。

　それは常人とお姉さんとのあいだに横たわる溝であり、この場合では平たく「普通」か「普通じゃない」かを測る根拠なんだろう。

「実は普通の感覚を持ち続けることって、才能かもしれないと思うんだよね」

　美織さんは、絵の背景に木漏れ日の描写を描き加えながら言った。

　いやでも、二次元の美少女キャラを見て、真っ先に「ふーん、えっちじゃん」って考える感性って普通なのかなあ……。

　それはそれで、ある意味じゃ心が汚れてしまっているような気がするんだけど。




　　　　〇　　〇　　〇




　その後も、しばらく僕は清掃作業を続けて、すべての部屋の手入れを終えた。

　途中で美織さんとのやり取りが長引いたから、余計に時間が掛かったけれど。

　それでも時刻は、まだ午前一一時過ぎだった。

　引っ越しの荷造りをはじめるのは、昨日の進捗に鑑みる限り、たぶん午後一時ぐらいからでもいいだろう。ゆえに平伊戸のアパートへ帰るには、ちょっと早い。

　お姉さんは、相変わらず仕事部屋で絵を描き続けている。

　作業を中断するには、若干キリが良くないみたいだった。

　そこでいっそ、僕が朝と同じように昼の食事も作ってしまおうか、と考えた。

　リビングでソファに腰掛けているだけじゃ、いかにも手持ち無沙汰で退屈だ。

　三〇分もあれば、簡単な料理の一皿ぐらい作れるだろう。

　ただし冷蔵庫の食材を使わせてもらうことになるけど、かまわないか──

　と、美織さんに提案してみたら、突如わけのわからない答えが返ってきた。

「ねぇ裕介くん。君って、そんなにお姉さんから束縛されたいのかな？」

　仕事を続けながら、なぜだか幾分キレ気味に脅迫じみたことを言う。怖い。

「ど、どうして昼食を作ろうとしたら、束縛願望があることになるのさ」

「どうしてって、そんなに酷ひどいことを言い出しておいてわからないの？」

　次いでこちらを振り返ると、美織さんは鋭く睨にらみ付けてくる。

　が、すぐにくしゃっと悲しげに顔を歪ゆがめ、目元に涙を溜ためた。

「さっきから放っておいたら、部屋を掃除してくれたり、食事を作ってくれたり、次々と……。年下男子がそんなふうにアラサー独身女の身の回りをお世話することって、どういう意味か全然わかってないよ君は。沁しみるんだからねっ寂しい女心に！　──うっ、う、ううっ……。もう、ぜ、絶対に裕介くんのこと、他の子に渡さないんだからあ……」

　お姉さんは、ついにめそめそしはじめてしまう。

　家事で協力を申し出るたびに結婚を迫られていたけど、挙句の反応がこれらしい。

　またしても安定の情緒不安定。むしろ安定だか不安定だかわからない。

　ていうか、これはまさか僕が泣かせてしまったことになるのだろうか。

「やっぱり料理が作れるのは私だけがよかった。何度も言うけど絶対モテるもん君」

「お、落ち着いてよ美織さん。束縛されなくたって、僕が好きなのは美織さんだけだよ」

　嗚お咽えつを漏らすお姉さんの背中を摩さすりながら、僕は繰り返し親愛の情を伝える。

　にしても、仮に僕が料理下手だったら、今朝の会話の裏返しになるわけで。

　食事を作る手間も増えると思うんだけど、その点はかまわないんだろうか。

　何だかもう、徐々にお姉さんの主張も支離滅裂になってきたぞ。




　しかしまあ、そんなこんなで面倒臭いやり取りはあったけれど。

　僕が昼食を作ることについて、美織さんは結局承諾してくれた。

　早速キッチンに立つと、器具や材料を並べて調理に取り掛かる。

　ラップで包まれた冷凍ご飯があったので、ここはひとつサラダに使ったレタスと合わせて炒飯チヤーハンにしよう。

　電子レンジでご飯を解凍しているあいだに野菜やベーコンを刻み、フライパンを温めて溶き卵も用意する。次いで食材を炒いためながら、鶏とりがらスープ、塩、コショウ、オイスターソースなどを投入し、味を調えていった。手早く仕上げるのが重要だよな。

　二人分を別々の皿に盛り付けたら完成だ。

　味見してみたところ、まあ適当に作ったわりに悪くない出来栄えじゃないかと思う。

　ここの調理台はＩＨコンロなので、米粒をぱらぱらに炒めるのが難しかったけどね。

　時計で時刻を確認すると、丁度正午を過ぎたばかりだった。

　もういっぺん仕事部屋を覗のぞいて、お姉さんに昼食の準備が済んだことを伝える。

　丁度作業もひと区切り付いたところだったみたいで、リビングへ出てきてくれた。

　メガネを外してダイニングカウンターに腰掛け、隣り合って炒飯を食べる。

　美織さんは食事中、ずっと「はあぁ……年下男子の手作り炒飯……。美味おいしいよぉ……やはり逃がさないように結婚しないと……。お金ならあるし……あとはもっと既成事実を重ねて……」とか何とか、ぶつぶつ小声でつぶやき続けていた。

　とても喜んでくれていた様子だけど、目は少し虚うつろで、あたかも暗黒魔法を詠唱しているような雰囲気があった。ここがもしファンタジーな異世界だったら、危うく闇の呪縛に囚とらわれていたかもしれない。ヤバい。

　何はともあれ食事が済むと、おおよそ平伊戸へ帰る頃合になった。

　使った皿やスプーンを食洗器にセットしてから、玄関で靴を履く。

　美織さんは、見送りに出てきたかと思うと、今夜もここに戻ってきてね、とねだった。

　今日もアルバイトの終業時刻は遅いけど、お姉さんは僕の帰宅を待っているそうだ。

　枯葉色っぽい瞳は、時折垣かい間ま見みせる物寂しそうな気配を漂わせていた。

　まあ、そんなことを求められかねないと思って、着替えはもう一日分持ってきている。

　考えてみれば、洗濯機に今朝方放り込まれた衣服も、まだ回収せずにそのままだった。

「わかったよ、この部屋にちゃんと今夜も帰ってくるから」

　そう約束すると、美織さんはいきなり僕の首に両手を絡めてきた。

　ちょっぴり爪先立って、有無を言わさずに互いの顔を接近させる。

　ちゅっ、ちゅ……と、そのまま熱っぽく二度、唇を重ねた。

「いってらっしゃいのチュー、だよ。必ず帰ってきてね？」

　お姉さんは、名残惜しそうな声音で囁ささやく。

　何だろう、この新婚プレイみたいなのは。
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　さて、「ロイヤルハイム雛ひな番つがい」を出ると、僕は地下鉄駅へ向かった。

　雛番中央から平伊戸までの移動中、ふと乗車料金について考えてみる。

　区間運賃は、片道で二〇〇円。まあ、別段高い金額ってわけじゃない。

　とはいえ今後同どう棲せいをはじめた場合、アルバイトの通勤で毎日経費として必要になる。

　これはいずれスーパー側にも、店長を通じて転居する事実を伝えた方がいいだろう。

　たしか出勤日数に応じて、申請すれば交通費を支給してもらえるはずだ。

　アパートへ到着してからは、すぐまた引っ越し準備に取り掛かった。

　昨日と同じように部屋の中の物品を、必要か不要かで選別していく。

　そう言えば、退去後に用途がなさそうな家具も、そのうち処分しなきゃいけないな。

　美織さんのマンションでは、空いている客間を使っていいと言われているけど──

　ここに置いてある机やテレビじゃ、転居先へ持っていっても邪魔になりそうだ。

　大型ゴミは普通に捨てず、廃棄業者に連絡して引き取ってもらうんだっけ……。

　そんなふうにこの日も黙々と作業を続けるうち、時刻が午後三時半を過ぎた。

　そろそろ、バイト先に出勤しなきゃいけない頃合だ。

　僕は、忙せわしなく「コーポ平伊戸」の部屋を出発した。




「スーパー河丸」の店舗内には、普段通りに関係者専用の通用口から入る。

　従業員控室のドアを潜くぐると、いきなり聞き慣れた声で明るく挨拶された。

「裕介先輩、おはようございますっ！」

　晴はる香かちゃんは、笑顔で浅い会釈を寄よ越こす。

　左右非対称のセミロングが、挙措に合わせて僅かに揺れる。

　すでに着替えは済ませた様子で、スーパーの制服姿だった。

「おはよう晴香ちゃん。今日も相変わらず元気だね」

「今、先輩に会えたおかげで元気になったんですよ」

　挨拶に応じると、晴香ちゃんは酷く調子のいいことを言う。

　こういう如才ない振る舞いが、店内で人気を得ている秘ひ訣けつなのかもしれない。

　でも、あまり誰にでも親密に接するのは、多少いかがなものかとも思うけど。

　取り分け男子は、女子から優しくされると勘違いしやすい生き物だからね。

　我ながらお節介なことを考えつつ、僕も更衣室で制服に着替えた。

　事務所でタイムカードに打刻してから、担当業務に取り掛かった。

　バックヤードに入荷した商品を、台車に載せて売り場へ繰り出す。

　その後、慣れた手順で品出し作業を、淡々と熟こなしていった。

　……集中していると、あっという間に三時間が経過した。

　例によって、舟ふな木き店長から休憩を取るように告げられる。

　いそいそと指示に従って、いったん商品陳列の業務を中断した。

　惣そう菜ざいコーナーで従業員価格の鮭さけ弁当を購入し、売り場を離れる。

　控室まで引き返すと、今回も同じタイミングで晴香ちゃんが休憩に入ってきた。

　僕は、普段通りスチール椅子を持ち出し、長机の前に座って弁当の蓋を開ける。

　と、相変わらず昨夜同様の流れで、晴香ちゃんも隣の椅子に腰掛けてきた。

　でもって両手に抱えていた紙袋から、二、三種の菓子パンを取り出してみせる。

　またしてもベーカリーコーナーで購入してきたらしい。好物みたいなんだよな。

「先輩って、バイトがお休みの日は何をしているんですか？」

　不意に食事中、そんな話題を晴香ちゃんから切り出された。

　僕は、思わず箸を動かす手を止め、傍かたわらに座っている女子高生を見詰める。

　脈絡なく問われたせいで、怪け訝げんそうな目つきになっていたかもしれない。

「あ、えっと。何となく、あまり先輩とこういう話はしたことないなーと思って」

　晴香ちゃんは、幾分慌てて取り繕うみたいに続けた。

「けっこう長い期間、ここのお店で一緒にバイトしてるとは思うんですけど……」

　ふむ。つまり、前々から訊きいてみたかったけど、今まで機会がなかったってことかな。

　言われてみるとプライベートについては、それほど周囲に話した例ためしがない気がする。

　こうして休憩しているときも、店やお客さんに関する当たり障りのない会話が多いし。

　でも休日の過ごし方なんか、顔見知り同士なら世間じゃ一般的な話題のひとつだろう。

　晴香ちゃんが「スーパー河丸」で働きはじめて、もう二年近くが経たつ。

　にもかかわらず、たしかに詳しく自分の日常を打ち明けた覚えはない。

「基本的に休日だからって、それほど面白いことして過ごしてるわけじゃないよ」

　僕は、どこまで身辺を正直に話すべきか、ちょっと考えながら答えた。

「溜まった洗濯物を洗ったり、部屋を掃除したりしなきゃいけない場合が多いし」

　晴香ちゃんに対して、無闇に虚言を弄するつもりはない。

　とはいえ、無駄に突っ込んだことに言及するのも控えた。

　具体的には「つい先日七歳年上の女性と付き合いはじめて、近々同棲する計画だから、今後は休みの日に恋人と過ごすことが増えると思う」というような件とか。

　いかにも年頃の女の子が食い付きそうな事情だし、もしそうなれば根掘り葉掘り問い質ただされ、面倒臭い展開になりかねない。店中に噂うわさが広まったりすると、たぶん厄介だろう。

　いずれは打ち明けるにしろ、多少頃合を見計らってからにした方がいいと思う。

「ああーっ。そう言えば、裕介先輩って一人暮らしですもんね。大変そうだなあ」

　晴香ちゃんは、すっかり得心した様子でうなずく。

　怪しむような素振りは、微み塵じんもなかった。素直だ。

「そういう話を聞くと、やっぱり先輩は大人のお兄さんなんだなーって思います」

「大人って……。休日に家事を片付けているってだけで、持ち上げられてもなあ」

「いやいや！　あたしみたいな実家暮らしの女子高生には、絶対無理ですから！」

　晴香ちゃんは、やけに大おお袈げ裟さな口調で、称賛の言葉を繰り返した。

　菓子パンを持っていない側の手を、胸の前で左右に振ってみせる。

「例えば自分でお風呂掃除しなきゃいけない状況とか、まだ想像もできないです」

　こちらを見詰める薄墨色の瞳は、純朴な煌きらめきをはらんでいるかに見えた。

　……な、何だか、そう真まっ直すぐに感心されると、かえって居心地悪いなあ。

　家事は生活の必要に迫られて、誰しも仕方なくやっていることだと思うし。

　えーっと、要するにあれだ。

　晴香ちゃんの場合だと、そういう尊敬の念は君を育ててらっしゃるご両親に対して抱く方が、順番として正しいと思います。たぶんね。

　まあ内心そうは思っても、口に出しては言わない。

　説教臭い言い草なんて、僕なんかから聞かされたくもないだろう。

　僕自身、自分が誰かに何か言えるほど上等な人間だとも思わない。

　なので、代わりに同じ質問をやり返してみることにした。

「そういう晴香ちゃんは、休みの日にどう過ごしてるのさ？」

「えっ、あたしですか？　あたしは全然、普通ですけど──」

　晴香ちゃんは、きょとんとして小首を傾かしげる。

　次いで「うん、普通のはず……」と、ぶつぶつ独ひとり言ごちる。

　そうして何か確認するようにうなずき、改めて続けた。

「友達と星ほし澄ずみ駅前で買い物したり、カラオケに行ったりとか」

「ふうん。やっぱり市内だと、大抵はみんな星澄駅前で遊ぶのかな」

「まあ東区の新しん冬ふゆ原はらにも、けっこう面白い場所はありますけどねー」

　そのあと「普通の休日をどう過ごすか」について、晴香ちゃんは尚なおも話し続けた。

　昨年駅前に高層タワーが開業して以来、その内部にあるシネコンで映画を観みることが増えたんですよー、とか。南区のスイーツ店へケーキをよく食べに行きますよー、とか。

　ほどなく、具体例は晴香ちゃんに限らず、平均的な女子全般の場合にも及んだ。

「それと、私は男の人とお付き合いしたことないからわからないですけど」

　我がバイトの後輩は、言葉と裏腹に知ったような口振りで言う。

　ただこのときに限って、なぜか微妙に目線を横へ逸らしていた。

「恋人が居る女の子だったら、彼氏と出掛けたりするんじゃないですか？」

　うんまあ、それだよね。

　いまや交際相手を持つ身として、よくわかります。それはあくまで言わないけど。

　しかし中高生や大学生の頃の僕だったら、絶対にあり得なかった選択肢だよなー。

　いや人並みの青春を送っていれば、ごく普通の日常なんだろうね。

　……だが、それはそれとして、ちょっと今の話で意外なことを知ったな。

　この店じゃ人気者の晴香ちゃんなのに、異性と交際経験がないだなんて。

　僕は、素朴な疑問を感じて、たずねてみた。

「晴香ちゃんには、身近に仲がいい男の子とかはいないの？」

　晴香ちゃんは、噛かぶり付いていた菓子パンを口元から離す。

　もぐもぐと頬ほおの辺りを動かしつつ、こちらを振り向いた。

　そのとき、目の中には複雑な色が混ざっていたみたいに見えた。

　もっともほんの一瞬のことだったから、気のせいかもしれない。

　さらにもう何秒か掛けて、口内のパンをこくんと呑のみ込む。

　それから、おもむろに我がバイトの後輩は訊き返してきた。

「それは例えば、学校のクラスメイトとかでってことですか」

「う、うん。まあ、概おおむねそういう交友範囲の中でだけど……」

「まあ全然いない、ってことはありませんよー。はい普通に」

　晴香ちゃんは、いつもの調子で答えてから、さらりと辛辣な感想を付け足した。

「ただし彼氏にしたいと思うような男の子は、その中にはいませんけど」

「そうなんだ。晴香ちゃんも案外、異性に対する査定が厳しいんだなあ」

　思わず苦笑が漏れてしまう。

　でも晴香ちゃんの見立てを、個人的に贅ぜい沢たくだとか批難するつもりはなかった。

　思春期の高校生なら、まだ異性に理想を追い求めても許される時期のはずだ。

　誰でもいいから手近な相手と付き合いたい、なんて考えより好ましいと思う。

　もしかしたら、理想以上の相手と恋人になれる可能性もあるかもしれないし……

　僕は、お姉さんのことを思い浮かべて、危うく表情が緩みそうになるのを堪こらえた。

　なんて、こちらの勝手な思い込みで、あれこれ考えを巡らせていたのだが。

　どうやら晴香ちゃんには、実際はいささか異なる言い分があるらしかった。

「あの。決して同級生の男子が気に食わない、ってわけじゃないんです」

　我がバイトの後輩は、少しそわそわした物腰で言った。

「ただ高校生になってから、こうしてバイトとかしているじゃないですか。そうすると、あたしみたいな子にも多少は大人の世界が見えてきて。自分より年上の人とも知り合いになったりして……。そのうち同級生の男の子が、だんだん子供っぽく思えてきちゃったというか」

　ははあ、なるほど……。

　たしかに同世代が集まる学校を出て、外の世界に触れると価値観の変化はあるよね。

　アルバイトじゃ勤務先で、自分よりひと回り以上年長の人と仕事する場合も多いし。

　まあ、そういう大人と比較されちゃ、同級生が可哀かわい相そうに思えなくもないけど。

「それじゃ恋人を作る気もないのかー。晴香ちゃんなら、けっこうモテそうなのにな」

「ああいえ、作る気ないってことはないですよ。同級生にはときめかないってだけで」

　弁当を突つつきながら話を聞いていると、晴香ちゃんは細かく誤ご謬びゆうを修正してきた。

　異性の趣味について踏み込んだ内容のせいか、いささか気恥ずかしそうだった。

「彼氏が居る友達にも、学校の外で知り合った年上の男性と付き合っている子が多いんです。……だから、今話したような印象もあるし、私も恋人にするなら年上の男性がいいなって」

「へぇ、そういうことかあ。でも思い返してみると、僕が中高生の頃に彼氏持ちだったクラスメイトの女子も、同級生より大学生や社会人と交際している子が多かったかも」

「あ、やっぱり先輩の頃もそうでしたか？　うん、そうですよね普通なら。えへへっ」

　納得して相あい槌づちを打つと、晴香ちゃんは邪気のない笑みを浮かべた。

「個人差はあるでしょうけど……普通の女の子だったら、大抵は年上の男性を好きになると思います」

　僕は、次に何を言うべきか迷って、ちょっとだけ口を噤つぐんだ。

　僅かに生じた沈黙を穴埋めするため、弁当の白米を咀そ嚼しやくする。

　箸の先端で鮭の切り身を解ほぐしつつ、平静を装って考え込んだ。

　ところが、なかなか適当な言葉が出てこない。

　すると、晴香ちゃんから率先して、会話を広げようとしてきた。

「先輩としてはどう思いますか、年下の女の子について」

　食べ終えた菓子パンの包装を畳みながら、再度問い掛けてくる。

「例えば、年の差は何歳ぐらいまでならオッケーだとか」

「僕は年齢なんて、単に今まで何年生きてきたかの目安でしかない、と思ってるよ」

　一昨日おとといの夜に使ったのとほぼ同じ言葉で、僕は自分なりの回答を示してみせた。

　美織さんにも伝えた価値観は、さすがに一日二日程度じゃ、簡単に変わらない。

「本気で好きになったら、相手の歳としは気にならないんじゃないかな。年下でも年上でも」

「……何だか、凄すごく優等生っぽい答えですねー裕介先輩」

　どういうわけだか、晴香ちゃんはちょっと不満げにつぶやく。

　だが、すぐに気を取り直した様子で、目元を諧かい謔ぎやく的に緩めた。

「つまり、もし本気で好きになったら、小学生女児でも気にならないと」

「いやそれは気になるかどうかじゃなくて、普通に犯罪でしかないけど」

「好きになったら、総資産三兆円で臨終目前の老女でも気にならないと」

「それは気になるかどうかじゃなく、遺産目当ての臭いしかないけど！」

「バイトをはじめてから、大人の世界が見えてきちゃったんですよねー」

「どっちも見ちゃいけない世界だよ、バイトとか大人とか無関係にね！」

　立て続けにツッコミ入れると、晴香ちゃんはちらっと舌を出して笑う。

「冗談ですっ」と憎めない口調で言って、スチール椅子から腰を上げた。

　女子高生にすっかり弄ばれてしまったみたいだ。

　従業員控室の壁掛け時計を、つと見上げてみる。

　長短の針は、もうじき休憩時間の終了時刻を指そうとしていた。

　僕は、急いで弁当の残ったおかずを、箸で口の中に掻かき込んだ。




　休憩を済ませたあとは、今夜も品出し作業の後半戦に臨む。

　やがて午後九時半を迎え、晴香ちゃんの退勤時刻になった。

　この日も帰宅前には、売り場を通って僕のところへ顔を見せる。

「それじゃあ先輩、お先に失礼しまーす！」

　晴香ちゃんは、いつもみたいに朗らかな挨拶を寄よ越こした。

　胸の高さでちいさく手を振りながら、弾はじけるような笑みを浮かべていて……。

　それはあたかも理想的な青春を、疑いもなく体現しているかに感じられた。

「先輩はこのあとも、残りのお仕事頑張ってくださいねっ」

「……うん、ありがとう。じゃあね晴香ちゃん、お疲れ様」

　励ましの言葉に返礼し、退店する後輩を見送る。

　僕は、それから終業時刻まで、入荷した商品を陳列し続けた。

　そうして、慣れた手順に従いながら、担当業務に取り組んでいるあいだ──

　ずっと頭の中では、休憩中に晴香ちゃんと交わした会話について考えを巡らせていた。

　とはいえ、休日の過ごし方とか恋人との年の差とか、個々の具体的な内容に関して、殊更に思案したくなるような部分があったわけじゃない。

　僕が引っ掛かっているのは、もっとやり取りの根底に横たわっていた感覚だった。

　おそらく、それは青春の温度差なんだと思う。

　仲のいい友達と過ごす、ごくありふれた高校生活。

　週末は駅前に集まり、映画やカラオケを楽しむ日常。

　身近に恋愛を感じて、外の世界へ目を向けていく……

　過去の僕には、どれもありそうでなかったものばかりだ。

　かつて、中高生だった頃。

「自分にも小説やドラマで語られるような、瑞みず々みずしい青春がいつか訪れるのだろうか」

　と、多少なりとも思い描いてみたことはある。

　積極的に期待したわけじゃないけど、あり得る可能性として想定ぐらいはしていた。

　しかしそんな機会は現実にはなくて、中高生時代を漫然と過ごしてしまったんだ。

　もっとも、だからって失われた青春を、取り戻したいとは思わない。

　充実した高校生活を羨む気持ちはあるにしても、妬んだりはしない。

　今現在の僕には、少なくとも美織さんというかけがえのない恋人が居る。

　もし異なる青春を歩んでいたら、彼女とは出会えなかったかもしれない。

　その運命を手放すだなんて、とんでもないことだ。

　また、仮に高校時代をやり直せるとしても、きっと僕は同じ日々を送るだろう。

　人間の性格には向き不向きがあって、華やいだ青春を美しいと感じても、そこに誰もが憧憬を抱くわけじゃない。

　だから、自分の過去に悔いがないとは言わないけれど、憎んだりはしていない。

　──けれども、ずっと何かが引っ掛かっている。

　繰り返すが、僕は別段充実した高校時代を望まなかった。

　ましてや今更、過去に遡ってやり直したいとも思わない。

　にもかかわらず、「ありふれた青春の温度」に触れると、心が怯ひるんでしまうんだ。




　　　　〇　　〇　　〇




　バイトを終えて、スーパーから退店する。

　地下鉄に乗って北区まで揺られ、再度「ロイヤルハイム雛番」に戻った。

　昨夜と同じ手続きを踏んで、美織さんに九〇一号室へ引き入れてもらう。

「おかえりなさい裕介くん。今夜も遅かったね」

　出迎えてくれたお姉さんは、日中と同じメガネを着用した姿だった。

　右手にはタッチペンを握っている。まだ仕事をしていたのだろうか。

　と、部屋の中を見回した際、にわかに妙な違和感を覚えた。

　どういうわけか、キッチンの様子に不自然なものを感じる。

　ほんの少し考え込んだものの、ほどなく原因に気が付いた。

　アルバイトで外出する前と比して、キッチンに寸分の変化も見て取れないのだ。

　食洗器の内部に放置されている食器類は、明らかに昼食で使用したものだった。

　棚に並ぶ調理用具や調味料も、まるで使用された形跡がない。

　極め付けは冷蔵庫の中身で、食材が少しも減っていなかった。

　この状況から推測される事実は、たぶんひとつだろう。

　やや不可解だけど、名探偵じゃなくたって察しは付く。

　僕は、首を捻ひねりつつも、お姉さんに問い質ただしてみた。

「美織さん、ひょっとしてまだ夕飯食べてないの？」

「……あー、うん。今日は筆のノリが良かったから」

　美織さんは、ちょっと目を瞬まばたかせてから、へらっと笑う。

　うっかり忘れていたことを、誤ご魔ま化かすような態度だった。

「まあ絵を描いていると、わりとよくあることだよ。あはは」

「あははって……。途中で休憩ぐらい入れればよかったのに」

「今は作業中断してるけど。裕介くんが帰ってきてくれたし」

　尚なお、お姉さんの話によると、昼間に描いていた絵は無事納品済みだそうだ。

　しかし夕方頃からは、新規案件のイラスト制作に取り組みはじめたらしい。

　夕飯を食べるにも少し早い時間帯だったので、そのまま作業を継続し──

　夢中で手を動かしているうち、現在に至ってしまったとか。

　僕は、半ば呆あきれ、半ば心配になった。

　僕が部屋を出たのは、午後一時よりも前。

　今の時刻は、とっくに午後一一時半を過ぎている。

　つまり、昼食後から一〇時間以上ぶっ通しで、イラストを描いていた計算になる。

　午前中に仕事していたぶんも加えるなら、労働時間は一二、三時間に及ぶだろう。

「こんな時間になるまで、何も食べたくならなかったの」

「言われてみればちょっとだけ、お腹なかが空すいてきたかも」

「忙しくても食事は取らなきゃ、身体からだに悪いよ美織さん」

「……裕介くんって、お母さんみたいなこと言うんだね」

　注意したら、お姉さんはメガネの奥から半眼で睨にらんできた。

　不平そうに眉根を寄せ、口唇は「へ」の字に曲がっている。

　𠮟られた小学生ですか（※アラサー独身限界オタク女子）。

　やや呆れていると、美織さんは殊更に不平そうな言葉を続ける。

「まさか家事全般が得意なだけじゃなく、母性まで身に付けているなんて」

「いや僕は男なんで、そこはせめて母性じゃなく父性と言うべきなんじゃ」

「それじゃ父性というか、パパみが溢あふれているということで」

「待って何なのパパみって!?　かえって意味不明なんだけど！」

「年下の可愛かわいい男の子が、年上喪女を小児退行させるほど父性愛を発揮することだよ」

「凄い特殊で限定的な状況を示す概念だ!?　ていうか発揮した覚えないけど父性愛！」

「私が主張したいのはね、年下男子を小児退行させるのは本来お姉さんの役目だってことなの!!　むしろ小児どころか幼児まで退行させてオギャらせたいから!!」

「どういう主張なのそれ!?　なんか反発されるポイントおかしくない!?」

　言葉を交わせば交わすほど、ますます困惑の深まるやり取りだった。

　そもそもオギャるとか何とかって、たしか本来は「年下女性に対して年長の男性が母性を感じ、甘えること」を表すネットスラングじゃなかったっけ……？　あまり詳しくないんだけど、今の会話のどれにも当てはまらない気がする。

　ていうか真面目に相手にしてちゃ、たぶん駄目なやつですねこれ。

「しょうがないなあ。簡単なもので良ければ、何か食べ物作ってあげるよ」

　僕は、かぶりを振りつつ申し出て、キッチンに立つ。

「だから料理しているあいだに、今日の仕事はいい加減切り上げておいて」

　バイトから帰った僕を出迎えた際、お姉さんは「作業中断している」と言った。

　それは言い換えると、まだ完全に仕事が終了してはいない、ということだよね。

　ちゃんと食事してもらうためにも、これ以上今夜は根を詰めてもらいたくない。

　なので調理の準備に取り掛かると、美織さんは何か言いたげな表情を浮かべた。

　だが結局、むーっと唸うなっただけで口を閉ざし、仕事部屋の中へ引っ込む。

　こちらの提案を受け入れて、本日の作画業務を切り上げるために戻ったらしい。

　その有様をキッチンから見送りつつ、鍋でお湯を沸かし、調理台で食材を刻む。

　……それにしても、お姉さんの色々な面が徐々に明らかになってきたな。

　ここの部屋に出入りするようになって、まだほんの三日足らずなのにさ。

　端的に言えば、予想以上に高性能ハイスペツク女子で、見た目以上にぽんこつキャラ。

　まあ、お姉さん以上にクズ人間の僕があれこれ言えたこっちゃないけどね。

　それにぽんこつで手が掛かるお姉さんも、それはそれで可愛いと思うし……

　とか何とか、脳内であれこれ思考を巡らせつつ。

　茹ゆで上がったパスタを、手元のフライパンで具材やソースと合わせる。

　素早く混ぜて絡めれば、即席ナポリタンの完成だ。所要時間は二〇分。

　完成した料理を皿へ盛り付け、仕事部屋の方に目をやった。

　まだ美織さんがリビングへ引き返してくる様子はない。

　僕は、ダイニングカウンターの上にナポリタンの皿を置くと、そのままお姉さんが仕事を終えるのを待った。どうせすぐに仕事部屋から出てくるだろう。

　椅子に腰掛け、広い部屋の中を見るともなしにぼんやり眺める。

　すると、さらに五分経たち、一〇分が過ぎた。

　ところがお姉さんは、まだリビングに姿を現さない。

　さすがに少し妙だ。絵を描く作業を切り上げるのって、いちいちそんなに時間が掛かるものだろうか？

　昔ながらにアナログな絵の具などで色塗りしているとかいうなら、道具を片付けるのに手間取ることもあり得るかもしれないけど。

　美織さんのイラストは、僕が知る限りじゃＣＧで制作されているはずだ。画像データを保存するだけで何十分も掛かるなんて、どうもおかしい気がする。少なくとも、あの部屋に置いてあったＰＣは、ファイルを読み書きするのに長時間待たされなきゃいけないような、低スペックの代物じゃなかった。

　──ちょっと様子を窺うかがって、ひと声掛けてみようか。

　僕は、気になって椅子から腰を上げた。

　ナポリタンも、徐々に冷めはじめている。

　仕事部屋へ歩み寄って、出入り口の前に立った。

　ふと見れば、ドアは半開きできちんと閉じられていない。

　一応はすぐリビングへ戻るつもりで、開放したままにしていたのだろうか。

　ちょっと逡しゆん巡じゆんしたものの、僕は出入り口の隙間から室内を覗のぞき込んだ。




　美織さんは、まだ仕事部屋の一隅で、作業机の前に座っていた。

　液晶タブレットに向き合って、忙せわしなくタッチペンを動かしている。

　枯葉色の瞳は、真まっ直すぐ画面の中を見詰め、他のものは視界に入れていないようだ。

　傍はた目めにも、絵を描く作業に没入しているのがわかる。凄すさまじい集中力が感じられた。

「ねぇ美織さん。まだ仕事が終わらないの？」

　僕は、やや当惑しつつも、ドアの隙間から思い切って話し掛けた。

「作った料理が、もう冷めちゃいそうなんだけど」

「……あ、ごめんね裕介くん。あとちょっとだけだから」

　僕が室内を覗いていることに気が付いて、お姉さんは苦笑混じりに返事した。

　こちらへ背を向けたままで、作業の手も動作が止まってはいなかったけれど。

　ただ声音を聞く限り、すでに機嫌は直っているみたいだ。

「肌レイヤーの影塗りだけは、今夜のうちに済ませておきたくて」

　美織さんは、弁明するように付け足して言う。

　肌レイヤーというのが何なのかはいまいち意味がわからなかったが、やっぱりまだ手が離せないみたいなのは伝わってきた。キリがいいところまでは作業を進めたいらしい。

　きっと僕が料理を作りはじめたときから、とっくに四〇分近く経っていることにも意識が向いていないんだろうなあ。どんだけ仕事中毒なの。

　こんなことならナポリタンが完成した時点で、すぐさま一度様子を見に来るべきだったのかもしれない。

「とにかく夜も遅いんだから、ほどほどにね」

　僕は、改めて労いたわりの言葉を掛けたものの、早く作業を止やめるように急せかすことまではしなかった。結局作業に没頭してしまうお姉さんを見て、ある種の諦念を感じたからだ。

　リビングのカウンターまで引き返すと、再度椅子に腰掛け、仕事が終わるのを待つ。

　──美織さんは絵を描いていると、あんなに夢中になってしまうんだな。

　机の前で作業している後ろ姿を思い浮かべ、僕は奇妙な惨めさを覚えた。

　自分には決して、真似まねできない熱意の強さだ。尋常な入れ込み方じゃない。

　昼間は「常に精神統一してなきゃ絵が描けないわけじゃない」とも言っていたけれど、たった今目の当たりにした集中力には、軽い畏敬の念すら感じる。

　もっとも、あれくらい情熱的に好きなものに打ち込めなきゃ、絵を描くことなんか仕事にできないのかもしれないな。イラストレイターや漫画家って、いかにも健康に悪そうな生活ばかりしている職業っぽいし……。

　──絵を描く以外のことは全部犠牲にしてきちゃった気がする。

　この部屋を初めて訪れた日の夜、美織さんはそんなことを言っていた。

　思い返してみると、あの言葉の意味がいっそう具体性を帯びて感じられる。

「幸せな時間は瞬く間に過ぎる」というのは、陳腐だがある面において真実だと思う。

　お姉さんにとって、絵を描くことがなにものにも優まさる幸せだとすれば、作業中の一時間や二時間なんか、何倍もの速度で過ぎ去ってしまうのかもしれない。

　だから仕事に熱中し続けていれば、半日ぐらいはすぐ経つし──

　それを一年二年と続けるうち、青春の歳月も遠とお退のいてしまったのだろう。




　なんてあれこれ考えていると、美織さんがやっと仕事部屋から出てきた。

　イラスト制作時に着用するメガネを外し、平時の裸眼状態に戻っている。

　ナポリタンを温め直すか訊きいてみたら、お姉さんはかぶりを振った。

　冷めていても美味おいしそうだから、そのままでいいよ、と言って笑う。

　そうして、ダイニングカウンターの椅子に僕と並んで腰掛けた。

「やっぱり、裕介くんは早く専業主夫になるべきだと思うんだよね」

　美織さんは、僕の顔を横目で見やると、フォークを手に取りながら言った。

　何だか、食事を作るたびに毎回結婚を迫られているような気がするなあ。

「何度も言うけど、まだ厳密な意味での同どう棲せいすらはじまってないよ」

　仕方ないので、改めて釘くぎを刺しておく。

「むしろ、交際三日目がようやく終わろうとしているところだから」

「えーっ。だけど『女子三日会い続ければ覚悟して娶めとるべし』って、諺ことわざもあるじゃない」

「三日会っただけで誰もが結婚してたら、世の中スピード婚の夫婦だらけになるよ!?」

「尚、女性の居宅で三日宿泊した責任を取ることは、古くから『三婚の礼』と言います」

「凄すごい捏ねつ造ぞう慣用句なんだけど！　ていうか責任取る目安が同棲するより遥はるかに低いよ！」

「でもね、『死せる前に婚礼、生きてるうちにチュー沢山しよ？』とも言うし」

「もはや『死せる孔こう明めい、生ける仲ちゆう達たつを走らす』の原形留とどめてないよねそれ!?」

　なぜか次々と変造した故事成語を繰り出してくるお姉さんだった。

　ひょっとして『三国志』好きか。まあ僕も嫌いではないですがね。

「まあ、いずれ責任を取ってもらう件は措おいておくとして」

　他た愛あいない掛け合い漫才のあと、美織さんは仕切り直すように言った。

　パスタをフォークに巻き付けつつ、考え深げな面持ちで首を傾かしげる。

「実は私、君については微妙に不思議でならないんだよね」

「……微妙に不思議って？　いったい僕の何が不思議なの」

「それはつまり、裕介くんが今フリーターしてることとか」

　お姉さんは、冷めたナポリタンをもぐもぐと噛かんで呑のみ込む。

　それから枯葉色の瞳で、僕の顔を見詰めてきた。

　いつになく真っ直ぐな視線を向けられて、ややたじろいでしまう。

「私は裕介くんって、基本的に真面目な男の子だと思うんだけど。そういう君がなぜ、わざわざ地方から進学した大学を中退して、アルバイトで生計を立てているのかなって」

「要するに『真面目な人間だったら、大学中退してフリーターにならない』ってこと？」

「そこまで断定的に言い切るつもりはないけど……。一般的に考えれば、差し当たり嫌でも大学を卒業してから普通に就職した方が、フリーターより将来の展望は計算しやすいはずだよね」

　やや自虐的に訊き返すと、美織さんは溜ため息混じりに見解を述べる。

「私は君がそういうことを、過去に考えもせず大学を辞めたとは思えないの。だって、もし物事を行き当たりばったりで決めるような人だったら──例えば、私が何度も『扶養してあげる』って申し出ているのに、当面はこれまで通りアルバイトを続けようだなんて考えたりしない気がする」

　僕は、いったんカウンターの席を立つと、キッチン側へ回り込んだ。

　冷蔵庫を開けて、ペットボトル入りのスポーツ飲料を取り出す。

　随分と喉が渇いていた。コップに注ついで、ひと口飲ませてもらう。

「……美織さんの憶測は、物事を大おお雑ざつ把ぱに捉え過ぎているよ」

　飲みかけのコップを片手に持ったまま、ひと呼吸挟んでから返事した。

　お姉さんのところまで引き返し、隣の椅子に再度並んで腰掛ける。

「僕が大学を中退した理由は、色々な要素の積み重ねなんだ」

「色々な要素の、積み重ね──って、どういうこと？」

「美織さんには理解してもらえないかもしれないけど」

　鸚おう鵡む返しに問われ、ゆっくり考えを整理しながら打ち明けた。




「実は昔の僕って、何事にも熱中した経験がなかったんだよね」




　……そう。かつての僕は、何かに必死で打ち込んだ例ためしがない。

　子供の頃から勉強もスポーツも、好きでも嫌いでもなく、得意でも苦手でもなかった。

　趣味でアニメやゲームは嗜たしなむけれど、胸を張ってマニアを自称できるほどじゃない。

　何をしていても、ほどほどで済ませて、無我夢中になることはなかった。

　二一世紀の現代は、インターネットで世界の広さが可視化された時代だ。

　ＰＣやスマートフォンを覗のぞけば、異能者みたいな人間が掃いて捨てるほど居る。

　四ヶ国語に堪能な高校生とか、海外でも高く評価されている中学生ロックアーティストとか、動画配信で毎月数百万円を稼ぐ小学生とか……。

　オンラインゲームのランキングなんて、上位陣の異常な数値は自分と同じ作品をプレイしているのかさえ、しばしば疑問を覚えることがある。

　いずれにしろ、圧倒的な技能の成果を目の当たりにしてしまうと、努力という行為そのものに空虚さを感じることが少なくない。

　そうして、僕は中高生の頃、早々と自らの凡庸さに気付いてしまった。

　──自分は、特別な人間じゃないんだ。

　本気で熱中できることなら、一番になれなくても必死で努力できるのかもしれない。

　見返りなんか求めず、一事にすべてを捧ささげることで、それがかえって何らかの成果を生むこともあり得ると思う。

　しかし、おそらく常人には不可能な次元の話だ。

　少なくとも僕には、見返りもなく、熱意だけで努力し続けるのは難しい。

　だから、そこそこの努力で、そこそこの結果を求めていくことを覚えた。

　それは周囲から馬鹿にされたり、軽んじられたりしないための努力でもある。

　すなわち、無駄な労力は費やさず、さりとて平均や標準からも大きく外れず……

　冷笑されずに済むぐらいの立ち位置を、上手に確保するための処世術だ。

　かくして、僕は万事を人並み程度にこなし、そこそこの中高生時代を過ごした。

　人付き合いもそこそこに浅く広く、恋愛みたいな面倒事には深入りしなかった。

　よく教師からは「優等生には届かないが物分かりのいい生徒」として扱われた。

　定期考査で人並みの成績を収め、人並みに受験して、人並みの大学へ進学した。

　進学先を志望した理由は、自分の偏差値で行ける一番ましな大学だったからだ。

　学部に関しては、両親から「地方公務員を目指すのに比較的有利で、文系の中じゃそこそこ潰しが利く」と勧められ、言いなりのまま法学部にした。

　大学生になってから、成し遂げたい目標とか、胸に秘めた願望があったわけじゃない。

　ただ漠然と状況に流され、環境を変え、何となく新しい生活をはじめることになった。

　何事にも熱中した経験を持たず、ありふれた青春の温度を知らないまま──……

「でもね。いざ星澄学院大学に進学して、こっちで一人暮らしをはじめてみたらさ」

　コップの中で揺れる液面を覗きながら、僕は打ち明け話を続けた。

　美織さんは、いったん食事の手を止めて、じっと耳を傾けている。

「ずっと状況に流されてきた自分のことが、徐々に自分でもわからなくなったんだ」

　もっとも困惑の原因そのものは、実を言えば明確に把握できていた。

　基本的に大学生活では、中高生の頃より能動的な行動が要求されるせいだ。

　授業の履修も個々人がバラバラで、黙っていても友人ができることはない。

　そこは自ら探そうとせねば、流されるべき状況も見付からない場所なのだ。

　目標や願望を持たず、向学心も薄い僕にとって、これは思い掛けない障害だった。

　あたかも見知らぬ土地の真ん中で、いきなり地図を取り上げられたようなものだ。

「もちろん『目的や願望がなくても、それなりに学生生活を謳おう歌かすれば良かったんじゃないか』っていう意見はあると思う。むしろ、そういう大学生は世の中に山ほど居るし、ごく普通なんだろうとも。結局は世の中って、楽しんだもの勝ちなのかもしれないし」

　しゃべり続けていると、思わず自嘲的な笑みが口元に浮かんでしまう。

「適当なサークルに入って馬鹿騒ぎしたり、合コンで女の子を追い回したりして、面白おかしく毎日を過ごしてさ。そうすれば普通の、ありふれた青春を手に入れることができたのかもしれないって、今でもよく考えるよ。それで大学も、つまんなくても何でも普通に卒業すべきだったんだろうなって」

「──だけど、裕介くんはそうしなかったんだよね」

　美織さんから優しい声音で、確認を求められた。

「うん」と答え、スポーツ飲料の残りを飲み干す。

　一応、入試に合格できるだけの学力はあったみたいだけれど。

　僕にとっての大学は、ひたすら居心地が悪い空間だったんだ。

「でも大学生活には馴な染じめなかったけど、進学したことで──」

　空のコップをカウンターの上へ置きつつ、僕は努めて静かに続けた。

「星澄市へ来て、逆に自分の性に合うこともひとつ見付けたよ」

「それが、スーパーマーケットのアルバイトだったの？」

　重ねて美織さんに問い掛けられ、僕はおもむろに首肯してみせる。

　元々地方出身者だから、星澄学院大学には実家を離れて進学した。

　当初はアルバイトも必要に迫られ、小遣い稼ぎにはじめたはずだった。

　ところが意外にも、スーパーの業務に携わることは、全然苦痛じゃなかったんだ。

　取り分け売り場の品出しは、他人と関わる機会も少なく、淡々と仕事すればいい。

　決まった時間だけ労働して、それに見合う賃金が得られるのもわかりやすかった。

　僕は時折、過去に見掛けた特別な人々のことを思い出す。

　そうして、どれだけ努力しても、報われるかもわからない世界のことを考えていた。

　アルバイトに然さしたる充足感はなく、やはり空虚な日々に変わりはなかったけれど。

　働いただけ確実な対価を得られる事実が、慎つつましい安あん堵どを与えてくれた。

「大学一年生の夏頃には、ほとんどの授業に顔を出さなくなったんだ」

　僕は、カウンターに座ったままで背中を丸め、尚なおも色いろ褪あせかけた記憶を手繰る。

「大学へ行くのも億おつ劫くうで、気が付くとバイト漬けの生活になっていた」

　すぐにいくつかの講義で、単位取得のために必要な出席日数が足りなくなった。

　必修科目と外国語は全滅に近くて、早くも二年次の進級要件に支障が出ていた。

　出席状況は実家にも当然連絡が届き、大学の総務課で面談の機会が設けられた。

　それから、わざわざ地方から出向いてきた父親と、大おお喧げん嘩かになったんだよね。

　結果として、僕は大学を中退し、両親から見放されて、フリーターになった。

　特別な人間でも何でもなかったのに、ありふれた青春を捨ててしまったんだ。

　かくして不安定な生活を選択し、僕は普通の生き方から逸脱した。

　なぜ思おもい止とどまらなかったのかと誹ひ謗ぼうされたとしても、致し方ない。

　……しかしながら皮肉にも、それは流されるままだった僕が、たぶん初めて自らの意思で選び取った状況だった。

「まあ、僕が現状に至った背景は、概おおむねそんな感じかなあ」

　ひと頻しきり話し終えたら、自然と呼気が喉から漏れた。

「美織さんが言う通り、仮に僕が真面目な人間だとしても──それはたぶん、肌に合わない大学に通い続けたり、フリーターになり得ない理由にはならなかったんだと思う」

　うつむき気味の姿勢で、カウンターの天板を見るともなく眺める。

　今の話をお姉さんが聞いて、どんな反応を示すかが少し怖かった。

　にわかに二人のあいだで沈黙が生まれ、そのまま時間が緩やかに流れる。

　深夜の空気は静寂を助長し、ほんの何秒かが酷ひどく長い間隔に感じられた。

「……やっぱり、裕介くんは私が思った通りの素敵な男の子だな」

　やがて美織さんが言葉を紡ぎ、世界も速度を取り戻す。

「想像通りに真面目で、想像以上に真まっ直すぐなんだってわかった」

　僕は、反射的に顔を上げ、上体を捻ひねって傍かたわらを振り返った。

　お姉さんの綺き麗れいな顔がそこにあって、柔和に微笑ほほえんでいる。

　形のいい唇が動いて、尚も音楽的な声が発せられた。

「これは私の勝手な憶測なんだけどね。もしも大学生活で、裕介くんと同じ立場になったら──大抵の人は君が言う通り、目標や願望なんかなくったって、それなりに学生時代を謳歌するんだと思う。それから何となく普通に卒業して、普通に就職するよね……」

　美織さんは、ゆっくりした口調で、順番に整理するように話す。

「でも、そこで真剣に悩んで、大学を辞めちゃえるのは、裕介くんが純粋だからだよ」

「……わからないな。親子喧嘩してフリーターになった、無軌道なクズじゃないか僕は」

　奇妙な羞恥心を覚え、ついぞんざいな態度を取ってしまった。

　優しく労いたわられるほど、自分が惨めに思えそうだったからだ。

　しかし美織さんは、穏やかな物腰を崩さない。

「だけど大学を中退するとき、将来を一切心配しなかったわけじゃないでしょう？」

　カウンターの上で、手のひらに僅かな温ぬくみが伝わった。

　お姉さんが自分の手を、僕のそれに重ねてきたせいだ。

「それでも裕介くんは悩み抜いて、大学を辞めた。自分を誤ご魔ま化かさなかったんだよね」

　こちらへ眼まな差ざしを注ぐ枯葉色の瞳を、僕は信じられない気持ちで見詰め返した。

　フリーターになった経緯を、まさか容易に受け入れられるとは思っていなかった。

　ありふれた青春を素直に楽しんで過ごすことは、決して誰にも否定できやしない。

　理由はどうあれ大学を中退するような生き方より、ずっと安全で妥当な選択だ。

　翻って僕のことを、協調性や意気地が欠如している、と指弾する向きもあろう。

　また、それらを差し引いても、美織さんは明らかに僕と異なる道筋を歩んできた人だ。

　お姉さんは、絵を描くことが大好きで、夢を追ってイラストレイターになった。

　熱意や目標を抱き、努力を重ねて願望を達成したわけだ。それはついさっきまで時間が経たつのも忘れて、仕事部屋に篭こもっていたことからもわかる。

　にもかかわらず過去の僕について、肯定的な感情を持ってくれたのは驚きだった。

「裕介くんは、自分の気持ちに嘘うそを吐つかなかったんでしょう」

　若干の動揺を覚えていると、美織さんはそっと重ねた手を握ってきた。

　こちらの戸惑いを見て取ったのか、噛かんで含めるように優しく続ける。

「私も同じだよ。ちゃんと自分で、正直に選択した──批難されても自分で考えて、今の自分になることを選んだの。ただそれが君は大学を辞めてフリーターになることで、私はイラストを仕事にすることだっただけの違いじゃないかな」

　予期せぬ言葉で語り掛けられ、さらに虚を衝つかれた心地だった。

　お姉さんが提示した視点は、これまでの自分にはない価値観だ。

「私が過去に誰からも批難されず、イラストレイターを名乗れるようになれたと思う？」

「……それは今言われるまで、まるで考えてもみなかったよ」

　僕は、ちょっと喉を詰まらせ、正直に答えるしかなかった。

　自らの浅はかさを、今更の如ごとく思い知らされたように思う。

　──美織さんだって、ありふれた青春を選ばなかった一人じゃないか。

　僕と異なり、たしかにお姉さんは目標や願望を多く抱いていただろう。

　それゆえ、きっと誰より密度の高い学生時代を過ごしたに違いない。

　だが多くを得るため、等分の青春を犠牲にせざるを得なかったんだ。

　充実した日々が、必ずしも普通の日常だとは限らない。

　その先の将来が、必ずしも明るいものだとも限らない。

　でもとにかく、美織さんは自ら望んで絵の世界へ飛び込もうとした。

　努力が報われるかもわからないと知りながら、あえて選択したんだ。

　冷静になれば、そこに家族の批難がひとつもなかったとは考え難にくい。

　もちろん美織さんと僕じゃ、自己決定の経緯や結果にも天と地ほどの差がある。

　片や人気イラストレイターで、片や大学中退のフリーター。ほぼ正反対と言っていい。

　とはいえ、どちらも周囲に迎合せず、心情を偽ることもなく、こうして現状へ至った。

　その点に関して、双方には共通の部分がある。

　……おそらく、こじらせた青春の痛つう痒ようがある。

　こんな美織さんと巡り会えたからこそ、僕は今人並みの気力を持てているんだと思う。

　かつては大学を中退して以後、まるっきり抜け殻の状態で日々を過ごしていたけれど。

　お姉さんを好きになれたおかげで、たぶん自らの在り方も許容できているんだ。

「ふあーっ、ご馳ち走そう様！　とっても美味おいしかったよ、裕介くん」

　美織さんは、ナポリタンを平らげると、カウンターの椅子を立った。

　汚れた食器は食洗器の中に入れて、口元をウェットティッシュで拭う。

　そこには普段と少しも変わらない、屈託のない表情が浮かんでいた。

　つまらない打ち明け話なんて、聞きもしなかったように見える。

　僕もまた、半ば無意識に椅子から腰を上げていた。

　そうして、お姉さんの傍らへふらふらと歩み寄る。

　きっと、誘ゆう蛾が灯とうに惹ひき付けられる昆虫みたいな動作だったんじゃないかと思う。

　美織さんは、僕の面妖な挙措に気付くと、きょとんとしてこちらを振り返った。

「……ん？　どうかしたの裕介くん」

　正面から向き合ったものの、問い掛けには答えない。

　僕は、返事代わりに自分の顔を、お姉さんのそれに近付けると──

　ちょっとだけ強引に身体からだを引き寄せて、いきなり唇を奪ってしまう。

　ほんのかすかながら、美織さんの華きや奢しやな肩が震えたみたいだった。

　ただそれも一瞬で、お姉さんは求められれば抵抗する素振りさえなかった。

　むしろ、すぐに両手を僕の首へ巻き付け、報復とばかりキスし返してくる。

　どうやら美織さんも、深い結びつきを欲しがっているらしい。

　挑発的な熱っぽさに煽あおられ、こちらからも負けじと唇を貪る。

　──誰より愛いとしい美織さん、僕だけの世界一素敵なお姉さん！

　これほど一個人の存在を希求し、他の何物にも代え難いと感じたことはなかった。

　自分自身を受け入れ、肯定していくため、このひとに寄り添っていて欲しい……

　僕は、今両腕で恋人を抱き締めながら、そんなことを強く祈っていた。

　かつては明確な目標や願望を、何ひとつ思い描けなかったというのに。

「好きだよ美織さん。本当に好きだ」

　互いの顔を離してからも、僕は美織さんと見詰め合った。

　もう何度告げたかもわからない言葉を、殊更に繰り返す。

「いつまでもこうして、美織さんのことを傍そばで感じていたい」

「あはは、私も好きだよ裕介くん。だから凄すごく嬉うれしいな……」

　美織さんは、頬ほおを仄ほのかな桜色に染め、上目遣いで応じてくれた。

　好意を伝え合う都度、恋人同士の二人は温かい気持ちになれる。

　ささやかなやり取りから、またひとつ僕は大切なことを学んだ。

　密ひそかに幸せを噛かみ締しめていると、美織さんが恥ずかしそうに耳元で囁ささやき掛けてきた。

「ねぇ裕介くん。これから今夜はまた、お姉さんが沢山甘えさせてあげよっか？」
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　僕とお姉さんは、浴室で身体を洗い合ってから、今夜も寝室のベッドへ入った。

　手を取り合って場所を移し、男女の営みに及ぶまでの流れも、三日続けば概ね慣れる。

「昨日の朝方みたいに気を遣わず、目一杯愛して欲しい」と、お姉さんからねだられた。

　僕は、その要望を愚直に実行し、溢あふれ出る情愛を余すことなく発露させようとした。

　指と指とを絡めながら、肌と肌とを重ね合って、深いところでひとつにつながる。

　欲望が律動を刻むたび、半ば我を忘れて相手の名前を呼び、愛の言葉を漏らしていた。

　頭の中は、ひたすら恋人への熱情で満たされ、何もかも意識から消え失うせそうになる。

　美み織おりさんは、そんな僕を優しく迎え入れ、受け止め、慈しむように包み込んでくれた。

　汗ばんだ白い裸体を震わせては、喜びの嬌きよう声せいを上げて、尚なおも多くを欲しがろうとする。

　それに僕は強い幸福を感じ、ますます愛で応え、己の捧ささげ得る限りを捧げ尽くした。

　ふわふわして長い栗くり色いろの髪が、シーツの上で波打ち、広がって、綺き麗れいな模様を描く。

　──美織さん、美織さん、美織さん……ッ！

　幾度も幾度も、僕とお姉さんは互いを求め合い、与え合う。

　やがて二度三度と達するまで、二人は貪欲に交わり続けた。




　……その後、深夜の寝室で、いつの間にか意識が一度ふと途切れた。

　次に気付いて瞼まぶたを開いたとき、しかしまだ周囲は薄暗いままだった。

　ベッドの上から、サイドテーブルの置き時計を見る。

　暗がりの中で目を凝らすと、時刻は午前三時半と読み取れた。

　眠気に囚とらわれていたのは、せいぜい三、四〇分だったらしい。

　僕は、仰あお向むけに寝たまま、ゆっくりと呼気を吐き出した。

　傍らでは、美織さんがこちらへ寄り添うように裸身を横たえている。

　左右の瞳は静かに閉じられ、無防備な面差しが暗闇の中に見て取れた。

　素肌同士が触れた箇所から、心地良い温みと柔らかさが伝わってくる。

　先程二人で愛し合ってから、纏まとわり付くような気け怠だるさを覚えていた。

　にもかかわらず、なかなか寝付けない。一向に昂たかぶりから解放されないせいだ。

　あれほどまでに昇り果てたにもかかわらず、まだ興奮は冷める気配がなかった。

　今も恋人の体温を感じていると、止とめ処どない愛情が湧いてくる。

　と、不意にすぐ隣で、お姉さんの白い肩が身み動じろぎした。

「……ねぇ。何を考えてるの、裕ゆう介すけくん？」

　子猫みたいな細い声音で、穏やかに問い掛けてくる。

　こちらを見詰める瞳には、睡魔と争った形跡がない。

「まだ美織さんも、眠ってなかったんだね」

「うん。裕介くんのこと、気になって……」

　美織さんの華奢な手が伸びてきて、僕の顔を撫なでる。

　今夜は午前零時を大分過ぎるぐらい、お姉さんは長時間仕事していた。

　さらに続けて、僕と共にかなり情熱的な性交渉に及んだ。

　疲労からすれば、すぐにも眠りに落ちておかしくないはず。

　それなのにこんな時間まで、ずっと起きていたなんて……。

　僕が打ち明け話を聞かせたせいで、余計な心配を掛けたのだろうか。

「何だか幸せ過ぎて、寝付けなかったんだ」

　頬に指が触れるのを感じながら、故意におどけた調子で囁ささやいてみせる。

　美織さんを安心させるのに、強がって突き放す言い方は避けたかった。

　もっとも伝えた言葉そのものには、僅かばかりの嘘もない。

「美織さんと恋人同士になれたおかげだよ」

　お姉さんの手は、頬の次に首筋をなぞり、やがて僕の胸部に重ねられた。

　それから、無言で再び瞼を伏せ、こちらへ殊更に裸身を擦り寄せてくる。

　僕は、美織さんを腕の中で抱き締めて、互いの頭部を近付けた。

　額に額を接触させると、お姉さんの甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

「私も今、すっごく幸せ。大好きな男の子から、こんなにも求められて」

　美織さんは、くすぐったそうな声音で、夢見るように言った。

　しかしすぐ不安そうな影が一瞬、枯葉色の瞳の中に差す。

「でも本当にいいのかな？　七歳も年上の、こじらせた私が君の恋人で」

「むしろ美織さんこそ、僕になんかもったいないぐらい素敵な女性だよ」

　僕は、長くて綺麗なお姉さんの髪を、そっと撫でながら請け合った。

　滑らかな触り心地が指先に伝わって、また愛しさがいや増してくる。

「どうしようもなく、美織さんを好きになっちゃったんだ」

　急にちょっぴり、胸が締め付けられるような苦しさを覚えた。

　大切な人と身を寄せ合ううち、膨らむ衝動が抑え切れなくなっている。

　ついには年上の恋人に対する気持ちを、吐露せずに居られなくなった。

「美織さんのためだったら、どうなってもかまわない……」

　お姉さんは、僕の顔をじっと覗き込んできた。

　何事か言いたげに唇を開きかけ、だがすぐに閉じる。

　代わりに僕の胸へ再び顔を埋うずめ、瞼をそっと伏せた。

　……このあと一時間足らずで、たぶん夜が明けるのだろう。

　こんな時間に就寝すれば、ひょっとすると目が覚めるのは昼頃かもしれなかった。

　不規則なことこの上ない。ましてや平日で、まだ一週間がはじまったばかりだ。

　ただし僕のバイトは今日早番じゃないし、お姉さんも始業時間が拘束されているような仕事じゃない。二人が学校や会社に正規で属さず、やや特殊な身分で生活しているから許されることだよね。

　ごく普通の恋人同士だったら、きっと僕とお姉さんのようにはいかない。

　改めて思い返してみると、二人の恋愛はちょっとおかしなところばかりだ。

　初めて恋人同士になった当日、いきなりお姉さんの部屋で外泊してみたり。

　その夜のうちにファーストキスと初体験を、二人で一緒に済ませてみたり。

　しかも七歳年上のお姉さんから、扶養してあげると持ち掛けられてみたり。

　相変わらず「これは夢じゃないのか？」と、自問してしまう。




（──うんうん、いいことですよ普通なのは）




　なぜだか、そんな言葉が脳裏に突然思い浮かんだ。

　たしか晴はる香かちゃんから一昨日おととい聞かされたひと言だった。

　普通なのはいいこと。

　だとしたら、僕と美織さんの奇妙な恋愛は、いいことじゃないのだろうか。

　ありふれた青春の温度を知らない、こじらせた青春の痛痒を引き摺ずる二人。

　僕らみたいな間柄なんか、世の中じゃそう多くあるまい。喜劇じみている。

　そう。これはだから、こじらせお姉さんと僕だけの関係ラブコメだ。

　少なくとも、どんなに二人が幸福だろうと、きっと普通じゃないと考える人は居る。

　僕自身でさえ、普通じゃないかもしれないと考えているぐらいだ。そんなものだよね。

　ただそうした現実に臨んで、今更のように生まれる疑問もある──




　さて、いったい「普通」とは何だろう？








◇番外編「笠霧美術大学三年生・花江美織」









　私の初恋相手は、不老不死の男の子だった。

　と言っても、吸血鬼みたいな怪物じゃない。

　彼は、二次元コンテンツのキャラクターだった。

　だから死にもしないし、老いることだってない。

　まあＲＰＧに登場するという点においては、吸血鬼と共通点はあるかな。

　彼は真面目な性格で、ゲーム内のヒロインに対して一いち途ずな男の子だった。

　普段は冷静沈着な常識人だけど、基本的に色恋沙汰は苦手で、少し鈍感。

　悲しい過去の持ち主で、時折面差しに暗い影が差すこともあったりする。

　で、そういった設定が私の心を、見事に撃ち抜いたんだよね。

　性癖ド真ん中、最高アンド最高。まさしく尊さが溢あふれてるよ。

　はああ～っ、今でも大好きだよ『英雄伝承・風の飛ひ跡せき』のエリックきゅん！

　私も天てん真しん爛らん漫まんなヒロインちゃんみたいに愛されたかったなあ～。しんどい。

　いつの間にか私の方がお姉さんになっちゃったけど、年の差は無関係だからねっ。

　たとえ君は出会った頃のままで、私だけがオバサンになっていくとしても──……。
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　などと笠かさ霧ぎり駅前の喫茶店で、私が熱い想おもいを語ってみせたら。

「あー、なるほど。たしかに美み織おりさんって、ああいう少年キャラ好きそうですよねー」

　一学年後輩の女の子から、何やら生なま温ぬるい反応を示されてしまった。

　私は、差し向かいに座っている相手を、まじまじと改めて見詰める。

　この子の名前は、瀬せ尾お皐月さつきちゃん。

　笠霧美術大学造形学部映像学科の二年生で、同じ漫画研究会に所属する部員でもある。

　今日は黄色のフェミニンなカットソーを着て、膝丈の白いスカートを穿はいていた。眉目にどことなくアイドル的な可愛かわいらしさがあり、ハニーブラウンの内巻きミディアムヘアも似合っている。

「あれ六、七年前のゲームでしたっけ。わたしが丁度中学生になった頃だったような」

　皐月ちゃんは、考え深げな面持ちで、ローズヒップティーのカップを傾けた。

「そうか、それで美織さんはＲＰＧジャンルが二次創作の入り口だったわけですかぁ」

「うん、たしかにその通りだけど。どうしたの皐月ちゃん、エリックきゅんが何か？」

　私は、フォークの先端でシフォンケーキを、ひと口大に切り分けながら問い掛ける。

　それから正面の後輩を、殊更に半眼で睨にらんだ。妙に物言いたげな態度だったからだ。

　すると、皐月ちゃんはまるで悪びれる様子もなく、肩を竦すくめてみせた。

　この子は普段から、上級生だからって相手を敬うようなところがない。

「いやまあ、今の話題に若干想像力を刺激されまして。──例えば、仮にそのキャラにハマってなければ、もっと美織さんも他のジャンルを中心に活動していたのかなあ、って」

　まったく余計なお世話だった。

　いつも皐月ちゃんは、二次創作活動でのジャンル移動を勧めてくるんだよね。

「もっと世間の流行も研究して、人気作のファンアートを描くべきです」って。

　でも私は、どうしても迎合する気になれない。

　二次創作で大切なのは、作品やキャラに対する愛や性癖だと思うから。

　他人の目を意識して描くのは、商業作品だけでいいはずじゃないかな。

「えーっと。それはさておきですね美織さん」

　皐月ちゃんは、居住まいを正すと話題を転じてきた。

　わざとらしく、ちいさな咳せき払ばらいを挟んでから続ける。

「先日はイラストコンテスト大賞受賞、おめでとうございます」

「……これはわざわざ、ご丁寧にどうもありがとう皐月ちゃん」

　にこやかに祝福されたので、無駄に型通りの謝辞を述べてしまった。やや声音は抑揚に欠けて、淡泊な口調になっていた気がするけれど。

　皐月ちゃんが祝ってくれたのは、最近イラスト投稿系ＳＮＳ「ＰｉＣｌｕｂピクラブ」上で開催されたコンペティションの結果について。

　そのコンテストで、私の応募したイラストが運良く大賞に選ばれたんだよね。

　募集テーマが「神話を題材としたファンタジー」だったおかげで、自分の長所を活いかすことができたんだと思う。一応、それなりに賞金が貰もらえたのもありがたかった。

「って、何だか思ったよりも、随分と冷めた感じなんですねぇ」

　皐月ちゃんは、こちらの様子を窺うかがいながら、訝いぶかしそうにつぶやく。

「けっこう大きなコンペだったじゃないですかあれ。受賞が嬉うれしくないんですか」

「そんなことはないんだけど。あまり無邪気にはしゃぐ気にもなれないだけだよ」

　改めて受賞の感想をたずねられ、私は率直な事情を説明しなきゃならなかった。

　何しろ受賞歴ひとつで、いきなり絵を描く商売が成り立つようになるわけじゃない。

　コンテストの協賛企業から、すでにちらほらと仕事の依頼が届いてはいるけれど。

　駆け出し学生イラストレイターの収入じゃ、まだまだ生活できそうにないからね。

　激しい競争を潜くぐり抜けて受賞できたのは、もちろん自信になるし、嬉しいけれど。

　現状じゃ、ささやかな承認欲求を満たした以上でも以下でもないかなあ……。

　そうした背景をひと通り話すと、皐月ちゃんは途端に渋い表情になった。

「はあぁ～。そういう話を聞かされると、何だか世知辛いですねぇ」

「まあ受賞自体は本当にありがたいことだと思ってるよ、やっぱり」

　私は、シフォンケーキを口へ運びながら、言葉を継ぐ。

「少なくとも、就職活動で自己ＰＲ要素が増えたのはたしかだもん」

　そう。このままでフリーランスの絵描きを目指すのは、正直かなり不安が大きい。

　だから私はひとまず、ゲームメーカーあたりに就職したいと思っているんだよね。

　でもって就職活動では、ＲＰＧ系の作品を作っている会社を中心に受けていくつもり。

　その際イラストコンテストの受賞歴は、たぶん役に立つんじゃないかと期待している。

「へえぇー。美織さんって、ちゃんと就活するつもりなんですねぇ。初めて知りました」

　皐月ちゃんは、なぜだか僅かに目を見開いて、軽い驚きを示す。

　その反応の理由が咄とつ嗟さにわからず、私は少し当惑してしまった。

「なんでそんなに意外そうなの。もちろん私も純粋なイラストレイターとして、将来的には独立したいと思っているけど」

「いやでも笠霧美術大学カサビの卒業生には、フリーターや無職の人も多いじゃないですか」

　…………。

　……そう言えば、たしかにそうだった。

　うちの大学には、卒業後の進路にクリエイター系の職種を志望する学生が多い。

　たぶん、半分近くは該当するんじゃないかな。美大だから当たり前かもしれないけど。

　でも、そういう仕事って、本人が望んでも必ずなれるものじゃないのが実情なわけで。

　部活の卒業生にも、アルバイトしながら商業デビュー目指して、漫画家アシスタントで下積みしている先輩が何人も居るからなあ。

　ガチな芸術アート系で名前を売りたいと考えている人なら、娯楽エンタメ系より状況はもっと厳しい。

　ていうか、私だってゲーム業界を志望しているけど、思惑通りになるとは限らない。

　その場合にはどうしよう？　一般的なＯＬを目指すべき？　常識的にはそうだよね。

　いやーでもなー、やっぱサブカル業界以外で社畜になるの嫌だなー（社会不適合者）。

　むむむ。そう考えたら、とりあえず適当にアルバイトしつつ、しばらく単発でイラスト制作の依頼を請けたりして暮らすのも、実は悪くない気がしてきた……。

「……でも今の時代なんて、アルバイトで食いつなぐのも普通だよね。私も正直、自分に営業職とかが務まる自信はないし。折せつ角かく美大を卒業するんだから、仕事でも勉強したことを活いかしたいし。うん、だから例えば就活に失敗したときは、フリーターもありかもしれないね……？」

「そういう就労意識で非正規雇用に肯定的なのは、笠カサ美ビ生の良くない傾向らしいですよ。以前に就職課の職員さんが嘆いていた、って漫研で他の先輩方が言ってましたからね」

　日ひ和よって就活で躓つまずいた際の予防線を張ろうとしたら、皐月ちゃんのツッコミが入った。

　無慈悲な指摘に思わず怯ひるんで、口元の笑みが引き攣つってしまう。あはは、デスヨネー。

　……しかし、そういう皐月ちゃんは自分の将来について、どう考えているんだろう。

　いずれは同じようにこの子だって、就職活動で不安になったり、悩んだりするはず。

　だったら、私のことを棚上げして、批難ばかりもしていられないんじゃないか──

　そんな疑問を抱いて訊きいてみたら、予想の斜め上を行く答えが返ってきた。

「何を言ってるんですか。わたしの未来は、美織さんに懸かってるんですよ」

　要領が得られずに「……んん？」と、言葉にならない声を漏らしてしまう。

　思わず首を傾かしげていたら、皐月ちゃんはしれっとした面持ちで先を続けた。

「たった今美織さんが真面目に就活するって知って、わたしも近い将来の方針が決まりました。わたしが就活するときには、美織さんが入った会社をＯＧ訪問させてもらいます。だから美織さんがしっかり就職して、人事部に口利きしておいてくれないと困ります」

　私を利用して企業とコネクションを作ろうとしているだけの、圧倒的他力本願だった。

「いやあの、皐月ちゃん？　仮に私がどこかのゲーム会社に就職できて、何らかの助力ができたとしても、それだけで内定が取れるほど世の中甘くはないと思うよ……？」

「美織さんの伝つ手てを使っても上手うまくいかないなら、そのときは潔く諦めて他の道を探しますよ。──例えば、年収一〇〇〇万円のイケメンを捕まえて、結婚しちゃうとか」

　凄すごいよ皐月ちゃん……。可愛い顔して、ひたすら図ずう々ずうしいなあ。

　清すが々すがしいほど自力で将来をどうにかしようとする気はない模様。

　ていうか、こんな社会不適合者だらけで大丈夫なの我が美大は。

　ああ、もう止やめよう。こういう息苦しい現実のことで煩はん悶もんするのは。

　何だかシフォンケーキの味まで、わからなくなっちゃいそうだもん。

「ところで今日は他にも、何か用件があるんじゃないかな皐月ちゃん」

　そこで溜ため息混じりにかぶりを振りつつ、こちらから次の話題へ水を向けてみた。

　皐月ちゃんは「ああ、そうでした」と言って首肯し、傍かたわらのバッグへ手を伸ばす。

　がさごそと中身を漁あさって取り出したのは、薄手の小冊子（Ｂ５・40頁ページ）だった。

　それは俗に【同人誌】と呼ばれる、自費出版物の一種。まあ概おおむね察してたけど。

「これ、うちの新刊です。美織さんにもゲストで描いてもらったやつ」

　差し出された薄い本を、テーブル越しに受け取って眺める。

　可愛らしい女の子が微笑ほほえんでいる、とても華やかなイラストの表紙だった。

　深夜アニメのキャラクターを使って、皐月ちゃんが二次創作した同人誌だ。

　元々原作は『はぴめろ！』っていう、日常系美少女四コマ漫画なんだよね。

　軽音楽部に所属する女子高生の日常を描いた、男性向けジャンルの人気作。

　端々に流行トレンドを取り入れていて、いかにもウケそうな本だなー、と思った。

　尚なお、この新刊には、私も密ひそかに二ページだけ漫画を寄稿している。

　皐月ちゃんから頼み込まれて、断わり切れずに描かされちゃったんだよね。

　本来の活動ジャンルじゃないけど、そのために一応アニメも全話視聴した。

「印刷所には、来週のイベント合わせで入稿していたんですけど、思ったより早く刷り上がったらしくて。自宅へ分納指定してあった部数が、即売会前に届いたんですよね」

　皐月ちゃんは、歯切れよく話しながら微笑む。

「そんなわけで少し早いですけど、一冊献本します。どうぞご笑納ください」

　来週のイベントというのは、いわゆる「同人誌即売会」──

　つまり、自費出版物のフリーマーケットみたいな催しのこと。

　その即売会で今回の同人誌を頒布するという話は、事前に伝えられていた。

　今手渡されたのは、会場へ直接搬入する新刊と別途納品されたものらしい。

「それでですねー。たぶん美織さんって、イベント当日に予定とかありませんよね？」

「……どうして『ありませんよね』って、予定がないのを確認するような訊き方なの」

　皐月ちゃんの質問に釈然としないものを感じて、つい訊き返してしまった。

　そこは普通なら「予定がありますか？」って訊くところだと思うんだよね。

「えっ。来週の日曜日ですよ美織さん？　何か不都合なんですか」

　ところが皐月ちゃんは、こちらの抗議に対して目を白黒させた。

「まさか急に理想の彼氏ができてデートすることになってます？」

「……いや理想の彼氏はできてないし、特に予定もないけど……」

　遺憾ながら否定できず、正直に事実を告げる。ううっ、悲しい。

　たちまち安あん堵どの表情を浮かべ、皐月ちゃんは胸を撫なで下ろした。

「ですよねー。美織さんがエリックきゅんみたいな年下の男の子と付き合いはじめたなんて話、聞いたことないですもん。いやもうビックリさせないでくださいよぉー」

　まあたしかにエリックきゅんみたいな男の子と恋人になれたら、隠し立てできる自信は微み塵じんもない。

　むしろそんなことになったら、全力で惚のろ気ける可能性高いよね私。少なくとも、二次元で好きなキャラのことは語りまくるし。

　そうして散々騒いでから、他の女子に略奪されまいかと心配する展開まで想像できる。

　ただし今のところ、そんな彼氏候補と知り合う見込みすらないんだけど！

「えーっと。それで、美織さんに予定を訊いたのは他でもありません」

　皐月ちゃんは、仕切り直すように言った。

「来週のイベントで、サークルスペースの売り子を手伝ってください」

　──おおよそ、そんなことだろうと思ってましたよぉ～。

　即売会の会場には、参加団体サークル毎ごとに割り当てられた展示場所スペースがある。

　当日出展するに際し、そこでの雑務に協力を求められたわけだね。

　ちなみに「サークル」と言っても、今回のイベントは漫画研究会としてじゃなく、皐月ちゃん個人で参加申込しているはず。学内組織の課外活動と、部員各々の同人活動は別物だから。

　個人活動でサークルっていうのも妙だけど、そこは同人文化のお約束だったりする。

　でもって皐月ちゃんの見立て通り、私は来週取り立てて用事もない（独り身フリー）。

　だから新刊の頒布を手伝うぐらい、引き受けるのはやぶさかじゃないんだけどね～。

　私は、同人誌を鞄かばんの中に入れながら、苦笑するしかなかった。
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『はぴめろ！』Ｏｎｌｙ同人誌即売会「三月ウサギと帽子屋のお茶会」。

　開催場所：笠霧コミュニティセンター四階第三会議室、募集ＳＰスペース五〇。

　開催日時は、六月二六日（日曜日）の午前一〇時半から午後三時まで──

　それが皐月ちゃんの参加するイベントだった。

　当日はＪＲ笠霧駅前で待ち合わせして、電車で那な塚つか陸上競技場まで移動する。

　そこから市道沿いに歩き、笠霧市の西区役所の前を横切れば、目的地に到着だよ。

　私と皐月ちゃんは出展側だから、入場許可証で一般参加者より先に会場入りする。

　第三会議室の内部では、複数の長机が平行な列を成し、等間隔で並べられていた。

　今日のイベントでは、そのうちの一箇所が私たちの展示場所になる。

　割り当てられた位置に着くと、早速二人で出展準備に取り掛かった。

「……ねぇ皐月ちゃん。凄く今更なことを訊くんだけど」

　私は、長机の上に敷布を広げながら、何となく気になることをたずねた。

「今日のイベントって、私が手伝う必要があるぐらい盛況になりそうなの？」

　わりと根本的で、かつ実際的な問題だと思う。

　笠霧市は関東圏だけど、はっきり言って典型的な地方都市だ。

　隣県の星ほし澄ずみ市とかの方が東京にも近く、余程都会なんだよね。

　そんな地域で開催される、募集ＳＰ五〇程度でオンリージャンルの小規模イベント。

　ひょっとすると、全然一般参加者が来場しない可能性もあるんじゃないかなあ……。

　だとしたら、充分一人でも同人誌が頒布できるかもしれない。

　私がわざわざ売り子に駆り出されなくても、人手は足りるのでは？

　なんて思ったんだけど、皐月ちゃんの意図は異なるみたいだった。

「もし新刊を欲しがる参加者が少なかったとしても、わたしの知り合いは何人か来る予定ですから」

　後輩美大生は、搬入した新刊を検あらためながら返事する。

「わたしが知り合いに挨拶しているあいだは、他の参加者に応対してくれる売り子さんが必要なんですよ」

　ほほう、そう来ましたか。

　たしかに即売会では、友人知人に挨拶するのも欠かせない。

　でも、だったら私以外の人間が売り子でも良かったはず。

「それじゃあ、私の代わりに彩あやちゃんとかを呼ぼうとは思わなかったの？」

　彩ちゃんは、笠霧美術大学美術学部油絵学科の二年生で、同じ漫研のメンバーだ。

　皐月ちゃんとは同学年で、仲も悪くない。少し天然なところがあるけど、明るくて美人だし、むしろ私なんかより断然売り子向きなんじゃないかなー。

「あの子なら、今日は都内までイベントに参加するために遠征してますよ」

　皐月ちゃんは、同人誌をダンボール箱から取り出して言った。

　在庫の数量を確認しつつ、長机の上へ二〇冊ほど揃そろえて積む。

「女性向けの大規模即売会と、地味に開催日が被かぶってるんですよ今日って」

　うーん、なるほどねぇ……。

　彩ちゃんは彩ちゃんで、彼女自身の個人サークルでの活動があるわけね。

　あの子って、笠美の現役漫研メンバーじゃ、いまや一番有名な同人作家だもんなあ。

　これまでの頒布実績からすると、遠からず都内開催の大規模イベントでも大手サークルに格付けされそうな勢いだし。

　ただ一方では高校美術の教職課程を履修していて、この先も本人に専業絵描きになる気はないらしいけどね。その辺りの意識は、私なんかと随分違う。

　……以前に彩ちゃんとも、互いの将来について話し合ったことがある。

　教員免許の話題になったとき、私が「堅実だなあ」って感想を漏らしたら、彩ちゃんは屈託のない笑みを浮かべていた。

「きっと仕事になったら、嫌な思いもしなきゃならなくなりますから。好きなものの汚い部分を見て、嫌いになりたくないんです」

　そんなあの子の言葉を、私は咄とつ嗟さに否定できなかった。

　自分が正しい未来を選択している自信なんて、当然どこにもなかったからだ。




　　　　〇　　〇　　〇




　所定の時刻が過ぎて、同人誌即売会「三月ウサギと帽子屋のお茶会」がはじまった。

　まばらな拍手があちこちで鳴り、同時に一般参加者が次々と会議室へ入場してくる。

　私は、イベント開始からほどなくして、自分の認識に誤りがあったことを理解した。

　この日の即売会は、想像よりも遥はるかに来場者が多くて、盛り上がっていたんだよね。

　コミュニティセンター四階の会議室は、会場として決して広くない。

　にもかかわらず、人口密度はかなり高く、周囲が熱気に満ちていた。

　──こっ、これが人気作品のジャンル効果か～……!!

　流行トレンドに乗ることの強さを改めて見せ付けられ、やや怯ひるんでしまった。

　もちろん、都内の大規模即売会に比べれば、ちっとも大した来場者数じゃない。

　夏冬開催のコミックロケーション（通称コミロケ）なんか、尋常な人混みじゃないし。

　だけど笠霧市という地方都市で開催される小規模即売会としては、明らかに相当な混雑だよこれは。もしかしたら、明確な男性向け作品のオンリーイベントなのも、ファンには足が運びやすいのかもしれない。

　私が活動しているマイナーＲＰＧジャンルでは、到底遭遇できない光景だなあ……。

　そんなわけで皐月ちゃんの新刊同人誌も、相当な勢いで他の人の手に渡っていく。

　開場してからサークルスペースの前には、常時三、四人の人だかりができていた。

　ちいさな列らしきものが形成される時間帯もあって、売り子の仕事がけっこう忙しい。

　慌ただしく過ごしていたら、正午を迎える少し前に搬入した新刊は在庫が底を突いた。

「ローカルな即売会の成果としては、今日の頒布部数はまずまずですね」

　皐月ちゃんは、最後の一冊を頒布し終えると、いかにも満足そうな口振りで言った。

　長机の上には、現在「新刊完売」という紙を貼ったコルクボードが立て掛けてある。

　ただし即売会の終了時刻までは余裕があるので、まだ撤収準備には取り掛からない。

「このまま年内は『はぴめろ！』一本でいけそうな気がしてきましたよ」

　ははあ、さようでございますか。よかったね皐月ちゃん。

　私は、適当に相あい槌づちを打ちつつ、聞くともなしに話を聞く。

　ひょっとして頒布状況が低調だったら、夏までに皐月ちゃんは同人活動のジャンル移動を検討していたのかなあ、とか考えながら。

　……女の子の皐月ちゃんが二次創作において、あえて男性向けジャンルを中心に活動している背景には、いくつか理由があるんだよね。

　ひとつは、皐月ちゃんが描く絵柄に美少女系作品との親和性があること。

　本人によると、元々「子供の頃から少女漫画に影響を受けてきた」そうで、基本的に画風自体が「可愛かわいい系」なんだよね。実は案外、女の子キャラを描くのが得意だから男性向けジャンルで活動している、という女性同人作家は多いと思う。

　もうひとつは、男性向け作品での同人活動だと、しがらみが少ないこと。

　女性向けジャンルの界かい隈わいは、良くも悪くも作品やキャラクターに対するファンの執着が強く、しかも長期に亘わたって持続する場合が多い。それがしばしば、カップリングや攻め受けを巡る対立とか、公式との解釈違い論争、ジャンル移動に関する批難につながったりもするからなあ。

　もはや外野の一般人には理解不能な次元でギスギスしていて、ちょくちょく面倒臭い。

　常に流行を読みつつ本作りする皐月ちゃんにとっても、その辺りは厄介なんだろうね。

　それから実はあとひとつ、大きな理由があるんだけど──……

「……あっ、あのぅ。すみません」

　同人誌の頒布が終了し、私と皐月ちゃんが幾分まったりしていたところ。

　サークルスペースに不意の来訪者があって、長机越しに話し掛けられた。

　見知らぬ若い男性だ。たぶん私たちと年齢は同じぐらいかな。痩身で背は高い。

　メガネの奥に覗のぞく目とか、落ち着きない挙措からして、やや気弱そうに見える。

「こちらに今、紗さ月つきセナさんはいらっしゃいますか」

「あっ、はい。わたしですけど、どちら様でしょう」

　皐月ちゃんがイスから腰を上げて、男性に応対する。

「紗月セナ」というのは、皐月ちゃんのＰＮペンネームだからだ。

「そ、そうでしたかっ。えっと、ボクはそのぅ──」

　メガネの男性は、ほっとした面持ちでうなずき、たどたどしく名乗った。

「ときどきＳＮＳで、紗月さんのページにコメントさせてもらってる者でして」

「……ああ、そうでしたか！　どうもリアルでは初めまして、紗月セナです～」

　僅かに間を挟んでから、皐月ちゃんは華やかな笑顔を咲かせる。

　ほとんど平時は見ることのない、完璧な他所よそ行きの表情だった。

　それから、柔和な甘い声音を作って続ける。

「いつもＳＮＳでは、コメントの書き込みありがとうございます。お会いできてすっごく嬉うれしいです！」

「いっ、いえ、こちらこそっ。……本当はさっき、開場直後に一度ここを訪ねたんですけど。凄すごく人が多くて、忙しそうだったので──新刊だけ先に買わせて頂いて、辺りが落ち着いて挨拶できる状況になるまでは、会議室の隅で機会を窺うかがっていたんです」

「えっ、そうだったんですか!?　本当にごめんなさい、すっかりお待たせしちゃって」

　皐月ちゃんは、大きな瞳を見開き、申し訳なさそうに言った。

　すると酷ひどく慌てふためき、メガネの男性が詫わびの言葉を遮る。

「い、いえいえ！　そんなふうに紗月さんが謝らないでください、今日はボクが勝手に来ただけですし。あの、それにどうせ、けっこう普段から暇人だし」

「でも、お休みの日にわざわざ即売会まで来て頂いたのに」

　皐月ちゃんが重ねて頭を下げたものの、相手も改めて謝罪の受け入れを固辞した。

　そうして、代わりにわざとらしく咳せき払ばらいしてから、若干姿勢を正して笑い掛ける。

「とっ、とにかく紗月さんにご挨拶できてよかったです！」

「……そうですか。お知り合いになれて、私も嬉しいです」

　皐月ちゃんは、メガネの男性の顔を覗き込むと、次いで再び笑みを浮かべた。

　このやり取りを通じ、ささやかながら相手の好意に甘えたような恰かつ好こうだった。

　メガネ氏は、直後に一瞬、うっと息を詰まらせたような反応を示す。

　それから目線を横へ逸そらし、もじもじしながら耳の先を赤く染めた。

　──おおぅ。皐月ちゃん、また今日もいたいけな男の子で遊んでる……。

　私は、間近で繰り広げられる光景を傍観しつつ、気まずさを押し隠すのに必死だった。

　しおらしく笑い掛ける後輩女子美大生と、いかにも物慣れないオタクのメガネ男子──

　二人の会話を聞いていると、淀よどんだ感情が胸に湧き上がって、もやもやしてくる。

　そう。これこそ彼女が男性向け作品で二次創作している、三番目の理由。

　皐月ちゃんは、共通の趣味（※主に美少女アニメ）をきっかけにして、色々な男の子と仲良くなるのが大好きなんだよねぇ……。

　私の個人的な観測によれば、自分の趣味に肯定的な女性に対して、オタクな男性は好感を抱きやすい。

　ましてや皐月ちゃんみたいに可愛い容姿の女の子なら、高確率で魅了されてしまう。

　それをこの子は知ち悉しつしていて、これまで少なからぬオタク男子の心を弄んできた。

　で、男性向けジャンルでの活動は、より多くの該当者と知り合うのに都合がいい。

　色々な男の子たちからちやほやされているときの皐月ちゃんと来たら、本当に生き生きとしていて楽しそうだ。さながら現代のお姫様のようで、リアル逆ハーレム状態。

　こうして次々と男の子が振り向いてくれたら、やっぱり乙女ゲームの主人公みたいな気分になるのかなあ。

　……何はともあれ、そんなことをあれこれと私が考えているあいだにも。

　皐月ちゃんとメガネの男性は『はぴめろ！』に登場するキャラクターのことなどを、和やかな雰囲気で語り合っている。なぜか妙に居たたまれない。

　やがてひと頻しきり談笑すると、メガネ氏は礼儀正しく別れを告げ、会場を立ち去った。

「今の彼は『はぴめろ！』に登場するキャラだと、あすぴょんが一番好きなんですって」

　男性の姿が見えなくなってから、皐月ちゃんは半ば独ひとり言ごちるようにつぶやく。

「きっと童貞なんだろうなあ……。あんな子と付き合ったら、絶対面倒臭いだけなのに」

　──お願い止やめてあげてよォ!!　二次元ぐらいは夢をみさせてあげてぇ!!

　私は、せつなさのあまり、思わず叫びそうになるのを辛うじて自制した。

　メガネ氏、わりといい人っぽかったじゃない！　女性経験の有無は知らないけど！

　それに私だって、乙女ゲー遊んでるときには「あ～〇〇きゅん好きなんじゃ～」とか言いつつ、こんな男の子は実際にはいないってわかってるし、むしろたまに「自分はどうして顔はいいけどメンタル弱めな男子のカウンセリングみたいな会話するゲームわざわざ攻略してるんだろ？」って不意に我に返って、さすがに現実じゃこりゃないわーって思ってるから！（彼氏いない歴イコール年齢なサブカル女子並みの感想）

　いいじゃないメガネ氏があすぴょん好きでも！　黒髪ツインテール貧乳好きでも！

　私も小学生男子の膝小僧とか可愛くて凄い好きだし！　お姉さんが優しく撫なでてあげたいってよく思ってるし！

　ちなみに皐月ちゃんは、笠霧美術大学へ進学してから現在に至るまで、約一年二ヶ月の期間で五回ほど交際相手が変わっている。

　たしか最後の元彼とは、今年の四月中旬に別れていて、現在は独り身のはずだけどね。

　私が知る限りにおいても、後輩ながら皐月ちゃんは畏怖すべき恋愛遍歴を誇っている。

　漫研の新入部員だった去年の春、同期生の男子から告白されて付き合いはじめたと思ったら、ゴールデンウィークには四年生の先輩と浮気して、泥沼の愛憎劇へ発展したのも記憶に新しい。

　入部一ヶ月足らずにして、男女関係のもつれから漫研を部活崩壊サークルクラツシユの危機に追いやった顛てん末まつは、もはや現役部員のあいだで恐怖の歴史として語り継がれていたりする。

　かくいうわけで、皐月ちゃんはある意味じゃ漫研の生きる伝説なんだよねぇ……。

　ただ、その一件があって以来、漫研の男子に手を出さなくなったのは不幸中の幸いというべきかな。

　代わりに現在じゃ、Ｗｅｂ上や同人イベントで男の子を漁あさりまくってるんだけど。

　さっきのメガネ氏とかも、この子のことを変に勘違いしなきゃいいなあ。




　さて、その後もサークルスペースには、皐月ちゃんを訪ねて何人か男性がやって来た。

　半分以上は同年代の学生だけど、残りは年上の社会人だったみたい。どう見ても四〇歳前後の男性まで混ざっていた気がするなあ。

　その都度、皐月ちゃんは誰が相手でも（表面的には）嫌な顔ひとつせず歓談していた。

　次々と挨拶に訪れる人たちは、この子が複数の異性に対して親密そうに接している有様を、どう思っているのやら。

　──ていうか、そろそろ私は帰宅させてもらってもいいんじゃないかなあ。

　どうやら皐月ちゃんの知り合い（全員男性）は、みんな同人誌を捌さばき終えたのを確認してから挨拶しに来ているらしい。先程のメガネ氏同様、混雑時の来訪は避けてくれていたみたいだ。

　でもこれ、おかげでもうスペース内に二人で待機している必要性ってないよね？

　新刊の頒布作業は忙しかったから、私が手伝いに来た意味はあったと思うけど。

　そろそろ時刻は、午後一時半に差し掛かろうとしている。

　まだ昼ご飯も何も食べていないから、だんだんお腹なかが空すいてきた。

　やっぱり皐月ちゃんにひと言断わって、もう私は会場を出ようかな。

　と、丁度そんなことを考えはじめていたとき。

　にわかに新たな来訪者が一人、サークルスペースの前に現れた。

　それで私は、皐月ちゃんに話を切り出すタイミングを逸してしまう。

「やあ皐月ちゃん、ご機嫌いかがかな？」

　軽く片手を挙げながら、妙に親しげな口調で話し掛けてきた。

　中肉中背の若い男性で、満面の笑みに謎の自信が溢あふれている。

　黒いインナーの上から薄手のアウターを羽織り、ダメージジーンズを穿はいていた。さらさらの茶髪は細い目に掛かり、首元には金色のアクセが揺れている。

　……何だろう。雑な言葉で言い表すなら、無駄にチャラい雰囲気の人だぞ。

　近年増えつつある「外見を含めて一般人寄りのオタク」とも微妙に異なる。

　ファッション自体が趣味で着ている服装というより、あたかも「自分はアニメしか興味がないオタクと違って、オシャレにもうるさい男です」と周囲にわかりやすく自己主張しているような風体。

　いや身み形なりに気を遣うのは、本来悪いことじゃないはずなんだけどね。

　なぜだか全身から、不思議な胡う散さん臭くささが漂っているんだよなあ……。

「いやはや悪いね、すっかり挨拶に来るのが遅れてしまったよ。何しろ今日は、都内でも色々とイベントが開催されているだろう？　オレぐらいになると、こういう日は朝からあちこちの知り合いに色々と連絡を取り合わなきゃいけなくてね、ハハハ」

「あっ、どこのどなたかと思えば†ダガー幻げん魔ま†ダガーさんじゃないですかー。お疲れ様です」

　こんなに胡散臭い男性なのに、皐月ちゃんは微動だにせず笑顔で応じる。

　ゲンマって、幻想の「幻」に悪魔の「魔」って書くやつのことかな。

　ていうか今、どうして名前の前後に「ダガー」って付けて呼んだの？

「ハハハ、オフラインで会ってるときまでＨＮハンドルネームで呼ぶなんて、他人行儀だなあ。オレは君を本名で呼んでるんだから、君だってオレのことは本名で呼んでくれて全然かまわないんだぜ？　あっ、それともファーストネームで呼び合うのはまだ恥ずかしいかな」

「いえ、わたしはＰＮの読み方も『紗さ月つき』なので。今のは本名じゃなくて、そっちで呼ばれたと理解してますし、今後も†幻魔†さんのことは†幻魔†さんと呼ばせてもらうつもりですから」

　殊更に馴なれ馴なれしく言い寄られたものの、皐月ちゃんは鋼鉄の笑顔を崩さない。

　一方、チャラい男性も「ハハハ、遠慮しなくてもいいのになあ」と笑っている。

　何これ凄い。もしかすると私は今、相当なメンタル強者同士の遭遇を目撃してしまっているのでは。

　皐月ちゃんは距離を詰めさせまいとして、明らかに壁を作ったんだと思うんだけど──

　この†幻魔†さんなる人物、全然堪こたえてないっぽい。あるいは空気を読めていないか、読んでいても読んでいない素振りなのか、そもそも聞いてないのか、相手の反応はまるっきり無視しているのか。

　でもとりあえず、実際「†幻魔†」さんと正式なＨＮで呼ぶのは、いちいち面倒臭い。

　そこで、私の心の中では以後「ゲン」さんと略しておこう。

　まるで、寿す司し屋やか居酒屋の大将みたいな名前になっちゃうけど。

「ああ、それはそれとしてだ皐月ちゃん。君に渡しておきたいものがあってね、ハハハ」

　ゲンさんは、あくまでも我が道を往ゆくといった物腰で、話題を転じてきた。

　おもむろに所持していたショルダーバッグを漁り、同人誌を一冊取り出す。

「これこれ。先日入手した大手サークルの『はぴめろ！』本なんだが、今日はこいつを差し入れプレゼントするために来たのさ。ここの作者さん、君も知ってるよね？　最近じゃ商業誌でも活動中の──」

　薄い本と作者について、ゲンさんは頼んでもいないのに解説してくれる。

　なるほど話を聞いてみたら、実力派イラストレイターが描いた同人誌らしいというのはわかった。もっとも私は普段、まるっきり別ジャンルで活動しているんで、あまりピンと来なかったけど。

「いやしかしこの新刊、手に入れるのに苦労したよ！　作者さんも同人ショップに販売委託とかしない人なもんで、ネットオークションや中古市場でもプレミア価格が付いちゃってるからね。まァとはいえオレぐらいになると、蛇の道は蛇ってやつで、知り合いの伝つ手てをたどれば手に入るし、君に一冊進呈するのもわけない。ささっ、ひとつ受け取ってくれたまえ、ハハハ」

　ゲンさんは、やたらと自慢げに胸を張った。

　何を言っているのかよくわからないけど、どうやら「差し入れ」と称して取り出した同人誌はレア物の逸品らしい。

　でも皐月ちゃんは、尚なおも笑顔を保っている。

「そんな入手困難な本なのに、わたしが貰もらっちゃってもいいんですかー？」

「もちろんだとも！　そのためにここへ来たようなものだからね、ハハハ」

　そのためにって、皐月ちゃんが描いた新刊はどうでもよかったんですかね……？

　得意顔でうなずくゲンさんを見て、密ひそかに心の中でツッコミ入れてしまう私。

　本当に挨拶だけしか興味がなかったんだろうか。遅れてきたとも言ってたし。

　ゲンさん、実は地味に失礼な人なのでは。きっと無自覚なんだと思うけど。

　あと何となく、会話から『はぴめろ！』に対する愛情が感じられないのが気に掛かる。

　まるで同人誌の価値について、作者の権威で測っているような印象を受けるんだよね。

「……うんまあ、しかしだね。オレからのプレゼントになにがしか、返礼を検討してくれるっていうなら、皐月ちゃんには是非とも依頼したい案件があるんだけどね」

　大手の薄い本を押し付けて渡すと、ゲンさんはわざとらしく間を挟んでから続けた。

　あからさまに恩着せがましくて、言葉自体の内容以上に上から目線の口振りだった。

「夏のコミロケでさ、オレの友達のセミプロ作家が『はぴめろ！』の合同誌作ろうとしてるんだよね。ほら、月刊誌の漫画連載でアシスタントしているやつでさ──」

　ゲンさんの友達だというセミプロさんのことは知らなかったけど、月刊誌の漫画連載については聞き覚えがあった。

　その作者である漫画家さんと、私は個人的にちょっぴり面識があったからだ。ＳＮＳで公開したイラストをきっかけに知り合って、昨年末のコミロケじゃ向こうから挨拶に来てくれたんだよね。

　私が先日イラストコンテストで受賞した際にも、お祝いのメッセージを寄せてくれた。

　そっか、あの人のアシスタントさんって、ゲンさんの友達なのか……。世間は狭いね。

「で、そいつが合同誌に参加してくれる同人作家を集めてるってわけ。そこで皐月ちゃんにも、この機会に一、二枚、寄稿してもらいたいんだ。君にとっても悪くない話だと思うが、どうだい？」

「へーそうなんですかー。でもそれって、わたしが†幻魔†さんの差し入れにお返ししたことになるんですか？」

　合同誌参加を打診され、皐月ちゃんは至極当然の疑問を訊きき返す。

　ゲンさんは、相変わらず愉快そうに笑うと、自らの考えを語った。

「ハハハ、もちろんさ！　合同誌を企画している友達からすれば、他ならぬオレが君との渡りを付けた、ってことになるんだからね。あいつに恩を売り付けるのは、巡り巡ってオレの利益なのさ」

　……それにしても、さっきから気になって仕方ないことがある。

　いったい、このゲンさんは何をしている人なんだろう？

　各所の同人イベントに関わっている知り合いが沢山居るらしい、というのはわかった。

　そのなかには貴重な同人誌を融通してくれる知人が居るらしい、というのもわかった。

　合同誌を企画編集しているセミプロ漫画家の友達が居るらしい、というのもわかった。

　つまり色々な知り合いが居て、そこにどういう人が含まれているかは、多少わかった。

　じゃあゲンさん当人は、絵を描いたり、文章を綴つづったり、動画編集したり、作詞作曲したり、あるいは創作物のプロモーションを手掛けたりしているんだろうか？

　ここまでの話を聞く限りだと、この人自身が創作活動のフィールドでどういうことをしているのかは、まるで伝わってこないんだよね。

　このイベントにも、純粋な作品のファンとして参加しているようには見えないし……。

　私は、ついゲンさんの顔を、じろじろ注視してしまう。

　すると、思い掛けなくゲンさんがこちらを振り返った。

　私が注いだ怪け訝げんな視線に気が付いたのかもしれない。

　当然の成り行きで、互いの目と目が合う。いけない。

　慌てて視線を逸そらそうとしたものの、手遅れだった。

「おっと……。皐月ちゃんとの会話に夢中で気付かなかったけど、今日は売り子さんがスペースで頒布作業を手伝っていたんだな。──たぶん君って、オレとは初対面だよね？」

　ゲンさんは、こちらを物珍しそうに見て、問い掛けてきた。

　どんなふうに返事すべきか迷って、私は少しだけ口を噤つぐんだ。

　あまり不用意に関わりたくない人だ、と直感的に思ったからだ。

　この日のイベントが終われば、二度と顔を合わせる機会もないと思う──

　きっと普段通り、私がマイナーなＲＰＧジャンルで活動しているぶんには。

　けれど、そんなことをこっそり頭の中で考えていたら。

　皐月ちゃんが余計な気を利かせて、私を紹介しようとした。

「ああ、えっとですねー。こちらは笠美の先輩で、花はな江えみ──」

「私は、紗月セナさんの友達で、売り子に呼ばれてきた者です」

　だから急いで、それを私自身がぞんざいな自己紹介で遮る。

　ゲンさんは、愛想笑いを浮かべて「ははあ、これはどうも」と短く応じた。

　すぐに私に対する興味を失った様子で、それ以上は素性を詮索しなかった。

　どうせ売り子如ごとき、取るに足りない雑魚キャラだと思ったのかもしれない。

　その後もしばらく、ゲンさんはサークルスペースの前に居座り続けた。時折、無駄にチャラい身振りを交えながら、早口かつ多弁にしゃべりたいことをしゃべる。

　立て板に水で披露される自慢話（？）を、しかし皐月ちゃんも終始笑顔で聞いていた。

　いやもう、私は単に隣で眺めていただけだけど、ある意味じゃ強烈な体験だよねこれ。

　皐月ちゃんもゲンさんも、まったく自分のスタイルを崩さないし。

　ようやくゲンさんの饒じよう舌ぜつが収まった頃には、午後二時半近くになっていた。

　さっき帰宅の機会を逃してから、結局この場にずるずる留とどまってしまった。

「──それじゃあ、ちゃんと友達のセミプロ作家には、皐月ちゃんのことを紹介しておくから。まァオレぐらいになると、その程度はどうってことないからね、ハハハ……！」

　満足そうに会話を締しめ括くくると、ゲンさんはサークルスペースの前を離れていく。

　陽気な後ろ姿が場外へ消えるのを見届けた途端、私は自然と溜ため息が漏れ出た。

　予期せず濃い目の人物と接したせいで、色々と消耗してしまった感が否めない。

　正直言って同人誌の頒布作業より、挨拶に来たゲンさんの話を聞く方が疲れた……。




　　　　〇　　〇　　〇




　サークルスペースの撤収作業を手伝ってから、笠霧コミュニティセンターを出る。

　すでに時刻は午後三時過ぎ。何だかんだと、即売会終了まで会場で過ごしてしまった。

　電車で笠霧市中心部に到着したら、駅構内を出て目の前の車道を渡る。

　駅前の雑居ビルまで移動し、一階にあるバーガーショップへ入った。

　何しろ私も皐月ちゃんも、まだ昼食を済ませていない。そこでささやかなイベントの打ち上げを兼ねて、帰宅前に立ち寄っておくことにしたわけだね。

　二人で順にセットメニューを注文し、空いている席を探す。

　窓際に位置するテーブルに決めて、差し向かいで腰掛けた。

「ねぇ皐月ちゃん。今更訊くけど、さっきの†幻魔†さんっていうのはどういう人なの」

　チーズバーガーをひと口齧かじってから、私は率直に質問した。

　それは本日の同人誌即売会において、最大の疑問点だった。

　皐月ちゃんは、抹茶シェイクをストローで吸い上げながら、きょとんとした表情を浮かべる。

「†幻魔†さんですか。笠霧市内の家電量販店で働いている、普通の社会人さんですよ」

　けれど得られた回答は、期待していたものと微妙に要点がズレていた。

　うーん、少し訊き方が悪かったかな。そういうことではなくてですね。

「随分と親しげだったから、あの人も何かしら創作活動しているのかと思ったんだけど」

「いえ。絵を描いたり文章を綴ったりとか、特にそういうことは何もしてないはずです」

　私見を交えて問い直すと、次は意図に沿った答えが返ってきた。

　いったんストローから唇を離し、皐月ちゃんはテーブルの上に頬ほお杖づえを突く。

　そうして、窓から外の街並みを眺めつつ、古い記憶を手繰るように続けた。

「最初に知り合ったのは、ＳＮＳがきっかけだったんですよ。わたしのページに†幻魔†さんが書き込みして。それに何度か返信したら、そのうち今日みたいなイベントで会うようになって。……で、いつの間にか、凄すごく親しげに声を掛けられるようになっちゃったんですよねー」

　皐月ちゃんによれば、ゲンさんは同様の手口で多数の同人作家に接近しているという。

　でもって、行く先々の同人イベントで「オレぐらいになると、〇〇ちゃんと知り合いだから」などと、交友関係の広さを吹ふい聴ちようして回っているらしい（流行ジャンル界かい隈わい限定みたいだけれど）。

　その上、顔見知りになったプロ志望の作家が商業デビューしたりすると、よく「〇〇ちゃんのことは俺が育てた」とドヤ顔で放言しているのだとか……。

「な、何だか†幻魔†さん、聞けば聞くほど強烈な人だねぇ」

　私は、危うく軽い眩暈めまいを覚えそうになった。

「それでええと、その†幻魔†さんは、そのぅ──同人作家と沢山知り合いになって、何がしたいのかな？」

「別に何かしたいわけでもないんじゃないですか。知り合いになること自体が目的かと」

　テーブルの正面へ向き直ると、皐月ちゃんはフライドポテトを一本摘つまんで言った。

「それにウザいですけど、根は有害な人じゃないと思いますよ。相当ウザいですけど」

「今ウザいって二回繰り返したよね!?　いやたしかに私もウザいと思ったけど!!」

　明け透けな皐月ちゃんの人物評は、なかなか容赦ない。

　いまや即売会での作り笑顔も、すっかり脱ぎ捨ててしまったみたいだ。

　とはいえ、意外にもゲンさんにそれほど悪印象は抱いていないらしい。

「今日みたいに贈り物を持ってきたり、わりと気を遣ってくれるところもありますし」

「そう言えば、大手サークルのレアな同人誌だっけ？　あれ貰もらっちゃってよかったの」

　私は、イベント会場でのやり取りを思い出し、何となく皐月ちゃんが心配になった。

　たしかゲンさんは、見返りに合同誌への参加をうながしていたような気がするけど。

　あとで厄介なことにならないかなあ。受け取るのは遠慮しておくべきだったのでは。

　あの手この手で絵描きを食い物にするゴロツキは、同人界隈じゃよく居るんだよね。

　まさしくゲンさんって、そういう連中に近い気がする……。

　なんて、私は漠然とした不安を募らせていたんだけど。

「まあ貰えるものは貰っておいても、大丈夫だと思いますよ。どうせ相手は†幻魔†さんなんですし」

　ところが当の皐月ちゃんは、いかにも平気な顔で言った。

「実は以前にも、似たようなことが何度かあって。そのときにも†幻魔†さんから『友達が合同誌を作る企画を進めているから、君も寄稿しないか』って、今回とほぼ同じ文句で誘われたんです」

「ええっ……。それじゃ前回の企画は、いったいどうなったの？」

「どうもこうもありません。適当な口約束だけで、それから半年経たっても合同誌の企画についてなんか、特に何の連絡も来なくて。次に会ったら、もうそんな話自体完全に忘れちゃっているみたいでした」

　さらに詳しく事情を聞いてみると、どうやら†幻魔†さんが当時「友達」だと言っていた人物は、後日ゲーム会社から外注でＣＧ制作業務を請けているデザイナーだと判明したらしい。

　ただし、単にＳＮＳ上でコメントを数回やり取りしたことがある程度の間柄で、相手側は全然親密な関係だと思っていなかったみたいなんだとか。

「だから今回の誘いも、そもそも話半分程度に聞くべきなんです」

　皐月ちゃんは、やや気け怠だるそうに肩を竦すくめた。

「企画自体が本当にあるかさえ怪しいですからね。仮に実在していたとしても、†幻魔†さんが勝手に原稿を要求してきただけです。差し入れの同人誌こそ譲り受けましたけど、正式に依頼を引き受けたわけでもないですし。いざとなったら、貰った本を突き返せばいいだけですよ。別に元々欲しかったものでもないですし、世間的にレア物だろうと私は大した興味ありません」

　思いのほか、強気な態度で臨んでいるらしい。

　けっこう割り切ってるんだなあ皐月ちゃんも……。

　もちろん、過去の経験を踏まえてなんだろうけど。

　ていうかゲンさんって、複数の同人作家さんから適度に距離を置かれているのでは？

　本人は、自分に対する周囲の心証について、多少なりとも気が付いているのかなあ。

　これは空気を読んで知り合いと接しているかどうか、って部分にも関わる話だけど。

　やたらと得意そうにイベント会場で自慢話する顔が、ふと脳裏に思い浮かんだ。

「本当に†幻魔†さんって、いったい何がしたい人なんだろ……」

　もう一度、私は同じ疑問をぼそっとつぶやく。

　ゲンさんの行動原理が、どうも腑ふに落ちない。

　なぜ、そこまでして無闇に交友関係を広げようとするのかなあ。

　それ自体が目的だという心理を、どう読み取ればいいんだろう。

　チーズバーガーを片手に持ったまま、思わず首を捻ひねってしまう。

　そのとき、またしても皐月ちゃんが思い掛けない感想を述べた。

「まあ個人的には、ああいう人の気持ちも少しぐらいわからないではないですけどね」

　私は、改めて正面に座る後輩美大生の顔を、真まっ直すぐに見詰めた。

　ゲンさんの思考を、この子はいくらか洞察しているらしい。

　おまけにやっぱり、大した嫌悪感は抱いていないように見えた。

「そうなの皐月ちゃん？　†幻魔†さんの気持ちがわかる、って」

「はい、一応は。かえって美織さんみたいな人には、わからないかもしれませんけど」

　身を乗り出して訊きいてみると、皐月ちゃんは妙に引っ掛かる答えを寄よ越こした。

　何それ、ちっとも要領を得ないんだけど。微妙に馬鹿にされている気がする。

「ねぇ、どういうことなの皐月ちゃん。きちんと教えて」

「だから、どうせ言ってもわかりませんよ美織さんには」

　食い下がってみたものの、あくまで返事はにべもない。

　むむむ、釈然としないなあ。私のどこに問題があるの。

　ゲームやアニメが好きで、昔『風の飛跡』のエリックきゅんに初恋して、マイナーめのＲＰＧジャンルで二次創作していて、真面目で純情な年下の男の子が好きで、イラストを描くのと漫画を描くのに全力で青春を費やしているせいで、ちょっと生まれてから二〇年ぐらい三次元で彼氏ができたことない程度の問題しかないじゃない！

　……って、けっこう問題あるのかなこれ……。

　いや、まだ慌てるような時間じゃない。はず。

　そのうち社会人になって結婚適齢期が来れば、私だって彼氏ができて結婚するんだ。

　大学進学した直後にも、二〇歳ぐらいになれば自然に彼氏ができると思ってたけど。

　エリックきゅんみたいな男の子と出会えそうな気配は、現在進行形で皆無だけど。

　ところで、そんなふうに年下の彼氏ができる可能性を検討していたら。

　会話の最初で触れた要素は、わりと重大な事実を含むことに気付いた。

「そう言えば、さっき†幻魔†さんって社会人だって言ってたよね？」

「ええ、言いましたけど。それがどうかしましたか」

「ひょっとして四大卒だとしたら、あの人って私たちより年上なの？」

「はい。たしか今年、二六、七歳だったはずですよ」

　ＨＮ・†幻魔†さん（笠霧市在住／男性）は、二六、七歳。

　皐月ちゃんから知らされた年齢を、よくよく反はん芻すうしてみる。

　私よりも六、七歳年上だったのね。そっか、二〇代後半か。言い換えるとアラサー。

　私が小学一年生だった頃に中学生で、私が中学生だった頃に大学生だったのか……。

　そういや六、七年前って、私が『英雄伝承・風の飛跡』を初めて遊んで、エリックきゅんとの恋に（二次元で）落ちていた時期かもしれない。

　……それはこう、なんていうか……。

　……………。

「……やっぱり私、彼氏にするなら年下の男の子がいいなあ」

「どうして今の会話の流れで、そのひと言が出たんですか……」

　しみじみと願望をつぶやいたら、皐月ちゃんから鋭いツッコミが入った。

　こちらへ冷ややかな視線を送りつつ、嘆息混じりに厳しい言葉を続ける。

「この際だから言っておきますけどね。個人的な経験則からすると、何だかんだで年上男性には頼りになる人が多いし、同世代の男子には価値観の近い人が多いです。どちらも年下よりは断然付き合いやすいですよ。そして若い子の方が純情で可愛かわいい、なんてことは必ずしもないです」

「いや皐月ちゃんこそ今の会話の流れで、どうして釘くぎを刺すようなこと言うの」

「現実世界の男性はたとえぱっと見た感じがイケメンでも、乙女ゲーやＢＬ漫画の世界みたいにキラキラしてないんですよ」

　私の抗議を露骨に無視し、皐月ちゃんは身を乗り出して詰め寄ってきた。

　この子と来たら、常日頃から乙女ゲーみたいな逆ハーレム体験している当人のくせして何を言うか……。

　とは思ったけど、むしろ現実の異性を数多あまた知るがゆえの発言なのも、察しが付いた。

「わたしなんか、初体験で当時付き合ってた彼氏の全裸を初めて見たとき、正直『うわっ……男の人の身体からだって、こんなに汚いんだ……。脛すね毛げとか沢山生えてる……』って、相当引きましたからね」

「お願い止やめて。生々しい情報を聞くと、余計に現実の恋愛が遠ざかりそうだから」

　私は、ややうつむいて、チーズバーガーを持っていない方の手で頭を抱えてしまう。

　その後、なぜか同人イベント打ち上げの席は、姫系女子美大生（後輩）からオタク喪も女じよ（私）が恋愛指南を受けるという、不可解な様相を呈していった。
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　バーガーショップを出る頃には、もう午後五時近くになっていた。

　そのまま皐月ちゃんとは笠霧駅前で別れて、路線バスに乗り込む。

　四区間移動した先で降車すれば、私が一人暮らししているアパートは目の前だった。

　地元の星澄市から笠美に進学して以来、ずっと親元を離れてワンルームの借家住まいが続いている。

　部屋へ入って荷物を置くと、ゆったりとした部屋着に着替えた。

　メイクを落として洗顔し、ベッドの上へ疲れた身体を投げ出す。

　喉の奥から呼気を吐き、左右の手足をそれぞれ伸ばした。

　──はああぁァ～っ、やっぱり自宅最高だよおぉ～……っ。

　自分の部屋で過ごす解放感は、まさしくなにものにも代え難い。

　同人イベントに参加すること自体は、嫌いじゃないんだけどね。

　ああ素晴らしき我が居室、心のオアシス……。

　さて、しばらく仰あお向むけに寝転がって、弛し緩かんした感覚に浸っていると。

　何やらゲームが遊びたくなってきた。できれば特にＲＰＧがプレイしたい。

　それも王道展開のファンタジーで、私好みの男の子キャラが出てくるやつ。

　──ということになれば、もはや遊ぶべき作品はひとつだよね！

　私は、にわかに上体を起こすと、ベッド脇の収納へ手を伸ばした。

　抽斗ひきだしの中から、携帯型ゲーム専用機とＲＰＧのソフトを取り出す。

　ゲームソフトのタイトルは、もちろん『英雄伝承・風の飛跡』だよ。

　これは近年、新型の携帯機向けに移植されたリマスター版なんだよね。

　思い出の名作が手軽に遊び直せる幸せを、改めて噛かみ締しめてしまう。

　メガネを掛けると、邪魔な髪の毛を首の後ろ側で束ねる。

　ベッドの縁に腰掛けつつ、携帯ゲーム機の電源を入れた。

　見慣れたタイトルが表示され、セーブデータ選択画面に切り替わる。

　すると丁度、作中屈指の名場面で中断したファイルが目に留まった。

　これだと決めてカーソルで指定し、データロードする。

　ゲーム画面が表示されると、王宮のイベントシーンから物語が再開した。

　ここでヒロインは、エリックきゅんと二人っきりになっちゃうんだよね。

　静かな夜更けに宮廷内の一室で、彼の衝撃的な過去を知らされてしまう。

　でも真実を共有したことで、二人の心はいっそう強く結びつくんだ。

　そうして、エリックきゅんはヒロインと初めてのキスを交わす──

「ふああああぁぁァァ──ッ!!　エリックきゅん好きいぃ──!!」

　私は、辛抱堪たまらなくなって、つい絶叫してしまった。

　携帯ゲーム機を両手で持ったまま、ベッドの上へ背中から倒れ込む。

　やばいやばいやばい。もう何がやばいって、私のすべてがやばい（自覚アリ）。

　だって、部屋着にすっぴんメガネ（※しかも中高生並みの童顔）な成人済みオタク喪女がですね。初恋の二次元キャラの名前を絶叫しながら、ベッドの上に一人で悶もん絶ぜつしているわけですよ。

　いやでも駄目だ……やばいとわかっていても、どうしようもない……。

　画面の中でヒロインとチューしてるエリックきゅん、凄すごくエロかっこいいんだもん。

　ていうか全年齢対象の健全ＣＧを見て、それをエロいと感じる自分の感性もやばい。

　はあぁー尊い、尊い。だけど胸が苦しいよ。うん、ちょっと落ち着こうか私。

　いったん深呼吸してから、ゲームに戻ってプレイを続行する。

　今夜はこのまま、寝るまで『風の飛跡』を遊んじゃおうかな。

　描いておきたいイラストもあるんだけど、たまには息抜きしよっと。

　お昼ご飯が遅い時間だったから、晩ご飯は午後九時過ぎ頃でいっか。

　料理は嫌いじゃないけど面倒臭いし、レトルトカレーで済ませよう。

　先月、実家から送られてきた荷物の中に一食分ぐらい残ってたはず。

　──はあ～。それにしてもエリックきゅん、本当に可愛いしかっこいいしエロい……。

　かくして、私はうっとりしながら、画面の中のエリックきゅんに心奪われ続けていた。

　いつかどうにかして、こんな素敵な男の子に出会いたい、と乙女な妄想を抱きながら。




　　　　〇　　〇　　〇




「ねぇ美織さん、どうしちゃったの？　食事の手が止まっているけど」




　……私は、はっと我に返って、傍らを振り向く。

　そこには、もう見慣れた恋人の顔があって、こちらを心配そうに覗のぞき込んでいた。

　カッコ可愛い面立ちには、どこか最愛のゲームキャラと似通った雰囲気を感じる。

「あ、ごめんね裕ゆう介すけくん。何だか、少しだけぼうっとしちゃって……」

　私は、取り繕うように言ってから、正面に向き直った。

　目の前には、食べかけのオムライスが皿に乗っている。年下の彼氏である裕介くんが、私のために作ってくれた品だ。味付けも完璧で、抜群に美味おいしい。

[image: ]

　──そうだ。私は今、自宅リビングのダイニングカウンターで、裕介くんと一緒にお昼ご飯を食べているところなんだった……。

　なのにカウンターの椅子に腰掛けたまま、軽度の睡魔に襲われていたんだ。

　そうしてウトウトしながら、なぜか美大時代のことをぼんやりと思い出していた。

　どうして急に当時の出来事を回顧してしまったのかは、自分でもよくわからない。

　かつて夢物語だった生活を手に入れたものの、時折初心に戻りたくなるからかな？

　いや別に論理的な理由なんてないのかもしれないけど、食事中にもかかわらず寝ね惚ぼけてしまった原因ならわかる。実はちょっぴり、睡眠不足気味だからだ。

　昨夜はイラストの〆しめ切きりが近いせいで、夜明け頃まで色塗りしていたんだよね。おかげで裕介くんとえっちなことしている余裕もなかったし、仕事の納期許すまじ。

　まあ〆切に追われる毎日も、夢をかなえた結果なんだし仕方がないけど……。

　私は、恋と仕事の板挟みに煩悶しつつ、スプーンを握り直して昼食を続けた。

　薄い玉子で包まれたケチャップライスを、口の中へ運ぶ。最高に幸せな味がした。

「本当に大丈夫なの美織さん。まだ何となく、ぼんやりしているように見えるよ」

　裕介くんは、カウンターの隣席でコーヒーを淹いれながら言った。

　カップを黒い液体で満たすと、それをこちらへそっと差し出す。

「仕事が大変なのはわかるけど、無理して身体を壊さないようにね。そのぅ──」

　そこはかとなく不安そうにつぶやき、私の年下彼氏は僅かにうつむいた。

　両目の奥には、静かな陰影が差している。それがやけに魅力的に見えた。

「……美織さんは、僕の大事な人なんだから」

　…………。

　はあああァァ～？　何この彼氏、押し倒したいんですけど??

　お姉さんを誘ってるのかな？　沢山ちゅっちゅしちゃうよ??

　容姿はカッコ可愛かわいくて私のストライクゾーンど真ん中、家事全般そつなくこなしてあれこれ身の回りをお世話してくれるし、ピュアで優しい年下男子とか、最早お姉さん的には妊娠したくなっちゃうんですけど（早口）。

　フリーターなのも、むしろ同どう棲せい状態を継続する上では好都合（注※ただし裕介くんの引っ越しが済んでいないから、厳密にはまだ完全な同棲に至ってはいない）。私がばっちり扶養して、傍そばから離れられなくしてあげちゃうからねっ。

　ああ～それにしても実在したんだ理想の年下男子……それがなんと私の彼氏……。

　これはもしかして、死期が近いのではなかろうか私。幸せすぎて頓死案件だよね。

「う、ううっ……。しんどい……何だか、とってもしんどいなあ……」

「ええっ。しんどいって美織さん、やっぱり体調悪いんじゃないの!?」

　せつなくなって胸元を押さえていたら、またもや裕介くんが労いたわってくれた。

　もちろん私がしんどいのは、年下彼氏が理想の恋人すぎるせいなのだが、当人には完全に誤解されているみたいだ。そんなところも含めて尊さしかない。

　──でも一方の私と言えば、こんなカッコ可愛い年下彼氏の若さを、自分の幸せのための食い物にしているわけだけど。

　これでいいのかな私。大好きな男の子の可能性を握り潰して、一人で勝手な理想の成就を喜んでいることは、本当に望ましい関係性なのだろうか……？

　裕介くんが恋人になる以前は、どんな手段を使ってでも彼を手に入れたいと思っていたし、今だってできるなら結婚したいとさえ思っているけれど。

　好きになればなるほど、裏腹に恋人をどう愛するのが正しいかわからなくなってくる。

　いや、そもそも私はこんな有様で、彼から将来も好かれ続けていられるのかな……？

「──あはは、心配ないよ裕介くん。これはその、体調とは無関係だから」

　でも私は、心中を覚さとられまいと笑って誤ご魔ま化かし、改めて昼食を再開しようとした。

　……と、そのとき。

　不意にカウンターの脇に置いてあったスマートフォンが、メッセージの着信を告げた。

「いったい突然、誰から連絡が入ったんだろう？」と、私は思わず首を捻ひねった。まさか今請けている仕事のどれかで、急を要する問題でも起きたのだろうか。

　またしても折角の食事を中断し、スマホを手に取ってたしかめる。




【サツキ】：どうもーお久し振りです、美織さん。お元気ですかー？




　──んんん？　……誰かと思えば、皐月ちゃんじゃない。どうしたんだろう。

　私は、美大時代の後輩から届いたメッセージを見て取り、軽い驚きを覚えた。

　この子とは、かれこれ八、九年続く腐れ縁で、たまには電話やメッセージで世間話することもあるけれど。連絡を向こうから寄よ越こすのは、たぶん半年振りぐらいだ。

　ちらりと横目で、裕介くんの様子を窺うかがった。カッコ可愛い年下彼氏は、自分のカップに注ついだコーヒーを啜すすっている。恋人がスマホを弄いじっていることなんか、あえて気に掛ける素振りはない。当たり前か。

　皐月ちゃんのメッセージにフリック入力で、早速簡単な返事を打つ。

　私は、指先を動かしながら、なぜか奇妙な心の騒ざわめきを感じていた──……。








あとがき









　どうも初めまして、坂さか神がみ京きよう平へいと申します。

　活字と可愛い女の子が好きなオタクです。

　日々脳内妄想をネット上で文章化しつつ暮らしていたのですが、このたび幸運にもご縁があって、角川スニーカー文庫様から作家デビューさせて頂くことになりました。




　ところでいきなりですが、ラブコメはいいものです。

　何しろ可愛い女の子との恋愛を、笑いを交えて楽しむことができますから。

　しかも世の中にありふれたシチュエーションばかりじゃなく、やや風変わりな相手との、ちょっぴり奇矯な関係性を味わうことだって可能なのです。

　例えば「ある日突然、色々とこじらせた年上の女性から言い寄られ、ひとつ屋根の下で扶養されはじめてしまう」ような恋愛とか。

　……もちろん、先鋭化された設定のラブコメほど、現実離れした夢物語や妄想のように感じてしまう人は多くなるかもしれません。

　取り分け都合のいい設定や展開だったりすれば、しばしば虚構的で「普通じゃない」と感じがちかと思います。それに真面目な人だったら、享楽的な物語自体を望ましくないと考える向きさえあっても、不思議じゃありません。

　でも翻ってみると、実は虚構的だろうが何だろうが、あらゆる恋愛は常に当事者固有の物語で、ふたつとない関係性だったりもしますよね。

　そう、夢物語か現実か、望ましいものか否かにかかわらず、誰かと誰かの関わり合いはかけがえのないもの。誰もが皆ふたつとない人生を生きており、恋愛は無二の誰か同士によって織り成される奇跡だという事実も、おそらく揺ぎ無いものです。

　だから、ここだけにしかない関係性のひとつを描きたくて、私は『こじらせお姉さんと僕だけのラブコメ』というお話を綴つづりました。

　すでに本文を読み終えた読者の皆様の目には、果たして裕ゆう介すけと美み織おりの恋愛がどのようなものに映りましたでしょうか。




　さて本作は、Ｗｅｂ小説投稿サイト「カクヨム」にて、私が二〇一八年一二月から細々と連載していた物語を書籍化して頂いたものです。

　ついてはこの場をお借りして、以下に謝辞を述べたく思います。

　まずは出版を検討し、お声掛けして頂いた担当編集者様に、心より感謝致します。各種作業では大変お世話になりました。いや本当に色々とお手数お掛けしました。というか、このあとがきを書いている現在も進行形でお手数お掛けしています……。

　それから表紙カバーイラストや挿画を手掛けてくださったＨＩＭＡ先生、素敵で可愛いお姉さんを描いて頂き、ありがとうございます。美織のキャラクターデザインを初めて拝見したときの感動は、いまだに忘れられません。アラサーながら童顔気味の面立ちも、緩く波打つ栗くり色いろの長い髪も、柔らかそうな胸の膨らみも、まさしく私が思い描いていた姿そのままです。サインください（どさくさ紛れ）。

　また、デザイナー様や校正担当者様をはじめ、営業、宣伝、販売など、様々な場面で関わって頂けたすべての方々にも、篤あつくお礼申し上げます。

　そして何より、この本を手に取ってくださった読者の皆様に最大の謝意を表します。

　願わくばいずれまた、私の綴った物語を読んで頂ける機会に恵まれることを祈りつつ、この辺りで失礼させて頂きます。





二〇二〇年一二月　坂神　京平　
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